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  本書は、製品の取扱い、ご使用に際して特に注意すべき事項、参考となる情報等を記し 

  たものです｡ 

 

■高度な安全性が要求される用途への使用について 

  本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業等の一般的用途を想定して 

開発・設計・製造されているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛 

行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機 

器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に 

当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途(以下 

「ハイセイフティ用途」という)に使用されるよう開発・設計・製造されたものではあり 

ません。 

 

  お客様は本製品を必要な安全性を確保する措置を施すことなくハイセイフティ用途に使 

用しないでください。また、お客様がハイセイフティ用途に本製品を使用したことにより 

発生する、お客様または第三者からのいかなる請求または損害賠償に対しても富士通株式 

会社およびその関連会社は一切責任を負いかねます。 

 

■輸出管理について 

  本ドキュメントを輸出または第三者へ提供する場合は、お客様が居住する国および米国 

輸出管理関連法規等の規制をご確認のうえ、必要な手続きをおとりください。 

 

■本書の構成について  

  本書は、以下の構成で記述しています。 

 

  1 製品概要 

    1.1 Systemwalker Desktop Patrolとは 

  2 構成プログラム 

  3 適用マニュアル 

    3.1 オンラインマニュアル 

    3.2 ソフトウェア技術情報ホームページについて 

  4 ソフトウェア環境 

    4.1 基本ソフトウェア 

    4.2 必須ソフトウェア 

    4.3 修正情報 

    4.4 排他ソフトウェア 

  5 ハードウェア環境 

  6 制限事項 

  7 移行上の注意事項 

  8 注意事項 

    8.1 Desktop Patrol CS/DS/CTに関する注意事項 

    8.2 エラー発生時の注意事項 

    8.3 ソフトウェア辞書に関する注意事項 

    8.4 Live Help Clientの配信について 

    8.5 Live Helpに関する注意事項 



    8.6 複合機/プリンタ連携に関する注意事項 

    8.7 FJQSS(資料採取ツール)に関する注意事項 

    8.8 メインメニューやダウンロードメニューに関する注意事項 

    8.9 関連ソフトウェアに関する注意事項 

  9 インストール／アンインストール手順 

    9.1 インストール方法 

    9.2 アンインストール方法  

 

■本書の対象製品  

  本書は、以下の製品に対して記述しています。  

  ・Windows(64bit)版 Systemwalker Desktop Patrol V16.2.0  

 

■本製品の製品情報について  

  本製品の製品情報については、以下のURLでご覧になれます。  

 

    URL : https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-

middleware/systemwalker/products/desktop-patrol/ 

 

■商標について 

  Microsoft、Windows、Windows NT、Windows Vista、およびWindows Serverまたはその 

他のマイクロソフト製品の名称および製品名は、米国Microsoft Corporationの米国およ 

びその他の国における登録商標または商標です。 

  OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその 

他の国における登録商標です。 

 

  Systemwalkerは、富士通株式会社の登録商標です。 

 

  その他、本書に記載されている会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録 

商標です｡ 

  本文中の記載内容は予告なしに変更される場合があります｡ 

 

■略語表記について  

  本書では、各製品を次のように略記しています。あらかじめご了承ください。 

 

  Microsoft(R) Internet Information Services Version 8.0, 

  Microsoft(R) Internet Information Services Version 8.5, 

  Microsoft(R) Internet Information Services Version 10.0 

  を"IIS"と略しています。 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2022 Datacenter, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2022 Standard, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2022 Essentials 

  を"Windows Server 2022"と略しています。 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Datacenter, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Standard, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Essentials 

  を"Windows Server 2019"と略しています。 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Datacenter, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Standard, 

  Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Essentials 

  を"Windows Server 2016"と略しています。 

  Windows(R) 11 Home, 

  Windows(R) 11 Pro(※), 

  Windows(R) 11 Enterprise, 



  Windows(R) 11 Education 

  を"Windows 11"と略しています。 

  ※ Windows(R) 11 Pro for Workstationsにも対応しています。 

  Windows(R) 10 Home, 

  Windows(R) 10 Pro(※), 

  Windows(R) 10 Enterprise, 

  Windows(R) 10 Education, 

  Windows(R) 10 Home 64ビット版, 

  Windows(R) 10 Pro 64ビット版(※), 

  Windows(R) 10 Enterprise 64ビット版, 

  Windows(R) 10 Education 64ビット版 

  を"Windows 10"と略しています。 

  ※ Windows(R) 10 Pro for Workstationsにも対応しています。 

  Windows(R) Operating Systemを"Windows"と略しています。 

 

 

  Copyright 2022 - 2024 Fujitsu Limited 

 

1 製品概要 

 

1.1 Systemwalker Desktop Patrolとは 

  Systemwalkerとは、富士通株式会社が提供する分散システムの運用管理製品の総称です。 

 

  Systemwalker Desktop Patrolは、監視対象のPCのハードウェアおよびソフトウェアに 

関する資産情報を管理し、セキュリティ状況の確認や、必要に応じてセキュリティパッ 

チを自動的に適用したり、廃棄するPCのハードディスク情報を消去して、情報漏洩を防 

ぎます。これにより、企業外部から内部へのセキュリティ上の脅威に対し、ICT資産を 

守ります。 

  また、内部統制で求められるICT資産の保全において必要なICT資産情報の台帳を作成 

したり、ICT機器情報の自動検知によって、システムの正しい運用の実現とその証明・ 

監査を実現します。 

  さらに、グリーンICTへの対応として、PCの設定の改善を促すアラームや自動設定に 

より、管理者に負担をかけずに省電力を実現する機能を提供します。 

 

2 構成プログラム 

  本ソフトウェアの製品構成と格納データ構造の概要について以下に示します。 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

   DVD-ROM媒体名称 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

   Systemwalker Desktop Patrol V16.2.0 

  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

   媒体構成    格納ディレクトリ            格納データ概要説明 

  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

  \ ルートディレクトリ 

    │  SwSetup.exe                      インストールコマンド 

    ├─citool                           サイレントインストール資材格納ディレク 

    │                                   トリ 

    ├─setup 

    │  ├─doc 

    │  │   Readme.txt                  ソフトウェア説明書 

    │  ├─livehelp                     リモート操作 



    │  │  ├─CLIENT 

    │  │  ├─EXPERT 

    │  │  └─LiveHelp_Client_Install 

    │  └─manual                       マニュアル格納ディレクトリ 

    └─utilities 

        ├─distribute 

        ├─library 

        ├─silent 

        ├─supportcenter                サポートセンター接続関連ディレクトリ 

        │      SoftwareDictionary.zip   ソフトウェア辞書 

        ├─tool                         ツール格納ディレクトリ 

        │  └─Network_product_linkage  ネットワーク連携機能格納ディレクトリ 

        └─updater                      バージョンアップ用アップデータ格納ディ 

                                         レクトリ 

 

  (1) プログラム本体 

   次のプログラムからなります｡ 

 

      ・Systemwalker Desktop Patrol CS (Corporate Server) 

            インベントリ情報の収集条件やソフトウェア配信の運用条件をポリシーと 

          して定義し、各PCに配信するサービスを受け持つサーバです。 

            ICT資産の情報(ICTリポジトリ）、人、組織などの組織情報を格納したデー 

          タベースにより、セキュリティパッチの配信、セキュリティの監査やライセ 

          ンスの管理をWebブラウザから行うサービス（Web GUI）を提供します。 

            通常は企業に1台導入されます。 

      ・Systemwalker Desktop Patrol DS (Domain Server) 

            運用ポリシー、インベントリ情報、配信ソフトウェアなどの集配信の中継／ 

          格納をサービスするサーバです。 

            負荷分散するためなどの目的のために設置します。クライアントが遠隔地に 

          あり、低速回線の場合、または配信するソフトウェアの容量が大きい場合など 

          に有効です。 

      ・Systemwalker Desktop Patrol AC（Asset Console） 

            資産、セキュリティ、省電力などの各種レポートの出力やバーコードの出力 

          などを行う管理者用コンソールです。 

      ・Systemwalker Desktop Patrol ADT（Auto Detection Terminal） 

            セグメント毎に設置し、同一セグメント内のネットワークに接続されている 

          機器を自動検知します。また、検知した機器の情報を、管理サーバ(CS)に通知 

          します。 

      ・Systemwalker Desktop Patrol CT (Client Terminal) 

            管理されるクライアントです。インベントリ収集により資産を管理するPCに 

          導入します。「Systemwalker Desktop Patrol CT」で、配信ソフトウェアのダ 

          ウンロード、セキュリティパッチの受信を行います。 

            また、管理者の設定により、省電力ポリシーの違反、セキュリティポリシー 

          の違反があると、対処を促す画面が表示されます。 

      ・Web GUI 

            「Systemwalker Desktop Patrol CS」が提供するサービスを利用し、Webブ 

          ラウザからSystemwalker Desktop Patrolの運用操作を行うための操作ビュー 

          です。 

            また、「Systemwalker Desktop Patrol」の動作ポリシーを設定できます。 

            Web GUIには、「メインメニュー」および「ダウンロードメニュー」があり 

          ます。 

      ・Systemwalker Desktop Patrol SS（Secure Server[ゲートウェイサーバ]） 

            セキュア版CTの接続を受け付けるための中継サーバです。 



      ・Systemwalker Live Help Expert 

            「Live Help Client」をリモート操作するためのソフトウェアです。クライ 

           アントユーザーが、PCの操作に困っている場合などで、直接クライアントユー 

           ザのPCに接続して、支援できます。 

      ・Systemwalker Live Help Client 

            「Live Help Expert」からリモート操作されるソフトウェアです。支援を必 

           要とするクライアントユーザーのPCや、リモート操作で運用するサーバに導入 

           します。クライアント側は、「画面上のメッセージに対して、どう応えたら 

           いいのかわからない」や、「アプリケーションの操作方法がわからない」な 

           どの場合に、「Live Help Expert」からの遠隔操作によって、支援を受ける 

           ことができます。 

 

    また、本文中では、それぞれ以下のように略称している箇所があります。 

    Systemwalker Desktop Patrol CS  → "Desktop Patrol CS"、または"CS"に略します。 

    Systemwalker Desktop Patrol DS  → "Desktop Patrol DS"、または"DS"に略します。 

    Systemwalker Desktop Patrol AC  → "Desktop Patrol AC"、または"AC"に略します。 

    Systemwalker Desktop Patrol ADT → "Desktop Patrol ADT"、または"ADT"に略しま 

    す。 

    Systemwalker Desktop Patrol CT  → "Desktop Patrol CT"、または"CT"に略します。 

    Systemwalker Desktop Patrol SS  → "Desktop Patrol SS"、または"SS"に略します。 

 

  本製品のサポートは、SupportDesk Productで実施しております。導入して頂いたお客様 

には、本サービスの契約が必須となっております。詳細は弊社担当営業にお問合せくださ 

い。 

 

3 適用マニュアル 

 

3.1 マニュアル 

 

  以下のマニュアルは、製品のDVD-ROMに格納されています。DVD-ROMを直接参照するか、 

  お使いのパソコンにコピーして参照してください。コピーした場合、manualフォルダ 

  配下のフォルダ構成やファイル名などを変更しないでください。変更すると、マニュ 

  アルの表示やPDFマニュアルの検索が正しく動作しません。 

  PDFマニュアルの参照および検索には、Adobe(R) Acrobat(R) Reader(R) が必要です。 

 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |項番| マニュアル名称                                                 | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  1 | Systemwalker Desktop Patrol リリース情報                       | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  2 | Systemwalker Desktop Patrol 解説書                             | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  3 | Systemwalker Desktop Patrol 導入ガイド                         | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  4 | Systemwalker Desktop Patrol 運用ガイド 管理者編                | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  5 | Systemwalker Desktop Patrol 運用ガイド クライアント編          | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  6 | Systemwalker Desktop Patrol リファレンスマニュアル             | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

  |  7 | Systemwalker Desktop Patrol トラブルシューティングガイド       | 

  +----+----------------------------------------------------------------+ 

 



  [参照方法] 

    DVD-ROMを直接参照する場合 

      1. DVD-ROM媒体をDVD-ROM装置にセットします。 

      2. 以下のファイルをブラウザで開きます。 

         g:\setup\manual\Japanese\cover.html 

         ※ g:はDVD-ROMドライブ名 

 

   +----+----------------------------------------------------------------+ 

   |項番|  マニュアル名称                                                | 

   +----+----------------------------------------------------------------+ 

   |  1 | Systemwalker Live Help ユーザーズガイド                        | 

   +----+----------------------------------------------------------------+ 

   |  2 | Systemwalker Live Help Clientガイド                            | 

   +----+----------------------------------------------------------------+ 

 

    [参照方法] 

      以下のPDFファイルをそれぞれ起動してください。 

        [Systemwalker Live Help ユーザーズガイド] 

          g:\setup\livehelp\EXPERT\MANUAL\JPN\pdf\B1WD-3167-03Z0-00\b1wd-3167-

03z0.pdf 

          ※ g:はDVD-ROMドライブ名 

 

        [Systemwalker Live Help Clientガイド] 

          g:\setup\livehelp\CLIENT\MANUAL\JPN\pdf\B1WD-3168-03Z0-00\b1wd-3168-

03z0.pdf 

          ※ g:はDVD-ROMドライブ名 

 

 

3.2 ソフトウェア技術情報ホームページについて 

 

    ソフトウェア技術情報ホームページでは、最新のマニュアルやSystemwalkerの応用方 

  法などを公開しています。最初に、ソフトウェア技術情報ホームページを参照すること 

  をお勧めします。 

 

    URL : https://www.fujitsu.com/jp/products/software/resources/technical/ 

    URL : 

https://www.fujitsu.com/jp/products/software/resources/technical/systemwalker/deskt

oppatrol/ 

 

 

4 ソフトウェア環境 

 

4.1 基本ソフトウェア 

 

    「Systemwalker Desktop Patrol 解説書」の"3.2.1 動作OS"を参照してください。 

 

4.2 必須ソフトウェア 

 

    「Systemwalker Desktop Patrol 解説書」の"3.2.2 必要なソフトウェア"を参照して 

   ください。 

 

4.3 修正情報 

 



  ありません。 

 

4.4 排他ソフトウェア 

 

  「Systemwalker Desktop Patrol 解説書」の"3.2.3 混在運用できない製品"を参照して 

  ください。 

 

 

5 ハードウェア環境 

 

  本ソフトウェアの動作に必要なハードウェア環境については、「Systemwalker Desktop 

 Patrol 解説書」の"3.1 ハードウェア"を参照してください。 

 

 

6 制限事項 

 

  Microsoft Windows 10/Windows 11の制限事項は以下のとおりです。 

  ・インベントリ情報において、日本語で表示される部分が英語で表示されることがあり 

    ます。以下の４項目が制限事項となります。 

    ・ハードウェア情報  －  キーボードタイプ名 

    （例）標準 PS/2 キーボード → Standard PS/2 Keyboard 

    ・ハードウェア情報  －  マウスタイプ名 

    （例）USB 入力デバイス → USB Input Device 

    ・ディスク情報  －  メーカ名 

    （例）(標準ディスク ドライブ) → (Standard disk drives) 

    ・ディスク情報  －  説明 

    （例）ディスク ドライブ → Disk drive 

 

7 移行上の注意事項 

 

  「リリース情報」の"第2章 非互換項目一覧"を参照してください。 

 

 

8 注意事項 

 

8.1 Desktop Patrol CS/DS/CTに関する注意事項 

 

8.1.1 Desktop Patrol CS/DS/CTに関する注意事項 

    Systemwalker Desktop PatrolをインストールしたフォルダをOS標準機能で暗号化を 

  行うとIT BudgetMGR(INV)サービスは動作しません。 

 

8.1.2 Desktop Patrol CSに関する注意事項 

  (1) 下位サーバが上位サーバとの通信にプロキシサーバを利用している場合、プロキシ 

    サーバの種類によって下記に示す注意事項があります。 

    - Microsoft Proxy Server 

      ・バージョン2.0.389(BackOfficeに入っているもの)以降を使用してください。 

        それ以前のバージョンを使用した場合には転送に失敗することがあります。 

      ・SSLでの暗号化通信は行えません。 

 

8.1.3 Desktop Patrol CTのCT情報変更ツールに関する注意事項 

    CT情報変更ツールは、Desktop Patrol CTに設定されたユーザーID、PC名、接続 

  サーバ、ユーザー情報を変更するためのツールです。 

    CSのホスト名変更時にCTの接続先サーバ名が変更となる場合は、本ツールを使用して 



  複数台のCTの接続先サーバ名を変更できます。CSのホスト名変更前に本ツールを使用し 

  て、新しいホスト名をCTに設定してください。 

    使用方法および注意事項については、本製品DVD-ROMの以下のフォルダに格納されて 

  いるreadme.pdfを参照してください。 

 

    \ ルートディレクトリ 

    └─utilities 

        └─tool 

            └─ctchange               CT情報変更ツール格納ディレクトリ 

 

8.2 エラー発生時の注意事項 

  (1) 対処方法 

      エラーメッセージの内容と対処方法については、「Systemwalker Desktop Patrol 

    リファレンスマニュアル」の“第3章 メッセージ一覧”を参照してください。 

 

  (2) ログ採取ツールについて 

      エラー原因を調査するため、エラーログやトレースログの採取が必要な場合があり 

    ます。ログ採取ツールによる情報の採取方法については、「Systemwalker Desktop 

    Patrol リファレンスマニュアル」の“第5章 調査用の情報を採取する”を参照して 

    ください。 

 

 

8.3 ソフトウェア辞書に関する注意事項 

 

8.3.1 自動パッチ適用の運用環境について 

    セキュリティパッチの自動適用において、再起動が必要な場合があります。 

  「電源が入っている場合に定期的に適用する」や「ログオンしている場合に定期的に適 

  用する」の設定を行った場合、電源投入時およびシステム再起動時に、起動処理が停止 

  しないように留意していただく必要があります。 

  (1) 電源投入時・システム再起動時 

    ・パソコン本体のBIOSパスワード設定が行われている場合、パスワード入力待ちにな 

      ります。 

    ・CD-ROMやDVD-媒体が装着されたままになっていると、システムの起動に失敗するこ 

      とがあります。パソコン本体のBIOS設定画面で、ハードディスクから起動する設定 

      にしていただくよう推奨します。 

  (2) 省電力モードの設定について 

      「電源が入っている場合に定期的に適用する」や「ログオンしている場合に定期的 

    に適用する」の設定を行った場合、省電力モードの設定の中で、システムを停止する 

    ような設定の場合に自動適用できないことがあります。 

 

8.3.2 サーバシステムにおける自動パッチ適用 

    セキュリティパッチをサーバに自動適用し、再起動が必要になった場合には、業務の 

  サービスが停止するおそれがあります。 

    自動適用のスケジュールや適用方法については、事前に評価・検証を行っていただい 

  たうえで、問題回避をしていただくようお願いします。 

 

8.3.3 自動適用できないパッチについて 

    マイクロソフト株式会社から公開されているセキュリティパッチの中で、自動適用で 

  きないものがあります。自動適用できないパターンは以下の通りです。 

    - パッチ適用の際、または、パッチ適用後のシステム再起動時に、同意を求めるキー 

      入力操作や、処理完了後の確認キー操作が必要なパッチ 

    - Desktop Patrol CSにダウンロードできないWindows Updateでのみ提供されるパッ 

    チ 



        ※ 上記パッチには、Windows Updateカタログからお客様自身でパッチダウンロ 

         ード後にメインメニューでパッチの登録操作を行うことで自動適用できるもの 

         があります。 

    - マイクロソフト株式会社とサポートサービス契約した場合にのみ入手可能なパッチ 

    - パッチ適用中にインターネットに直接接続するパッチ 

    - パッチ適用の際に、CD-ROMを要求するパッチ(例:Office製品のサービスパック、 

      および、セキュリティパッチ) 

        ※ CD-ROMを要求された場合、媒体を準備し応答することで、手動適用を行って 

          ください。 

    - パッチ適用時にサーバ機能を停止する必要のあるパッチ(例：SQL serverのパッチ) 

 

    上記のパターンに該当するパッチは、セキュリティ監査の機能で未適用の検出はでき 

  ますが、自動パッチ適用対象外となります。 

 

    また、最新の情報については、Systemwalkerサポートセンターのホームページにおい 

  て、随時広報いたします。Systemwalkerサポートセンターのご利用に関しましては、 

  ご利用頂く企業または団体名での登録が必要となります。 

     

    Systemwalkerサポートセンターのホームページ： 

      https://systemwalkercenter.jp.fujitsu.com/ 

 

8.3.4 セキュリティパッチを自動で適用する場合の注意事項について 

    セキュリティパッチを自動で適用する場合、Windows Updateの動作を設定する 

  『Windowsの自動更新の設定』の[コンピュータを常に最新の状態に保つ]チェックボッ 

  クスをチェックしないでください。 

 

8.3.5 一般社団法人 ソフトウェア資産管理評価認定協会（SAMAC）のソフトウェア辞書 

      の利用について 

    SAMACのソフトウェア辞書を移入するためには、お客様にて辞書の購入が必要です。 

 

8.4 Live Help Clientの配信について 

 

8.4.1 自動配信指定 

    Live Help Clientを自動配信する場合は、Desktop Patrol CS/DSをインストールした 

  後で、Web GUIよりLive Help Clientインストールファイルを配信コンテンツとして登 

  録してください。 

    登録する場合にはインストールファイルの格納されているフォルダ配下をzip形式で 

  圧縮し、「圧縮した複数ファイル／フォルダ」としてアップロードしてください。 

  アップロード後必ず「ファイルを実行する」の配信後実行ファイルにLive Help 

  Client インストールファイル名(Setup.bat)を指定し、「CTでのダウンロード方法」 

  で自動をチェックしてください。 

  「LiveHelp_Client_Install」フォルダを含めないよう注意してください。 

 

8.4.2 Live Help Clientインストールフォルダ 

    インストールフォルダは本製品のDVD-ROMに格納されています。 

       g:\setup\livehelp\LiveHelp_Client_Install 

       ※ g:はDVD-ROMドライブ名 

 

8.4.3 Live Help Client の自動インストールについて 

    自動配信用Live Help Clientは、配信後に自動インストールされるようになっていま 

  す。 

    インストール後、システムの再起動を行うとLive Help Client起動用ショートカット 

  アイコンがデスクトップに作成されますので、運用上の必要に応じて起動してくださ 



  い。 

 

8.5 Live Helpに関する注意事項 

 

8.5.1 複数の製品で Live Help をご利用になる場合の注意事項 

    一台のコンピュータで、複数の Live Help 製品を動作させることはできません。 

    Systemwalker Live Help は、単体製品として販売していますが、  

  Systemwalker Desktop Patrol に添付している他、Systemwalker Centric Managerにも 

  組込んでいます。  

    このため、本製品のリモート操作(Live Help)を既に導入している環境に、 

  Systemwalker Centric Manager の Live Help を導入する場合は、先に本製品のリモー 

  ト操作(Live Help)をアンインストールする必要があります。 

    また、本製品のリモート操作(Live Help)を既に導入している環境に、単体製品の 

  Live Help を導入する場合は、単体製品の Live Help のインストールの際に、本製品 

  のリモート操作(Live Help)のインストール先フォルダを指定して、上書きインストー 

  ルしてください。 

 

8.5.2 Live Help のインストール先に関する注意事項 

    手動またはカスタマイズウィザード機能を使用して、Live Helpのインストール先の 

  指定を行う場合、Systemwalker Desktop Patrol CSがインストールされているフォル 

  ダおよびその配下を指定しないでください。 

 

8.5.3 Live Help のアンインストールに関する注意事項 

    Live Help のアンインストールは、必ず以下の手順で行ってください。 

    (1) Live Help Expert、またはLive Help Clientが起動している場合は、終了させて 

      ください。 

    (2) [コントロールパネル]-[アプリケーションの追加と削除]または、 

      [プログラムと機能]から、以下を選択して削除してください。 

 

        [Expertの場合] 

           「Live Help Expert」を選択して削除してください。 

 

        [Clientの場合] 

           「Systemwalker Desktop Patrol Live Help Client」もしくは、 

           「Live Help Client」を選択して削除してください。 

 

8.5.4 Windows 10、Windows 11、Windows Server 2016、Windows Server 2019および  

    Windows Server 2022で Live Help をご利用になる場合の留意事項 

    Windows 10環境、Windows 11環境、Windows Server 2016環境、Windows Server 

     2019環境およびWindows Server 2022環境でLive Help を動作させる際に留意事項が 

     あります。 

    - メッセージ転送で入力できる文字がASCII文字のみとなります。 

 

8.6 複合機/プリンタ連携に関する注意事項 

    Systemwalker Desktop Patrol と連携できるソフトウェアおよび複合機/プリンタに 

  関するお問い合わせ先は以下のとおりです。 

        ・富士通株式会社 

          必須ソフトウェア 

             [XLシリーズ] 

                Printianavi ECO Manager 

                Printia XL プリンタドライバ V25.00以降 

             [PS5000シリーズ/VSPシリーズ] 

                PrintWalker/EM 



                PrintWalker/PM 

                PS5600C/PS5230Cドライバ 

                VSP4730Bドライバ 

                VSP4530Bドライバ 

          対象プリンタ等、詳細につきましては必須ソフトウェアのマニュアルまたは 

          ホームページで確認してください。 

        ・富士ゼロックス株式会社 

          必須ソフトウェア 

             ApeosWare Management Suiteベースの複合機管理ソフトウェア 

          お問い合わせ先 

            ソリューション・サービス営業本部  ビジネスパートナー営業部 

            電話：03-5352-7674（土・日・祝日を除く、9:00～12:00、13:00～17:00） 

            専用メーリングリスト：Systemwalker-fxpt@fujixerox.co.jp 

 

8.7 FJQSS(資料採取ツール)に関する注意事項 

    Windows 10、Windows 11、Windows Server 2016、Windows Server 2019または 

    Windows Server 2022において、ビルドインAdministratorアカウントでログインし、 

    アプリメニューから FJQSSユーザーズガイド(HTML)を表示しようとすると、以下の 

    メッセージを出力し、表示できない場合があります。 

 

  「このアプリを開けません。 

    ビルトインAdministratorアカウントを使って、Internet Explorerを 

    開けません。別のアカウントでサインインしてやり直してください。」 

 

    この場合は、以下のいずれかで回避可能です。 

  -メッセージの通り、ビルトインAdministrator以外のアカウントで再ログイン後、 

   FJQSSユーザーズガイドを表示する。 

  -ビルトインAdministratorのInternet Explorer設定を変更する。インターネットオプ 

   ションの設定が「常にInternet Explorerで開く」となっているので、これを次のいず 

   れかに変更する。 

   ・Internet Explorerで自動的に判定する 

   ・常にデスクトップ用Internet Explorerで開く 

 

8.8 メインメニューやダウンロードメニューに関する注意事項 

  (1) ファイルのダウンロードについて 

      メインメニューやダウンロードメニューからCTパッケージやDSパッケージなどのフ 

    ァイルをダウンロードすると、ウイルス対策ソフトウェアにリスクのあるファイルと 

    して検出され、ファイルが隔離されることがあります。 

      ファイルが隔離された場合は、ウイルス対策ソフトウェアを使用してファイルを復 

    元してください。 

 

     例)Symantec Endpoint Protectionの場合 

        「WS.Reputation.1」として検出されることがあります。 

 

  (2) Microsoft Edgeの利用について 

      Windows 10 Version 1511 のMicrosoft Edgeでは使用できません。 

    Windows 10 Anniversary Update以降にアップデートしてから使用してください。 

 

8.9 関連ソフトウェアに関する注意事項 

    Microsoft社のサービスである「Azure Active Directory」は「Microsoft Entra ID｣ 

  に変更となりました。製品中の「Azure Active Directory」、「Azure AD」という名 

  称は「Microsoft Entra ID」に読み替えてください。 

 



9 インストール／アンインストール手順 

 

9.1 インストール方法  

  利用者仮想サーバー内管理コマンドでインストールを実施します。  

  コマンドの利用手順は[Pay-as-you-go Software ユーザーズガイド]を参照して 

  ください。 

 

  以下のインストールタイプが選択可能です。  

  「DTP-WIN-DEFAULT」：デフォルトインストール 

 

9.2 アンインストール方法  

  手動でソフトウェアのアンインストールを実施した後に、 

  利用者仮想サーバー内管理コマンドでアンインストールを実施します。 

  手動でのアンインストール手順は、「Systemwalker Desktop Patrol 

    導入ガイド」の“第5章  アンインストール”を参照してください。  

  コマンドの利用手順は[Pay-as-you-go Software ユーザーズガイド]を参照して 

  ください。 

 

  注意事項: 

  (1) Desktop Patrol CSのアンインストール時に、以下のフォルダ配下が削除されずに 

    残る場合があります。 

      ・「運用環境保守ウィザード」で指定したデータベース格納先フォルダ 

         例:C:\DESKTOPPATROL_DBSP 

      上記のフォルダが残っていた場合は、手動で削除してください。削除できない場合 

    は、しばらく待ってから再度削除してください。 

 

 

付録 

 

付録には、本製品に含まれるオープンソースソフトウェア(以降、「オープンソフト」と 

表記します)の情報を記載します。オープンソフトのライセンスにてソースコードの提供 

が規定されているものについては、要請に応じてソースコードの提供を行います。 

ソースコードを必要とする方は弊社営業までご連絡ください。 

 

付録A apache2.0のライセンス文 

 

  本製品では、Apache Software Foundationによって開発された以下のソフトウェアを 

使用しています。なお、log4cplusおよびJava Native Access (JNA)の使用に関して、 

"Apache License, Version 2.0"ライセンスを選択しています。 

 

    This product includes software developed by the 

    Apache Software Foundation (http://www.apache.org/). 

   - ant1.6.5 

   - lucene1.4.3 

   - jakarta 

   - jetty 9.4.51 v20230217 

   - log4cplus 1.1.2 

   - Java Native Access 5.13.0 

   - Xerces-C++ 3.1.1 

  ・ソフトウェア Apache Axis のソースコードを改変したものを含んでいます。 

  ・Commonsプロジェクトのソフトウェア、および以下のソースコードを改変したものを 

  含んでいます。 

     - commons-io 



     - commons-lang 

     - commons-codec 

  ・Enterprise Web Serviceプロジェクトのソフトウェアのソースコードを改変したもの 

  を含んでいます。 

  ・ソフトウェア Shaj のソースコードを改変したものを含んでいます。 

 

  以下にライセンス文を示します。 

 

  ----------------------------------------------------------------------------- 

                                 Apache License 

                           Version 2.0, January 2004 

                        http://www.apache.org/licenses/ 

 

   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION 

 

   1. Definitions. 

 

      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, 

      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document. 

 

      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by 

      the copyright owner that is granting the License. 

 

      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all 

      other entities that control, are controlled by, or are under common 

      control with that entity. For the purposes of this definition, 

      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the 

      direction or management of such entity, whether by contract or 

      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 

      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity. 

 

      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity 

      exercising permissions granted by this License. 

 

      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications, 

      including but not limited to software source code, documentation 

      source, and configuration files. 

 

      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical 

      transformation or translation of a Source form, including but 

      not limited to compiled object code, generated documentation, 

      and conversions to other media types. 

 

      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or 

      Object form, made available under the License, as indicated by a 

      copyright notice that is included in or attached to the work 

      (an example is provided in the Appendix below). 

 

      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object 

      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the 

      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications 

      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes 

      of this License, Derivative Works shall not include works that remain 



      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, 

      the Work and Derivative Works thereof. 

 

      "Contribution" shall mean any work of authorship, including 

      the original version of the Work and any modifications or additions 

      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally 

      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner 

      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of 

      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted" 

      means any form of electronic, verbal, or written communication sent 

      to the Licensor or its representatives, including but not limited to 

      communication on electronic mailing lists, source code control systems, 

      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the 

      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but 

      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise 

      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution." 

 

      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity 

      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and 

      subsequently incorporated within the Work. 

 

   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, 

      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the 

      Work and such Derivative Works in Source or Object form. 

 

   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      (except as stated in this section) patent license to make, have made, 

      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, 

      where such license applies only to those patent claims licensable 

      by such Contributor that are necessarily infringed by their 

      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) 

      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You 

      institute patent litigation against any entity (including a 

      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work 

      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct 

      or contributory patent infringement, then any patent licenses 

      granted to You under this License for that Work shall terminate 

      as of the date such litigation is filed. 

 

   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the 

      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without 

      modifications, and in Source or Object form, provided that You 

      meet the following conditions: 

 

      (a) You must give any other recipients of the Work or 

          Derivative Works a copy of this License; and 

 

      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices 



          stating that You changed the files; and 

 

      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works 

          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and 

          attribution notices from the Source form of the Work, 

          excluding those notices that do not pertain to any part of 

          the Derivative Works; and 

 

      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its 

          distribution, then any Derivative Works that You distribute must 

          include a readable copy of the attribution notices contained 

          within such NOTICE file, excluding those notices that do not 

          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one 

          of the following places: within a NOTICE text file distributed 

          as part of the Derivative Works; within the Source form or 

          documentation, if provided along with the Derivative Works; or, 

          within a display generated by the Derivative Works, if and 

          wherever such third-party notices normally appear. The contents 

          of the NOTICE file are for informational purposes only and 

          do not modify the License. You may add Your own attribution 

          notices within Derivative Works that You distribute, alongside 

          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided 

          that such additional attribution notices cannot be construed 

          as modifying the License. 

 

      You may add Your own copyright statement to Your modifications and 

      may provide additional or different license terms and conditions 

      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or 

      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, 

      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with 

      the conditions stated in this License. 

 

   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, 

      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work 

      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of 

      this License, without any additional terms or conditions. 

      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify 

      the terms of any separate license agreement you may have executed 

      with Licensor regarding such Contributions. 

 

   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade 

      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, 

      except as required for reasonable and customary use in describing the 

      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file. 

 

   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or 

      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each 

      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, 

      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or 

      implied, including, without limitation, any warranties or conditions 

      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A 

      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the 

      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any 



      risks associated with Your exercise of permissions under this License. 

 

   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, 

      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, 

      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly 

      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be 

      liable to You for damages, including any direct, indirect, special, 

      incidental, or consequential damages of any character arising as a 

      result of this License or out of the use or inability to use the 

      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, 

      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all 

      other commercial damages or losses), even if such Contributor 

      has been advised of the possibility of such damages. 

 

   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing 

      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, 

      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, 

      or other liability obligations and/or rights consistent with this 

      License. However, in accepting such obligations, You may act only 

      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf 

      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, 

      defend, and hold each Contributor harmless for any liability 

      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason 

      of your accepting any such warranty or additional liability. 

 

   END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

   APPENDIX: How to apply the Apache License to your work. 

 

      To apply the Apache License to your work, attach the following 

      boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]" 

      replaced with your own identifying information. (Don't include 

      the brackets!)  The text should be enclosed in the appropriate 

      comment syntax for the file format. We also recommend that a 

      file or class name and description of purpose be included on the 

      same "printed page" as the copyright notice for easier 

      identification within third-party archives. 

 

   Copyright [yyyy] [name of copyright owner] 

 

   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); 

   you may not use this file except in compliance with the License. 

   You may obtain a copy of the License at 

 

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0 

 

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software 

   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, 

   WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. 

   See the License for the specific language governing permissions and 

   limitations under the License. 

 

 



付録B apache1.1のライセンス文 

 

  本製品では、Apache Software Foundationによって開発された以下のソフトウ 

ェアを使用しています。 

    This product includes software developed by the 

    Apache Software Foundation (http://www.apache.org/). 

   - tomcat 

   - Apache Axis 

 

  以下にライセンス文を示します。 

 

/* ==================================================================== 

 * The Apache Software License, Version 1.1 

 * 

 * Copyright (c) 2000 The Apache Software Foundation.  All rights 

 * reserved. 

 * 

 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

 * modification, are permitted provided that the following conditions 

 * are met: 

 * 

 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

 * 

 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

 *    the documentation and/or other materials provided with the 

 *    distribution. 

 * 

 * 3. The end-user documentation included with the redistribution, 

 *    if any, must include the following acknowledgment: 

 *       "This product includes software developed by the 

 *        Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)." 

 *    Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, 

 *    if and wherever such third-party acknowledgments normally appear. 

 * 

 * 4. The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must 

 *    not be used to endorse or promote products derived from this 

 *    software without prior written permission. For written 

 *    permission, please contact apache@apache.org. 

 * 

 * 5. Products derived from this software may not be called "Apache", 

 *    nor may "Apache" appear in their name, without prior written 

 *    permission of the Apache Software Foundation. 

 * 

 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 

 * WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 

 * OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

 * DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR 

 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

 * LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 

 * USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 



 * ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

 * OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 

 * OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

 * SUCH DAMAGE. 

 * ==================================================================== 

 * 

 * This software consists of voluntary contributions made by many 

 * individuals on behalf of the Apache Software Foundation.  For more 

 * information on the Apache Software Foundation, please see 

 * <http://www.apache.org/>. 

 * 

 * Portions of this software are based upon public domain software 

 * originally written at the National Center for Supercomputing Applications, 

 * University of Illinois, Urbana-Champaign. 

 */ 

 

 

付録C W3Cのライセンス文 

 

  本製品では、World Wide Web Consortiumによって開発された以下のソフトウ 

ェアを使用しています。 

    This product includes software developed by the World Wide Web Consortium. 

   - DOM 

 

  以下にライセンス文を示します。 

 

This license came from: 

http://www.w3.org/Consortium/Legal/copyright-software-19980720 

 

W3CR SOFTWARE NOTICE AND LICENSE 

Copyright c 1994-2001 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of  

Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique,  

Keio University). All Rights Reserved. 

http://www.w3.org/Consortium/Legal/ 

 

This W3C work (including software, documents, or other related 

items) is being provided by the copyright holders under the 

following license. By obtaining, using and/or copying this work, 

you (the licensee) agree that you have read, understood, and will 

comply with the following terms and conditions: 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software 

and its documentation, with or without modification, for any 

purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that 

you include the following on ALL copies of the software and 

documentation or portions thereof, including modifications, that 

you make: 

 

The full text of this NOTICE in a location viewable to users of 

the redistributed or derivative work. 

 

Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or 

terms and conditions. If none exist, a short notice of the 

following form (hypertext is preferred, text is permitted) should 



be used within the body of any redistributed or derivative code: 

"Copyright c [$date-of-software] World Wide Web Consortium, (Massachusetts  

Institute of Technology, Institut National de 

Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University).  

All Rights Reserved. 

http://www.w3.org/Consortium/Legal/" 

 

Notice of any changes or modifications to the W3C files, 

including the date changes were made. (We recommend you provide  

URIs to the location from which the code is derived.) 

 

THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND 

COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR 

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF 

MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE 

USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD 

PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS. 

COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 

SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE 

SOFTWARE OR DOCUMENTATION. 

 

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in 

advertising or publicity pertaining to the software without 

specific, written prior permission. Title to copyright in this 

software and any associated documentation will at all times remain 

with copyright holders. 

 

____________________________________ 

This formulation of W3C's notice and license became active on 

August 14 1998 so as to improve compatibility with GPL. This 

version ensures that W3C software licensing terms are no more 

restrictive than GPL and consequently W3C software may be 

distributed in GPL packages. See the older formulation for the 

policy prior to this date. Please see our Copyright FAQ for common  

questions about using materials from 

our site, including specific terms and conditions for packages like 

libwww, Amaya, and Jigsaw.  

Other questions about this notice can be 

directed to site-policy@w3.org. 

 

 

付録D SAXのライセンス文 

 

  本製品では、SAX project (http://www.saxproject.org)によって開発された以下の 

ソフトウェアを使用しています。 

  This product includes software developed by the SAX project  

(http://www.saxproject.org). 

   - SAX 

 

  以下にライセンス文を示します。 

 

------------------------------------------------------------------------------ 

This license came from: http://www.megginson.com/SAX/copying.html 



  However please note future versions of SAX may be covered  

  under http://saxproject.org/?selected=pd 

 

 

This page is now out of date -- see the new SAX site at  

http://www.saxproject.org/ for more up-to-date 

releases and other information. Please change your bookmarks. 

 

 

SAX2 is Free! 

 

I hereby abandon any property rights to SAX 2.0 (the Simple API for 

XML), and release all of the SAX 2.0 source code, compiled code, and 

documentation contained in this distribution into the Public Domain. 

SAX comes with NO WARRANTY or guarantee of fitness for any 

purpose. 

 

David Megginson, david@megginson.com 

2000-05-05 

 

 

付録E MX4Jのライセンス文 

 

  本製品では、MX4J project (http://mx4j.sourceforge.net)によって開発された以下 

のソフトウェアを使用しています。 

  This product includes software developed by the MX4J project  

(http://mx4j.sourceforge.net). 

  - MX4J 

 

  以下にライセンス文を示します。 

 

/* ==================================================================== 

 * The MX4J License, Version 1.0 

 * 

 * Copyright (c) 2001 MX4J.  All rights reserved. 

 * 

 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

 * modification, are permitted provided that the following conditions 

 * are met: 

 * 

 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

 * 

 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

 *    the documentation and/or other materials provided with the 

 *    distribution. 

 * 

 * 3. The end-user documentation included with the redistribution, 

 *    if any, must include the following acknowledgment: 

 *       "This product includes software developed by the 

 *        MX4J project (http://mx4j.sourceforge.net)." 

 *    Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, 



 *    if and wherever such third-party acknowledgments normally appear. 

 * 

 * 4. The names "MX4J" and "mx4j" must not be used to endorse or promote 

 *    products derived from this software without prior written 

 *    permission. For written permission, please contact  

biorn_steedom@users.sourceforge.net 

 * 

 * 5. Products derived from this software may not be called "MX4J", 

 *    nor may "MX4J" appear in their name, without prior written 

 *    permission of Simone Bordet. 

 * 

 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 

 * WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 

 * OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

 * DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL CARLOS QUIROZ OR 

 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

 * LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 

 * USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

 * ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

 * OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 

 * OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

 * SUCH DAMAGE. 

 * ==================================================================== 

 * 

 * This software consists of voluntary contributions made by many 

 * individuals on behalf of MX4J.  For more information on 

 * MX4J, please see 

 * <http://mx4j.sourceforge.net>. 

 

 

 

付録F GlassFishプロジェクトの免責文について 

 

  本製品は、The GlassFish communityに属するGlassFishプロジェクト及びそのサブ 

プロジェクトによって開発された以下のソフトウェアを含んでいます。 

 

  JAXR RI 

  JAXB RI 

  FastInfoset 

  sjsxp 

  JavaMail 

  JavaBeans Activation Framework 

 

  本製品に含まれるソフトウェアのうち、以下はCOMMON DEVELOPMENT AND DISTRIBUTION 

LICENSE (CDDL)の適用対象のソフトウェアです。 

 

  JAXR RI 

  JAXB RI 

  JavaMail 

  JavaBeans Activation Framework 

 

  CDDLの対象のソフトウェアについては、要請に応じてソースコードの提供を行います。 



ソースコードを必要とする方は弊社営業までご連絡ください。 

 

  各プロジェクトのライセンス文は、以下に格納しています。 

  %ProgramFiles%\Fujitsu\common\DTP\fjje6\glassfish\legal 

    3RD-PARTY-LICENSE.txt 

    LICENSE.txt 

  %ProgramFiles%\Fujitsu\common\DTP\pcmi\legal  

    LICENSE.args4j 

    LICENSE.gson 

 

 

付録G Microsoft Visual Studio 2005 再頒布可能コードについて 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2005 再頒布可能コードが含まれてい 

  ます。お客様は、本ソフトウェアに含まれるMicrosoft Visual Studio 2005 再頒布可 

  能コードを再頒布することはできません。 

  なお、Microsoft Visual Studio 2005 再頒布パッケージは、Systemwalker Desktop  

  Patrolをアンインストールしてもシステムに残ります。 

 

 

付録H Microsoft Visual Studio 2005 再頒布可能ファイルのソフトウェアライセンス条 

      項について 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2005再頒布可能ファイルの中の 

  MICROSOFT VISUAL C++ 2005 RUNTIME LIBRARIESが含まれています。MICROSOFT VISUAL 

  C++ 2005 RUNTIME LIBRARIESの使用については、以下の使用許諾契約の条項が適用され 

  ます。 

 

  マイクロソフト ソフトウェアライセンス条項 

  MICROSOFT VISUAL C++ 2005 RUNTIME LIBRARIES 

 

  本ソフトウェア ライセンス条項 (以下「本ライセンス条項」といいます) の条項は、 

  お客様とMicrosoft Corporation (またはお客様の居住地によってはその関連会社)との 

  契約を構成します。以下の条項を注意してお読みください。 

  本ライセンス条項は、上記のソフトウェアおよびソフトウェアが記録された媒体 (以下 

  総称して「本ソフトウェア」といいます) に適用されます。また、本ライセンス条項は 

  、マイクロソフトの 

 

   * 更新プログラム 

   * 追加物 

   * インターネットベースのサービス 

   * サポート サービス 

 

  にも適用されるものとします。 

 

  但し、これらのアイテムに別途固有のライセンス条項がある場合には、当該ライセンス 

  条項が優先して適用されるものとします。 

 

  本ソフトウェアを使用することにより、お客様は本ライセンス条項に同意されたものと 

  します。本ライセンス条項に同意されない場合、本ソフトウェアを使用することはでき 

  ません。 

 

  お客様が本ライセンス条項に同意される場合、お客様には以下が許諾されます。 



 

  1. インストールおよび使用に関する権利。お客様は以下のことが許諾されます。ソフ 

  トウェアの任意の数のコピーをデバイスにインストールして使用することができます。 

 

  2. 使用許諾の適用範囲。本ソフトウェアは許諾されるものであり、販売されるもので 

  はありません。本ライセンス条項は、お客様に本ソフトウェアを使用する限定的な権利 

  を付与します。マイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。 

  適用される法令により本ライセンス条項を超える権利が付与される場合を除き、お客様 

  は本ライセンス条項で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェアを使用することが 

  できます。お客様は、本ソフトウェアに組み込まれた使用方法を制限する技術的制限に 

  従うものとします。次の行為は一切禁止されています。 

 

   * 本ソフトウェアのベンチマーク テスト結果の開示を第三者に対して、マイクロソフ 

     トからの書面による承諾を事前に得ることなく行うこと 

   * 本ソフトウェアの技術的な制限を回避する方法で利用すること 

   * 本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブル 

     すること 

   * 本ライセンス条項で規定された以上の数の本ソフトウェアのコピーを作成すること 

   * 第三者がコピーできるように本ソフトウェアを公開すること 

   * 本ソフトウェアをレンタル、リース、または貸与すること 

   * 本ソフトウェアまたは本ライセンス条項を第三者に譲渡すること  

   * 本ソフトウェアを商用ホスティング サービスで使用すること 

 

  3. バックアップ コピー。お客様は、本ソフトウェアのバックアップ コピーを1 つ作 

     成することができます。お客様は、本ソフトウェアを再インストールするためにの 

     みコピーを使用することができます。 

 

  4. ドキュメント。お客様の内部ネットワークを正規にアクセスできる方は、内部的な 

     参照目的に限り、ドキュメントをコピーして使用することができます。 

 

  5. 輸出規制。本ソフトウェアはアメリカ合衆国および日本国の輸出に関する規制の対 

     象となります。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際 

     法 (輸出対象国、エンドユーザーおよびエンドユーザーによる使用に関する制限を 

     含みます) を遵守することに同意されたものとします。詳細については   

     www.microsoft.com/japan/exporting をご参照ください。 

 

  6. サポート サービス。本ソフトウェアは何ら保証もない現状有姿のまま瑕疵を問わな 

     い条件で提供されるため、サポート サービスはいたしかねます。 

 

  7. 完全な合意。本ライセンス条項、その補足条項、および追加物、更新プログラム、 

     インターネットベース サービス、ならびにサポート サービスに関する条件は、本 

     ソフトウェアおよびサポート サービスについてのお客様とマイクロソフトとの間 

     の完全なる合意です。 

 

  8. 準拠法。 

 

  a. 日本 お客様が本ソフトウェアを日本国内で入手された場合、本ライセンス条項は日 

     本法に準拠するものとします。 

 

  b. 米国 お客様が本ソフトウェアをアメリカ合衆国内で入手された場合、抵触法に関わ 

     らず、本ライセンス条項の解釈および契約違反への主張は、アメリカ合衆国ワシン 

     トン州法に準拠するものとします。消費者保護法、公正取引法、および違法行為を 

     含みますがこれに限定されない他の主張については、お客様が所在する地域の法律 



     に準拠します。 

 

  c. 日本及び米国以外 お客様が本ソフトウェアを日本国及びアメリカ合衆国以外の国で 

     入手された場合、本ライセンス条項は適用される地域法に準拠するものとします。 

 

  9. 法的効力。本ライセンス条項は、法的な権利を定めたものです。お客様は、国によ 

     っては、本ライセンス条項の定めにかかわらず、本ライセンス条項と異なる権利を 

     有する場合があります。また、お客様が本ソフトウェアを取得された第三者に関す 

     る権利を取得できる場合もあります。本ライセンス条項は、お客様の国の法律によ 

     って規定されているお客様の権利を変更しないものとします。これは、お客様の国 

     の法律でそのように規定されている場合に適用されます。 

 

  10. 免責。本ソフトウェアは "現状のまま" ライセンス供与されます。お客様は、その 

      使用に関するリスクを負うものとします。他の明示的な保証は規定しません。本ラ 

      イセンス条項が変更できないお客様の地域の法令による追加の消費者の権利が存在 

      する場合があります。法律上許容される最大限において、黙示の保証 (商品性、特 

      定目的に対する適合性、非侵害性を含みますがこれらに限定されません) について 

      は一切責任を負いません。 

 

  11. 救済手段および責任の制限および除外。救済手段および責任の制限および除外マイ 

      クロソフトおよびその供給者の責任は、700 円を上限とする直接損害に限定されま 

      す。その他の損害 (派生的損害、逸失利益、特別損害、間接損害、または付随的損 

      害を含みますがこれらに限定されません) に関しては、一切責任を負いません。 

 

  この制限は、以下に適用されるものとします。 

 

   * 本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上のコンテンツ (コ 

     ードを含みます) または第三者のプログラムに関連した事項 

   * 契約違反、保証違反、無過失責任、または不法行為 (適用法で許可されている範囲 

     において) 

 

  マイクロソフトがこのような損害の可能性について知らされていた場合も、この制限は 

  適用されます。上記の制限または除外は、一部の国では付随的、派生的、およびその他 

  の損害の免責、または責任の制限を認めないため、適用されない場合があります。 

 

 

付録I Microsoft Visual Studio 2008 再頒布可能コードについて 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2008 再頒布可能コードが含まれてい 

  ます。お客様は、本ソフトウェアに含まれるMicrosoft Visual Studio 2008 再頒布可 

  能コードを再頒布することはできません。 

  なお、Microsoft Visual Studio 2008 再頒布パッケージは、Systemwalker Desktop P 

  atrolをアンインストールしてもシステムに残ります。 

 

 

付録J Microsoft Visual Studio 2008 再頒布可能ファイルのソフトウェアライセンス条 

      項について 

 

  マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 

  MICROSOFT VISUAL C++ 2008 RUNTIME LIBRARIES (X86, IA64 AND X64), SERVICE PACK 

  1 

 

  本マイクロソフト ライセンス条項 (以下「本ライセンス条項」といいます)は、お客 



  様とMicrosoft Corporation（以下「マイクロソフト」といいます）との契約を構成 

  します。以下の条項を注意してお読みください。本ライセンス条項は、上記のソフト 

  ウェアおよびソフトウェアが記録された媒体 (以下総称して「本ソフトウェア」とい 

  います) に適用されます。また、本ライセンス条項は、以下の本ソフトウェアに関連 

  するマイクロソフト製品に、別途固有のライセンス条項が付属していない場合には、 

  これらの製品にも適用されるものとします。 

 

    * 更新プログラム 

    * 追加物 

    * インターネットベースのサービス 

    * サポート サービス 

 

  なお、これらの製品に別途固有のライセンス条項が付属している場合には、当該ライ 

  センス条項が適用されるものとします。 

  本ソフトウェアを使用することにより、お客様は本ライセンス条項に同意されたもの 

  とします。本ライセンス条項に同意されない場合、本ソフトウェアを使用することは 

  できません。 

  お客様が本ライセンス条項を遵守することを条件として、お客様には以下が許諾され 

  ます。 

  

  1. インストールおよび使用に関する権利。お客様はソフトウェアの任意の数の複製を 

     、お客様のデバイスにインストールして使用することができます。 

 

  2. ライセンスの適用範囲。本ソフトウェアは許諾されるものであり、販売されるもの 

     ではありません。本ライセンス条項は、お客様に本ソフトウェアを使用する限定的 

     な権利を付与します。マイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。適用さ 

     れる法令により本ライセンス条項を超える権利が付与される場合を除き、お客様は 

     本ライセンス条項で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェアを使用すること 

     ができます。お客様は、本ソフトウェアに組み込まれた使用方法を制限する技術的 

     制限に従うものとします。以下の行為は一切禁止されています。 

 

     * 本ソフトウェアのベンチマーク テスト結果の開示を第三者に対して、マイクロソ 

       フトからの書面による承諾を事前に得ることなく行うこと 

     * 本ソフトウェアの技術的な制限を回避する方法で利用すること 

     * 本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブ 

       ルすること 

     * 本ライセンス条項で規定された以上の数の本ソフトウェアの複製を作成すること 

     * 第三者が複製できるように本ソフトウェアを公開すること 

     * 本ソフトウェアをレンタル、リース、または貸与すること 

     * 本ソフトウェアまたは本ライセンス条項を第三者に譲渡すること  

     * 本ソフトウェアを商用ホスティング サービスで使用すること 

 

  3. バックアップ用複製。お客様は、本ソフトウェアのバックアップ用複製を 1 部作 

     成することができます。お客様は、本ソフトウェアを再インストールするために 

     のみその複製を使用することができます。 

 

  4. ドキュメント。お客様の内部ネットワークを正規にアクセスできる方は、内部的な 

     参照目的に限り、ドキュメントを複製して使用することができます。 

 

  5. 輸出規制。本ソフトウェアはアメリカ合衆国および日本国の輸出に関する規制の対 

     象となります。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際 

     法 (輸出対象国、エンドユーザーおよびエンドユーザーによる使用に関する制限を 

     含みます) を遵守することに同意されたものとします。詳細については 



     www.microsoft.com/japan/exporting をご参照ください。 

 

  6. サポート サービス。本ソフトウェアは何ら保証のない現状有姿のまま瑕疵を問わな 

     い条件で提供されるため、サポート サービスは提供いたしません。 

 

  7. 完全な合意。本ライセンス条項、ならびに追加物、更新プログラム、インターネッ 

     トベース サービス、およびサポート サービスに関する使用条件は、本ソフトウェ 

     アおよびサポート サービスについてのお客様とマイクロソフトとの間の完全なる合 

     意です。 

 

  8. 準拠法。 

    a. 日本。お客様が本ソフトウェアを日本国内で入手された場合、本ライセンス条項 

       は日本法に準拠するものとします。 

 

    b. 米国。お客様が本ソフトウェアをアメリカ合衆国内で入手された場合、抵触法に 

       関わらず、本ライセンス条項の解釈および契約違反への主張は、アメリカ合衆国 

       ワシントン州法に準拠するものとします。消費者保護法、公正取引法、および違 

       法行為を含みますがこれに限定されない他の主張については、お客様が所在する 

       地域の法律に準拠します。 

 

    c. 日本及び米国以外。お客様が本ソフトウェアを日本国及びアメリカ合衆国以外の 

       国で入手された場合、本ライセンス条項は適用される地域法に準拠するものとし 

       ます。 

 

  9. 法的効力。本ライセンス条項は、特定の法的な権利を規定したものです。お客様は 

     、国によっては、その他の権利を有する場合があります。また、お客様が本ソフト 

     ウェアを取得された第三者に関する権利を有する場合もあります。本ライセンス条 

     項は、お客様の国の法律がその法律に基づく権利の変更を許容しない場合、それら 

     の権利を変更しないものとします。 

 

  10. 免責。本ソフトウェアは "現状のまま" ライセンス供与されます。お客様は、本ソ 

      フトウェアの使用に関するリスクを負うものとします。マイクロソフトは他の明示 

      的な保証は一切いたしません。本ライセンス条項が変更できないお客様の地域の法 

      令による追加の消費者の権利が存在する場合があります。法律上許容される最大限 

      において、商品性、特定目的に対する適合性、非侵害性に関する黙示の保証につい 

      ては一切責任を負いません。 

 

  11. 救済手段および責任の制限および除外。マイクロソフトおよびその供給者の責任は 

      、700 円を上限とする直接損害に限定されます。その他の損害 (派生的損害、逸失 

      利益、特別損害、間接損害、および付随的損害を含みますがこれらに限定されませ 

      ん) に関しては、一切責任を負いません。 

 

  この制限は、以下に適用されるものとします。 

 

   * 本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上のコンテンツ (コ 

     ードを含みます) または第三者のプログラムに関連した事項 

   * 契約違反、保証違反、無過失責任、または不法行為 (適用法で許可されている範囲 

     において) 

 

  マイクロソフトがこのような損害の可能性について知らされていた場合も、この制限は 

  適用されます。上記の制限または除外は、一部の国では付随的、派生的、およびその他 

  の損害の免責、または責任の制限を認めないため、適用されない場合があります。 

 



 

付録K Microsoft Visual Studio 2010 再頒布可能コードについて 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2010 再頒布可能コードが含まれてい 

  ます。お客様は、本ソフトウェアに含まれるMicrosoft Visual Studio 2010 再頒布可 

  能コードを再頒布することはできません。 

  なお、Microsoft Visual Studio 2010 再頒布パッケージは、Systemwalker Desktop P 

  atrolをアンインストールしてもシステムに残ります。 

 

 

付録L Microsoft Visual Studio 2010 再頒布可能ファイルのソフトウェアライセンス条 

      項について 

 

  マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 

  MICROSOFT VISUAL C++ 2010 RUNTIME LIBRARIES NONE 

 

  本マイクロソフト ライセンス条項 (以下「本ライセンス条項」といいます)は、お客様 

  とMicrosoft Corporation（「以下「マイクロソフト」といいます）との契約を構成し 

  ます。以下の条項を注意してお読みください。本ライセンス条項は、上記のソフトウェ 

  アおよびソフトウェアが記録された媒体 (以下総称して「本ソフトウェア」といいます 

  ) に適用されます。また、本ライセンス条項は、以下の本ソフトウェアに関連するマイ 

  クロソフト製品に、別途固有のライセンス条項が付属していない場合には、これらの製 

  品にも適用されるものとします。 

 

    * 更新プログラム 

    * 追加物 

    * インターネットベースのサービス 

    * サポート サービス 

 

  なお、これらの製品に別途固有のライセンス条項が付属している場合には、当該ライセ 

  ンス条項が適用されるものとします。 

  本ソフトウェアを使用することにより、お客様は本ライセンス条項に同意されたものと 

  します。本ライセンス条項に同意されない場合、本ソフトウェアを使用することはでき 

  ません。 

  お客様が本ライセンス条項を遵守することを条件として、お客様には以下が許諾されま 

  す。 

 

  1. インストールおよび使用に関する権利  お客様はソフトウェアの任意の数の複製を 

     デバイスにインストールして使用することができます。 

 

  2. ライセンスの適用範囲  本ソフトウェアは許諾されるものであり、販売されるもの 

     ではありません。本ライセンス条項は、お客様に本ソフトウェアを使用する限定的 

     な権利を付与します。マイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。適用さ 

     れる法令により本ライセンス条項を超える権利が付与される場合を除き、お客様は 

     本ライセンス条項で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェアを使用すること 

     ができます。お客様は、本ソフトウェアに組み込まれた使用方法を制限する技術的 

     制限に従うものとします。以下の行為は一切禁止されています。 

 

     * 本ソフトウェアのベンチマーク テスト結果の開示を第三者に対して、マイクロソ 

       フトからの書面による承諾を事前に得ることなく行うこと 

     * 本ソフトウェアの技術的な制限を回避する方法で利用すること 

     * 本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブ 

       ルすること 



     * 本ライセンス条項で規定された以上の数の本ソフトウェアの複製を作成すること 

     * 第三者が複製できるように本ソフトウェアを公開すること 

     * 本ソフトウェアをレンタル、リース、または貸与すること 

     * 本ソフトウェアまたは本ライセンス条項を第三者に譲渡すること  

     * 本ソフトウェアを商用ホスティング サービスで使用すること 

 

  3. バックアップ用複製  お客様は、本ソフトウェアのバックアップ用複製を 1 部作成 

     することができます。お客様は、本ソフトウェアを再インストールするためにのみ 

     その複製を使用することができます。 

 

  4. ドキュメント  お客様の内部ネットワークを正規にアクセスできる方は、内部的な 

     参照目的に限り、ドキュメントを複製して使用することができます。 

 

  5. 輸出規制  本ソフトウェアはアメリカ合衆国および日本国の輸出に関する規制の対 

     象となります。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際 

     法 (輸出対象国、エンドユーザーおよびエンドユーザーによる使用に関する制限を 

     含みます) を遵守することに同意されたものとします。詳細については 

     www.microsoft.com/japan/exporting をご参照ください。 

 

  6. サポート サービス  本ソフトウェアは何ら保証のない現状有姿のまま瑕疵を問わな 

     い条件で提供されるため、サポート サービスは提供いたしません。 

 

  7. 完全な合意  本ライセンス条項、ならびに追加物、更新プログラム、インターネッ 

     トベース サービス、およびサポート サービスに関する使用条件は、本ソフトウェ 

     アおよびサポート サービスについてのお客様とマイクロソフトとの間の完全なる合 

     意です。 

 

  8. 準拠法 

    a. 日本  お客様が本ソフトウェアを日本国内で入手された場合、本ライセンス条項 

       は日本法に準拠するものとします。 

 

    b. 米国  お客様が本ソフトウェアをアメリカ合衆国内で入手された場合、抵触法に 

       関わらず、本ライセンス条項の解釈および契約違反への主張は、アメリカ合衆国 

       ワシントン州法に準拠するものとします。消費者保護法、公正取引法、および違 

       法行為を含みますがこれに限定されない他の主張については、お客様が所在する 

       地域の法律に準拠します。 

 

    c. 日本及び米国以外  お客様が本ソフトウェアを日本国及びアメリカ合衆国以外の 

       国で入手された場合、本ライセンス条項は適用される地域法に準拠するものとし 

       ます。 

 

  9. 法的効力  本ライセンス条項は、特定の法的な権利を規定したものです。お客様は 

     、国によっては、その他の権利を有する場合があります。また、お客様が本ソフト 

     ウェアを取得された第三者に関する権利を有する場合もあります。本ライセンス条 

     項は、お客様の国の法律がその法律に基づく権利の変更を許容しない場合、それら 

     の権利を変更しないものとします。 

 

  10. 免責  本ソフトウェアは "現状のまま" ライセンス供与されます。お客様は、本ソ 

      フトウェアの使用に関するリスクを負うものとします。マイクロソフトは他の明示 

      的な保証は一切いたしません。本ライセンス条項が変更できないお客様の地域の法 

      令による追加の消費者の権利が存在する場合があります。法律上許容される最大限 

      において、商品性、特定目的に対する適合性、非侵害性に関する黙示の保証につい 

      ては一切責任を負いません。 



 

  11. 救済手段および責任の制限および除外  マイクロソフトおよびその供給者の責任は 

      、700 円を上限とする直接損害に限定されます。その他の損害 (派生的損害、逸失 

      利益、特別損害、間接損害、および付随的損害を含みますがこれらに限定されませ 

      ん) に関しては、一切責任を負いません。 

 

  この制限は、以下に適用されるものとします。 

 

   * 本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上のコンテンツ (コ 

     ードを含みます) または第三者のプログラムに関連した事項 

   * 契約違反、保証違反、無過失責任、または不法行為 (適用法で許可されている範囲 

     において) 

 

  マイクロソフトがこのような損害の可能性について知らされていた場合も、この制限は 

  適用されます。上記の制限または除外は、一部の国では付随的、派生的、およびその他 

  の損害の免責、または責任の制限を認めないため、適用されない場合があります。 

 

 

付録M Microsoft Visual Studio 2013 再頒布可能コードについて 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2013 再頒布可能コードが含まれてい 

  ます。お客様は、本ソフトウェアに含まれるMicrosoft Visual Studio 2013 再頒布可 

  能コードを再頒布することはできません。 

  なお、Microsoft Visual Studio 2013 再頒布パッケージは、Systemwalker Desktop  

  Patrolをアンインストールしてもシステムに残ります。 

 

付録N Microsoft Visual Studio 2013 再頒布可能ファイルのソフトウェアライセンス条 

      項について 

 

  マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 

  MICROSOFT VISUAL C++ REDISTRIBUTABLE FOR VISUAL STUDIO 2013 

 

  本マイクロソフト ライセンス条項 (以下「本ライセンス条項」といいます)は、お客様 

  とMicrosoft Corporation（「以下「マイクロソフト」といいます）との契約を構成し 

  ます。以下の条項を注意してお読みください。本ライセンス条項は、上記のソフトウェ 

  アおよびソフトウェアが記録された媒体 (以下総称して「本ソフトウェア」といいます 

  ) に適用されます。また、本ライセンス条項は、以下の本ソフトウェアに関連するマイ 

  クロソフト製品に、別途固有のライセンス条項が付属していない場合には、これらの製 

  品にも適用されるものとします。 

 

    * 更新プログラム 

    * 追加物 

    * インターネットベースのサービス 

    * サポート サービス 

 

  なお、これらの製品に別途固有のライセンス条項が付属している場合には、当該ライセ 

  ンス条項が適用されるものとします。 

  本ソフトウェアを使用することにより、お客様は本ライセンス条項に同意されたものと 

  します。本ライセンス条項に同意されない場合、本ソフトウェアを使用することはでき 

  ません。 

  お客様が本ライセンス条項を遵守することを条件に、以下の永続的権利が許諾され 

  ます。 

 



  1. インストールおよび使用に関する権利  お客様はソフトウェアの任意の数の複製を 

     デバイスにインストールして使用することができます。 

 

  2. ライセンスの適用範囲  本ソフトウェアは許諾されるものであり、販売されるもの 

     ではありません。本ライセンス条項は、お客様に本ソフトウェアを使用する限定的 

     な権利を付与します。マイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。適用さ 

     れる法令により本ライセンス条項を超える権利が付与される場合を除き、お客様は 

     本ライセンス条項で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェアを使用すること 

     ができます。お客様は、本ソフトウェアに組み込まれた使用方法を制限する技術的 

     制限に従うものとします。以下の行為は一切禁止されています。 

 

     * 本ソフトウェアのベンチマーク テスト結果の開示を第三者に対して、マイクロソ 

       フトからの書面による承諾を事前に得ることなく行うこと 

     * 本ソフトウェアの技術的な制限を回避する方法で利用すること 

     * 本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブ 

       ルすること 

     * 本ライセンス条項で規定された以上の数の本ソフトウェアの複製を作成すること 

     * 第三者が複製できるように本ソフトウェアを公開すること 

     * 本ソフトウェアをレンタル、リース、または貸与すること 

     * 本ソフトウェアまたは本ライセンス条項を第三者に譲渡すること  

     * 本ソフトウェアを商用ホスティング サービスで使用すること 

 

  3. バックアップ用複製  お客様は、本ソフトウェアのバックアップ用複製を 1 部作成 

     することができます。お客様は、本ソフトウェアを再インストールするためにのみ 

     その複製を使用することができます。 

 

  4. ドキュメント  お客様の内部ネットワークを正規にアクセスできる方は、内部的な 

     参照目的に限り、ドキュメントを複製して使用することができます。 

 

  5. 輸出規制  本ソフトウェアはアメリカ合衆国および日本国の輸出に関する規制の対 

     象となります。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際 

     法 (輸出対象国、エンドユーザーおよびエンドユーザーによる使用に関する制限を 

     含みます) を遵守することに同意されたものとします。詳細については  

     www.microsoft.com/japan/exporting をご参照ください。 

 

  6. サポート サービス  本ソフトウェアは何ら保証のない現状有姿のまま瑕疵を問わ 

     ない条件で提供されるため、サポート サービスは提供いたしません。 

 

  7. 完全な合意  本ライセンス条項、ならびに追加物、更新プログラム、インターネッ 

     トベース サービス、およびサポート サービスに関する使用条件は、本ソフトウェ 

     アおよびサポート サービスについてのお客様とマイクロソフトとの間の完全なる合 

     意です。 

 

  8. 準拠法 

 

    a.日本  お客様が本ソフトウェアを日本国内で入手された場合、本ライセンス条項 

      は日本法に準拠するものとします。 

 

    b.米国  お客様が本ソフトウェアをアメリカ合衆国内で入手された場合、抵触法に 

      関わらず、本ライセンス条項の解釈および契約違反への主張は、アメリカ合衆国 

      ワシントン州法に準拠するものとします。消費者保護法、公正取引法、および違 

      法行為を含みますがこれに限定されない他の主張については、お客様が所在する 

      地域の法律に準拠します。 



 

    c.日本及び米国以外  お客様が本ソフトウェアを日本国及びアメリカ合衆国以外の 

      国で入手された場合、本ライセンス条項は適用される地域法に準拠するものとし 

      ます。 

 

  9. 法的効力  本ライセンス条項は、特定の法的な権利を規定したものです。お客様は 

     、国によっては、その他の権利を有する場合があります。また、お客様が本ソフト 

     ウェアを取得された第三者に関する権利を有する場合もあります。本ライセンス条 

     項は、お客様の国の法律がその法律に基づく権利の変更を許容しない場合、それら 

     の権利を変更しないものとします。 

 

  10. 免責  本ソフトウェアは "現状のまま" ライセンス供与されます。お客様は、本ソ 

      フトウェアの使用に関するリスクを負うものとします。マイクロソフトは他の明示 

      的な保証は一切いたしません。本ライセンス条項では変更できないお客様の地域の 

      法律による追加の消費者の権利または法定保証が存在する場合があります。法律上 

      許容される最大限において、商品性、特定目的に対する適合性、非侵害性に関する 

      黙示の保証については一切責任を負いません。 

 

      オーストラリア限定。お客様は、オーストラリア消費者法に基づく法定保証を有し 

      、これらの条項は、それらの権利に影響を与えることを意図するものではありませ 

      ん。 

 

  11. 救済手段および責任の制限および除外  マイクロソフトおよびその供給者の責任は 

      、700 円を上限とする直接損害に限定されます。その他の損害 (派生的損害、逸失 

      利益、特別損害、間接損害、および付随的損害を含みますがこれらに限定されませ 

      ん) に関しては、一切責任を負いません。 

 

      この制限は、以下に適用されるものとします。 

 

      * 本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上のコンテンツ  

        (コードを含みます) または第三者のプログラムに関連した事項 

      * 契約違反、保証違反、無過失責任、過失または不法行為 (適用法で許可されてい 

        る範囲において) 

 

      マイクロソフトがこのような損害の可能性について知っていた場合または知り得た 

      場合も、この制限は適用されます。上記の制限または除外は、一部の国では付随的 

      、派生的、およびその他の損害の免責、または責任の制限を認めないため、適用さ 

      れない場合があります。 

 

 

付録O Microsoft Visual Studio 2015 再頒布可能コードについて 

 

  本ソフトウェアには、Microsoft Visual Studio 2015 再頒布可能コードが含まれてい 

  ます。お客様は、本ソフトウェアに含まれるMicrosoft Visual Studio 2015 再頒布可 

  能コードを再頒布することはできません。 

  なお、Microsoft Visual Studio 2015 再頒布パッケージは、Systemwalker Desktop  

  Patrolをアンインストールしてもシステムに残ります。 

 

 

付録P Microsoft Visual Studio 2015 再頒布可能ファイルのソフトウェアライセンス条 

      項について 

 

  マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 



  MICROSOFT VISUAL STUDIO 2015 拡張機能、VISUAL STUDIO SHELL、および 

  C++ 再頒布可能パッケージ 

 

  マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項 (以下、「本ライセンス条項」といい 

  ます) は、お客様と Microsoft Corporation (またはお客様の所在地に応じた関連会 

  社。以下、「マイクロソフト」といいます) との契約を構成します。本ライセンス条項 

  は、上記のソフトウェアに適用されます。本ライセンス条項は、別途のライセンス条項 

  が付属している場合を除き、本ソフトウェアに関連するマイクロソフトのサービスまた 

  は更新プログラムにも適用されます。 

 

  お客様が本ライセンス条項を遵守することを条件に、お客様には以下が許諾されます。 

 

  1. インストールおよび使用に関する権利。お客様は、本ソフトウェアの任意の数の複 

     製をインストールして使用することができます。 

 

  2. コンポーネント別の条件。 

 

    a. ユーティリティ。本ソフトウェアには、 

       <http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=523763&clcid=0x411>にあるユーティ 

       リティ一覧に示された特定の製品が含まれている場合があります。これらの製品 

       は、本ソフトウェアに同梱されている場合、本ソフトウェアを使用してお客様が 

       開発されたアプリケーションおよびデータベースをデバッグおよび展開するため 

       に、お客様のコンピューターまたは第三者のコンピューターに複製してインスト 

       ールすることができます。ユーティリティは一時的な使用を目的として設計され 

       ていること、マイクロソフトは本ソフトウェアの他のコンポーネントと切り離し 

       てユーティリティにパッチを適用したり、ユーティリティを更新したりできない 

       場合があること、および一部のユーティリティはその性質上、そのユーティリテ 

       ィがインストールされているコンピューターに他者がアクセスできるようにする 

       ことが可能であることに注意してください。 

       そのため、インストールしたすべてのユーティリティは、お客様のアプリケーシ 

       ョンおよびデータベースのデバッグおよび展開が終了したら削除してください。 

       マイクロソフトは、お客様がコンピューターにインストールしたユーティリティ 

       の第三者による使用またはアクセスについて一切責任を負いません。 

 

    b. マイクロソフト プラットフォーム。本ソフトウェアには、Microsoft Windows、 

       Microsoft Windows Server、Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange、 

       Microsoft Office、およびMicrosoft SharePoint のコンポーネントが含まれてい 

       る場合があります。これらのコンポーネントには、当該コンポーネントのインス 

       トールディレクトリ、または本ソフトウェアに付属している「Licenses」フォル 

       ダーにあるライセンス条項に規定されている、別途のライセンス条項および固有 

       の製品サポート ポリシーが適用されます。 

 

    c. 第三者のコンポーネント。 

       本ソフトウェアには、本ソフトウェアに付属している ThirdPartyNotices ファイ 

       ルに規定されているとおり、別途の法律上の通知が付属するか、別途のライセン 

       ス条項が適用される、第三者のコンポーネントが含まれている場合があります。 

       かかるコンポーネントに別途のライセンス条項が適用される場合でも、下記の免 

       責事項ならびに損害に関する制限および除外は併せて適用されるものとします。 

 

       本ソフトウェアには、ソース コード公開義務のあるオープンソース ライセンス 

       に基づいてライセンスされるコンポーネントも含まれている場合があります。該 

       当する場合、これらのライセンスの複製は、ThirdPartyNotices ファイルに含ま 

       れています。お客様は、当該オープンソース ライセンスで求められているとおり 



       、5.00 米ドルの郵便為替または小切手を次の宛先に送付することにより、対応す 

       るソース コードをマイクロソフトから取得することができます。 

       Source Code Compliance Team, Microsoft Corporation, 1 Microsoft Way,  

       Redmond, WA 98052。支払の備考欄には、「source code for <以下の 1 つ以上の 

       コンポーネント名>」と記載してください。 

 

        * Remote Tools for Visual Studio 2015 

        * Standalone Profiler for Visual Studio 2015 

        * IntelliTraceCollector for Visual Studio 2015 

        * Microsoft VC++ Redistributable 2015 

        * Multibyte MFC Library for Visual Studio 2015 

        * Microsoft Build Tools 2015 

        * Feedback Client 

        * Visual Studio 2015 Integrated Shell 

        * Visual Studio 2015 Isolated Shell 

 

       マイクロソフトは、ソース コードの複製を 

       <http://thirdpartysource.microsoft.com> で公開することもあります。 

 

  3. データ。本ソフトウェアは、お客様およびお客様による本ソフトウェアの使用に関 

     する情報を収集し、その情報をマイクロソフトに送信することがあります。マイク 

     ロソフトは、サービスを提供したり、マイクロソフトの製品およびサービスを改善 

     したりするためにこの情報を使用することができます。お客様は、製品付属の文書 

     に説明されているとおり、これらの情報収集の多くを停止することができますが、 

     すべてを停止することはできません。 

     また、本ソフトウェアにある特定の機能を使用すると、お客様のアプリケーション 

     のユーザーからデータを収集できる場合があります。お客様は、この機能を使用し 

     てお客様のアプリケーションでデータ収集を行う場合、お客様のアプリケーション 

     のユーザーに適切な通知を提供するなど、適用される法令を遵守しなければなりま 

     せん。データの収集および使用の詳細については、ヘルプ ドキュメントおよびプラ 

     イバシーに関する声明 

     (<http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=528096&clcid=0x411>) をご参照くだ 

     さい。お客様は、本ソフトウェアを使用することにより、こうした取り組みに同意 

     されたものと見なされます。 

 

  4. ライセンスの適用範囲。本ソフトウェアは使用許諾されるものであり、販売される 

     ものではありません。本ライセンス条項は、お客様に本ソフトウェアを使用する限 

     定的な権利を付与します。マイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。適 

     用される法令により上記の制限を超える権利が与えられる場合を除き、お客様は本 

     ライセンス条項で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェアを使用することが 

     できます。お客様は、使用方法を制限するために本ソフトウェアに組み込まれてい 

     る技術的制限に従わなければなりません。お客様は、以下を行うことはできません 

     。 

 

       * 本ソフトウェアの技術的な制限を回避して使用すること。 

       * 本ソフトウェアをリバース エンジニアリング、逆コンパイル、もしくは逆アセ 

         ンブルすること、またはこれらの行為を試みること。ただし、本ソフトウェア 

         に一定のオープンソース コンポーネントが含まれる場合において当該コンポー 

         ネントの使用に適用される第三者のライセンス条項により上記の行為が求めら 

         れている場合には、当該範囲に限って上記の行為が認められます。 

       * 本ソフトウェアに含まれるマイクロソフトまたはそのサプライヤーによる通知 

         を削除、最小化、ブロック、または変更すること。 

       * 法に反するような方法で本ソフトウェアを使用すること。 



       * 本ソフトウェアを共有、公開、レンタル、もしくはリースすること、または本 

         ソフトウェアを第三者が使用できるようにスタンドアロンのホスト型ソリュー 

         ションとして提供すること。 

 

  5. 輸出規制。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべての国内法および国際法  

     (輸出対象国、エンド ユーザーおよびエンド ユーザーによる使用に関する制限を含 

     みます) を遵守しなければなりません。輸出規制の詳細については 

     (aka.ms/exporting) をご参照ください。 

 

  6. サポート サービス。本ソフトウェアは現状有姿で提供されます。そのため、マイク 

     ロソフトはサポート サービスを提供しない場合があります。 

 

  7. 完全合意。本ライセンス条項およびお客様が使用する追加ソフトウェア、更新プロ 

     グラム、インターネット ベースのサービス、ならびにサポート サービスに関する 

     条項は、本ソフトウェアおよびサポート サービスについてのお客様とマイクロソフ 

     トとの間の完全なる合意です。 

 

  8. 準拠法。お客様が本ソフトウェアを米国内で入手された場合、本ライセンス条項の 

     解釈および契約違反への主張は、米国ワシントン州法に準拠するものとします。他 

     の主張については、お客様が所在する地域の法律に準拠します。お客様が本ソフト 

     ウェアを米国以外の国で入手された場合、本ライセンス条項は適用される地域法に 

     準拠するものとします。 

 

  9. 消費者の権利、地域による差異。本ライセンス条項は、一定の法的な権利を規定し 

     ます。お客様は、地域や国によっては、本ライセンス条項の定めにかかわらず、消 

     費者としての権利など、本ライセンス条項と異なる権利を有する場合があります。 

     また、お客様とマイクロソフトとの関係とは別に、お客様は本ソフトウェアの取得 

     取引の相手方に対して権利を取得できる場合もあります。本ライセンス条項は、お 

     客様の地域または国の法令が権利の変更を許容しない場合、かかる本ライセンス条 

     項以外の権利を変更しないものとします。たとえば、お客様が以下のいずれかの地 

     域で本ソフトウェアを取得された場合、または当該国の強行法が適用される場合、 

     以下の規定がお客様に適用されます。 

 

    a)オーストラリア。お客様は、オーストラリア消費者法に基づく法定保証を有し、本 

      ライセンス条項は、それらの権利に影響を与えることを意図するものではありませ 

      ん。 

 

    b)カナダ。お客様が本ソフトウェアをカナダで入手された場合、自動更新機能をオフ 

      にする、お客様のデバイスをインターネットから切断する (ただし、インターネッ 

      トに再接続すると、本ソフトウェアは更新プログラムの確認およびインストールを 

      再開します)、 

      または本ソフトウェアをアンインストールすることにより、更新プログラムを受け 

      取ることを停止できます。製品付属の文書がある場合は、当該文書にお客様の特定 

      のデバイスまたはソフトウェアの更新をオフにする方法が記載されていることもあ 

      ります。 

 

    c)ドイツおよびオーストリア。 

 

      (i)保証。適切にライセンスを取得したソフトウェアは、実質的に、本ソフトウェ 

         アに付属しているマイクロソフト資料に説明されているとおり動作します。た 

         だし、マイクロソフトは、ライセンスを取得したソフトウェアに関して契約上 

         の保証は一切いたしません。 

 



      (ii)責任の制限。マイクロソフトは、故意による行動、重過失があった場合、およ 

          び製造物責任法に基づく請求が申し立てられた場合、ならびに人の死亡もしく 

          は傷害、または物理的傷害が発生した場合、制定法に従って責任を負います。 

 

      前項 (ii) に従って、マイクロソフトが重大な契約上の義務、すなわち、本ライセ 

      ンス条項の正当な履行を支援する義務の遂行、本契約の目的を危うくする義務の不 

      履行、および当事者が常に信頼できる義務の遵守 (「基本義務」といわれます) に 

      違反した場合、マイクロソフトは軽過失に限り責任を負います。その他の軽過失に 

      ついては、マイクロソフトは責任を負いません。 

 

  10. あらゆる保証の免責。本ソフトウェアは、現状有姿のまま瑕疵を問わない条件で提 

      供されます。本ソフトウェアの使用に伴う危険は、お客様の負担とします。マイク 

      ロソフトは、明示的な瑕疵担保責任または保証責任を一切負いません。お客様の地 

      域の国内法等によって認められる限り、マイクロソフトは、商品性、特定目的に対 

      する適合性、および権利侵害の不存在に関する瑕疵担保責任または黙示の保証責任 

      を負いません。 

 

  11. 責任の制限および除外。マイクロソフトおよびそのサプライヤーの責任は、5.00  

      米ドルを上限とする直接損害に限定されます。その他の損害 (結果的損害、逸失利 

      益、特別損害、間接損害、および付随的損害を含みますがこれらに限定されません 

      ) に関しては、一切責任を負いません。 

 

      この制限は、(a) 本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上 

      のコンテンツ (コードを含みます) または第三者のアプリケーションに関連した事 

      項、および (b) 契約違反、保証違反、厳格責任、過失、または不法行為等の請求  

      (適用される法令により認められている範囲において) に適用されます。 

 

      この制限は、マイクロソフトが損害の可能性を認識していたか、または認識し得た 

      場合にも適用されます。また、一部の国では付随的損害および結果的損害の免責、 

      または責任の制限が認められないため、上記の制限事項が適用されない場合があり 

      ます。 

 

 

付録Q MIT Licenseのライセンス文 

 

本ソフトウェアは、MIT Licenseが適用される以下のソフトウェアを含んでいます。 

・Simple Logging Facade for Java (SLF4J) 

・actionmailer 

・actionpack 

・activemodel 

・activerecord 

・activeresource 

・activesupport 

・arel 

・Bouncy Castle 

・builder 

・bundler 

・daemons 

・docile 

・erubis 

・factory_girl 

・factory_girl_rails 

・hike 



・i18n 

・jscep 

・journey 

・mail 

・mime-types 

・minitest 

・multi_json 

・pg 

・plist 

・polyglot 

・psych 

・rack 

・rack-cache 

・rack-ssl 

・rack-test 

・rails 

・rails-i18n 

・railties 

・rake 

・rr 

・shoulda 

・shoulda-context 

・shoulda-matchers 

・simplecov 

・simplecov-html 

・sprockets 

・thor 

・tilt 

・treetop 

・tzinfo 

・uuid 

 

 

以下にMIT Licenseのライセンス文を示します。 

------------------------------------------------------------------------------- 

The MIT License 

Copyright (c) <year> <copyright holders> 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 

this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in 

the Software without restriction, including without limitation the rights to 

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies 

of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to 

do so, subject to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 

copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 

OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO 

EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE 

LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF 

CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR 

IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

以下にnet-ssh、net-scp、systemuのライセンス文を示します。 



Copyright (c) 2008 Jamis Buck <jamis@37signals.com> 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining 

a copy of this software and associated documentation files (the 

'Software'), to deal in the Software without restriction, including 

without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, 

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to 

permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to 

the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be 

included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED 'AS IS', WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 

EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 

IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY 

CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 

 

TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 

SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

 

以下にSimple Logging Facade for Java (SLF4J)のライセンス文を示します。 

Copyright (c) 2004-2008 QOS.ch 

All rights reserved. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining 

a copy of this software and associated documentation files (the 

Software), to deal in the Software without restriction, including 

without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, 

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to 

permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to 

the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be 

included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 

EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE 

LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION 

OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION 

WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

 

 

付録R zlibの著作権表示・使用許諾条件 

 

本製品は、下記の著作権者が所有しているフリーソフトzlibのプログラムを含んでいます。 

zlibの著作権表示・使用許諾条件の表示は以下のとおりです。 

------------------------------------------------------------------------------ 

Copyright notice: 

 

 (C) 1995-2013 Jean-loup Gailly and Mark Adler 

 

  This software is provided 'as-is', without any express or implied 

  warranty.  In no event will the authors be held liable for any damages 

  arising from the use of this software. 

 



  Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, 

  including commercial applications, and to alter it and redistribute it 

  freely, subject to the following restrictions: 

 

  1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not 

     claim that you wrote the original software. If you use this software 

     in a product, an acknowledgment in the product documentation would be 

     appreciated but is not required. 

  2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be 

     misrepresented as being the original software. 

  3. This notice may not be removed or altered from any source distribution. 

 

  Jean-loup Gailly        Mark Adler 

  jloup@gzip.org          madler@alumni.caltech.edu 

 

 

付録S OpenSSLのライセンス文 

 

  LICENSE ISSUES 

  ============== 

 

  The OpenSSL toolkit stays under a double license, i.e. both the conditions of 

  the OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit. 

  See below for the actual license texts. 

 

  OpenSSL License 

  --------------- 

 

/* ==================================================================== 

 * Copyright (c) 1998-2019 The OpenSSL Project.  All rights reserved. 

 * 

 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

 * modification, are permitted provided that the following conditions 

 * are met: 

 * 

 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

 * 

 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

 *    the documentation and/or other materials provided with the 

 *    distribution. 

 * 

 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this 

 *    software must display the following acknowledgment: 

 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project 

 *    for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)" 

 * 

 * 4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to 

 *    endorse or promote products derived from this software without 

 *    prior written permission. For written permission, please contact 

 *    openssl-core@openssl.org. 

 * 



 * 5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" 

 *    nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 

 *    permission of the OpenSSL Project. 

 * 

 * 6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 

 *    acknowledgment: 

 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project 

 *    for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

 * 

 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' AND ANY 

 * EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 

 * PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR 

 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 

 * NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

 * LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

 * STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 

 * ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED 

 * OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

 * ==================================================================== 

 * 

 * This product includes cryptographic software written by Eric Young 

 * (eay@cryptsoft.com).  This product includes software written by Tim 

 * Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

 * 

 */ 

 

 Original SSLeay License 

 ----------------------- 

 

/* Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

 * All rights reserved. 

 * 

 * This package is an SSL implementation written 

 * by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

 * The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL. 

 * 

 * This library is free for commercial and non-commercial use as long as 

 * the following conditions are aheared to.  The following conditions 

 * apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, 

 * lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.  The SSL documentation 

 * included with this distribution is covered by the same copyright terms 

 * except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

 * 

 * Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in 

 * the code are not to be removed. 

 * If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution 

 * as the author of the parts of the library used. 

 * This can be in the form of a textual message at program startup or 

 * in documentation (online or textual) provided with the package. 

 * 



 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

 * modification, are permitted provided that the following conditions 

 * are met: 

 * 1. Redistributions of source code must retain the copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 

 *    documentation and/or other materials provided with the distribution. 

 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this software 

 *    must display the following acknowledgement: 

 *    "This product includes cryptographic software written by 

 *     Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

 *    The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library 

 *    being used are not cryptographic related :-). 

 * 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from 

 *    the apps directory (application code) you must include an acknowledgement: 

 *    "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

 * 

 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ``AS IS'' AND 

 * ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 

 * ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 

 * FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 

 * DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 

 * OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 

 * LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 

 * OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

 * SUCH DAMAGE. 

 * 

 * The licence and distribution terms for any publically available version or 

 * derivative of this code cannot be changed.  i.e. this code cannot simply be 

 * copied and put under another distribution licence 

 * [including the GNU Public Licence.] 

 */ 

 

 

付録T GNU Lesser General Public License, version 2.1 (LGPL-2.1)について 

 

本製品は、GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2.1が適用される以下の 

ファイルを含んでいます。 

   Daemonsのsetup.rb 

   Erubisのsetup.rb 

 

以下に、LGPL-2.1 のライセンス文を示します。 

------------------------------------------------------------------------------- 

GNU Lesser General Public License 

 

Version 2.1, February 1999 

 

Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place, Suite 

330, Boston, MA 02111-1307 USA Everyone is permitted to copy and distribute 

verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 



 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the 

 successor of the GNU Library Public License, version 2, hence the version 

 number 2.1.] 

 

Preamble 

 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share 

and change it. By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to 

guarantee your freedom to share and change free software--to make sure the 

software is free for all its users.  

 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially 

designated software packages--typically libraries--of the Free Software 

Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we 

suggest you first think carefully about whether this license or the ordinary 

General Public License is the better strategy to use in any particular case, 

based on the explanations below. 

 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. 

Our General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom 

to distribute copies of free software (and charge for this service if you 

wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can 

change the software and use pieces of it in new free programs; and that you are 

informed that you can do these things. 

 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors 

to deny you these rights or to ask you to surrender these rights. These 

restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute 

copies of the library or if you modify it. 

 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for 

a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you. You must 

make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other 

code with the library, you must provide complete object files to the 

recipients, so that they can relink them with the library after making changes 

to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they 

know their rights.  

 

We protect your rights with a two-step method: (1) we copyright the library, 

and (2) we offer you this license, which gives you legal permission to copy, 

distribute and/or modify the library.  

 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no 

warranty for the free library. Also, if the library is modified by someone else 

and passed on, the recipients should know that what they have is not the 

original version, so that the original author's reputation will not be affected 

by problems that might be introduced by others.  

 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free 

program. We wish to make sure that a company cannot effectively restrict the 

users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent 

holder. Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of 



the library must be consistent with the full freedom of use specified in this 

license.  

 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU 

General Public License. This license, the GNU Lesser General Public License, 

applies to certain designated libraries, and is quite different from the 

ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in 

order to permit linking those libraries into non-free programs.  

 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared 

library, the combination of the two is legally speaking a combined work, 

a derivative of the original library. The ordinary General Public License 

therefore permits such linking only if the entire combination fits its criteria 

of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for 

linking other code with the library.  

 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less 

to protect the user's freedom than the ordinary General Public License. It also 

provides other free software developers Less of an advantage over competing 

non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary 

General Public License for many libraries. However, the Lesser license provides 

advantages in certain special circumstances.  

 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the 

widest possible use of a certain library, so that it becomes a de-facto 

standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the 

library. A more frequent case is that a free library does the same job as 

widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by 

limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General 

Public License. 

  

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs 

enables a greater number of people to use a large body of free software. 

For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables 

many more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, 

the GNU/Linux operating system.  

 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' 

freedom, it does ensure that the user of a program that is linked with the 

Library has the freedom and the wherewithal to run that program using 

a modified version of the Library. 

  

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification 

follow. Pay close attention to the difference between a "work based on the 

library" and a "work that uses the library". The former contains code derived 

from the library, whereas the latter must be combined with the library in order 

to run.  

 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

 

0. This License Agreement applies to any software library or other program 

   which contains a notice placed by the copyright holder or other authorized 

   party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General 



   Public License (also called "this License"). Each licensee is addressed as 

   "you". 

 

   A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so 

   as to be conveniently linked with application programs (which use some of 

   those functions and data) to form executables.  

 

   The "Library", below, refers to any such software library or work which has 

   been distributed under these terms. A "work based on the Library" means 

   either the Library or any derivative work under copyright law: that is to 

   say, a work containing the Library or a portion of it, either verbatim or 

   with modifications and/or translated straightforwardly into another  

   language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the 

   term "modification".)  

 

   "Source code" for a work means the preferred form of the work for making 

   modifications to it. For a library, complete source code means all the 

   source code for all modules it contains, plus any associated interface 

   definition files, plus the scripts used to control compilation and 

   installation of the library. 

 

   Activities other than copying, distribution and modification are not covered 

   by this License; they are outside its scope. The act of running a program 

   using the Library is not restricted, and output from such a program is 

   covered only if its contents constitute a work based on the Library 

   (independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether 

   that is true depends on what the Library does and what the program that uses 

   the Library does.  

 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source 

   code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 

   appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 

   disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this 

   License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this 

   License along with the Library. 

  

   You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you 

   may at your option offer warranty protection in exchange for a fee.  

 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus 

   forming a work based on the Library, and copy and distribute such 

   modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you 

   also meet all of these conditions: 

 

   a) The modified work must itself be a software library.  

 

   b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that 

      you changed the files and the date of any change. 

  

   c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all 

      third parties under the terms of this License.  

 

   d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of 



      data to be supplied by an application program that uses the facility, 

      other than as an argument passed when the facility is invoked, then you 

      must make a good faith effort to ensure that, in the event an application 

      does not supply such function or table, the facility still operates, and 

      performs whatever part of its purpose remains meaningful.  

 

   (For example, a function in a library to compute square roots has a purpose 

    that is entirely well-defined independent of the application. Therefore, 

    Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used 

    by this function must be optional: if the application does not supply it, 

    the square root function must still compute square roots.) 

  

   These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable 

   sections of that work are not derived from the Library, and can be 

   reasonably considered independent and separate works in themselves, then 

   this License, and its terms, do not apply to those sections when you 

   distribute them as separate works. But when you distribute the same sections 

   as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of 

   the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other 

   licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part 

   regardless of who wrote it. 

  

   Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 

   rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise 

   the right to control the distribution of derivative or collective works 

   based on the Library. 

  

   In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with 

   the Library (or with a work based on the Library) on a volume of a storage 

   or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 

   License. 

  

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License 

   instead of this License to a given copy of the Library. To do this, you must 

   alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the 

   ordinary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. 

   (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public 

   License has appeared, then you can specify that version instead if you 

   wish.) Do not make any other change in these notices.  

 

   Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, 

   so the ordinary GNU General Public License applies to all subsequent copies 

   and derivative works made from that copy. 

  

   This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library 

   into a program that is not a library. 

  

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, 

   under Section 2) in object code or executable form under the terms of 

   Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete 

   corresponding machine-readable source code, which must be distributed under 

   the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 

   software interchange. 



  

   If distribution of object code is made by offering access to copy from 

   a designated place, then offering equivalent access to copy the source code 

   from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, 

   even though third parties are not compelled to copy the source along with 

   the object code. 

 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is 

   designed to work with the Library by being compiled or linked with it, is 

   called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not 

   a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of 

   this License.  

 

   However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an 

   executable that is a derivative of the Library (because it contains portions 

   of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable 

   is therefore covered by this License. Section 6 states terms for 

   distribution of such executables.  

 

   When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is 

   part of the Library, the object code for the work may be a derivative work 

   of the Library even though the source code is not. Whether this is true is 

   especially significant if the work can be linked without the Library, or if 

   the work is itself a library. The threshold for this to be true is not 

   precisely defined by law.  

 

   If such an object file uses only numerical parameters, data structure 

   layouts and accessors, and small macros and small inline functions (ten 

   lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, 

   regardless of whether it is legally a derivative work. (Executables 

   containing this object code plus portions of the Library will still fall 

   under Section 6.)  

 

   Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute 

   the object code for the work under the terms of Section 6. Any executables 

   containing that work also fall under Section 6, whether or not they are 

   linked directly with the Library itself.  

 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work 

   that uses the Library" with the Library to produce a work containing 

   portions of the Library, and distribute that work under terms of your 

   choice, provided that the terms permit modification of the work for the 

   customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

 

   You must give prominent notice with each copy of the work that the Library 

   is used in it and that the Library and its use are covered by this License. 

   You must supply a copy of this License. If the work during execution 

   displays copyright notices, you must include the copyright notice for the 

   Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of 

   this License. Also, you must do one of these things:  

 

   a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable 

      source code for the Library including whatever changes were used in the 



      work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if 

      the work is an executable linked with the Library, with the complete 

      machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or 

      source code, so that the user can modify the Library and then relink to 

      produce a modified executable containing the modified Library. (It is 

      understood that the user who changes the contents of definitions files in 

      the Library will not necessarily be able to recompile the application to 

      use the modified definitions.)  

 

   b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. 

      A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a copy of the 

      library already present on the user's computer system, rather than 

      copying library functions into the executable, and (2) will operate 

      properly with a modified version of the library, if the user installs 

      one, as long as the modified version is interface-compatible with the 

      version that the work was made with.  

 

   c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, 

      to give the same user the materials specified in Subsection 6a, above, 

      for a charge no more than the cost of performing this distribution.  

 

   d) If distribution of the work is made by offering access to copy from 

      a designated place, offer equivalent access to copy the above specified 

      materials from the same place.  

 

   e) Verify that the user has already received a copy of these materials or 

      that you have already sent this user a copy. 

  

   For an executable, the required form of the "work that uses the Library" 

   must include any data and utility programs needed for reproducing the 

   executable from it. However, as a special exception, the materials to be 

   distributed need not include anything that is normally distributed (in 

   either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, 

   and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that 

   component itself accompanies the executable.  

 

   It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of 

   other proprietary libraries that do not normally accompany the operating 

   system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library 

   together in an executable that you distribute.  

 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library 

   side-by-side in a single library together with other library facilities not 

   covered by this License, and distribute such a combined library, provided 

   that the separate distribution of the work based on the Library and of the 

   other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do 

   these two things:  

 

   a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the 

      Library, uncombined with any other library facilities. This must be 

      distributed under the terms of the Sections above.  

 

   b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of 



      it is a work based on the Library, and explaining where to find the 

      accompanying uncombined form of the same work. 

 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library 

   except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise to 

   copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and 

   will automatically terminate your rights under this License. However, 

   parties who have received copies, or rights, from you under this License 

   will not have their licenses terminated so long as such parties remain in 

   full compliance.  

 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 

   However, nothing else grants you permission to modify or distribute the 

   Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you 

   do not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the 

   Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of 

   this License to do so, and all its terms and conditions for copying, 

   distributing or modifying the Library or works based on it.  

 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), 

   the recipient automatically receives a license from the original licensor to 

   copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and 

   conditions. You may not impose any further restrictions on the recipients' 

   exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing 

   compliance by third parties with this License.  

 

11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 

   infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 

   conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or 

   otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 

   excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so 

   as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any 

   other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute 

   the Library at all. For example, if a patent license would not permit 

   royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies 

   directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both 

   it and this License would be to refrain entirely from distribution of the 

   Library.  

 

   If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 

   particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, 

   and the section as a whole is intended to apply in other circumstances.  

 

   It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents 

   or other property right claims or to contest validity of any such claims; 

   this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free 

   software distribution system which is implemented by public license 

   practices. Many people have made generous contributions to the wide range of 

   software distributed through that system in reliance on consistent 

   application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 

   she is willing to distribute software through any other system and 

   a licensee cannot impose that choice.  

 



   This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be 

   a consequence of the rest of this License.  

 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain 

   countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 

   copyright holder who places the Library under this License may add an 

   explicit geographical distribution limitation excluding those countries, 

   so that distribution is permitted only in or among countries not thus 

   excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if 

   written in the body of this License.  

 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 

   Lesser General Public License from time to time. Such new versions will be 

   similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 

   address new problems or concerns. 

 

   Each version is given a distinguishing version number. If the Library 

   specifies a version number of this License which applies to it and "any 

   later version", you have the option of following the terms and conditions 

   either of that version or of any later version published by the Free 

   Software Foundation. If the Library does not specify a license version 

   number, you may choose any version ever published by the Free Software 

   Foundation.  

 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs 

   whose distribution conditions are incompatible with these, write to the 

   author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free 

   Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes 

   make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of 

   preserving the free status of all derivatives of our free software and of 

   promoting the sharing and reuse of software generally.  

 

NO WARRANTY  

 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR 

   THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 

   OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 

   PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED 

   OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 

   MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO 

   THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 

   PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 

   CORRECTION.  

 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL 

   ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE 

   THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 

   GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE 

   OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA 

   OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD 

   PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), 

   EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

   SUCH DAMAGES.  



 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

 

付録U MiG Layout Manager for Java Swing and SWT のライセンス文について 

 

以下に、MiG Layout Manager for Java Swing and SWT 3.7.3.1 (BSD License)  

を示します。 

 

 License (BSD): 

 ============== 

 

 Copyright (c) 2004, Mikael Grev, MiG InfoCom AB. (miglayout (at) miginfocom (dot) 

com) 

 All rights reserved. 

 

 Redistribution and use in source and binary forms, with or without  

 modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

 Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this 

 list of conditions and the following disclaimer. 

 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, 

 this list of conditions and the following disclaimer in the documentation  

 and/or other materials provided with the distribution. 

 Neither the name of the MiG InfoCom AB nor the names of its contributors may  

 be used to endorse or promote products derived from this software without  

 specific prior written permission. 

 

 THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS"  

 AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE  

 IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

 DISCLAIMED. 

 IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY  

 DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES  

 (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

 LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND  

 ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT  

 (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF  

 THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

 

 

付録V Crypto++について 

 

Compilation Copyright (c) 1995-2013 by Wei Dai. All rights reserved. 

This copyright applies only to this software distribution package 

as a compilation, and does not imply a copyright on any particular 

file in the package. 

 

All individual files in this compilation are placed in the public domain by 

Wei Dai and other contributors. 

 

I would like to thank the following authors for placing their works into 

the public domain: 

 



Joan Daemen - 3way.cpp 

Leonard Janke - cast.cpp, seal.cpp 

Steve Reid - cast.cpp 

Phil Karn - des.cpp 

Andrew M. Kuchling - md2.cpp, md4.cpp 

Colin Plumb - md5.cpp 

Seal Woods - rc6.cpp 

Chris Morgan - rijndael.cpp 

Paulo Baretto - rijndael.cpp, skipjack.cpp, square.cpp 

Richard De Moliner - safer.cpp 

Matthew Skala - twofish.cpp 

Kevin Springle - camellia.cpp, shacal2.cpp, ttmac.cpp, whrlpool.cpp, 

ripemd.cpp 

Ronny Van Keer - sha3.cpp 

 

The Crypto++ Library (as a compilation) is currently licensed under the Boost 

Software License 1.0 (http://www.boost.org/users/license.html). 

 

Boost Software License - Version 1.0 - August 17th, 2003 

 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person or organization 

obtaining a copy of the software and accompanying documentation covered by 

this license (the "Software") to use, reproduce, display, distribute, 

execute, and transmit the Software, and to prepare derivative works of the 

Software, and to permit third-parties to whom the Software is furnished to 

do so, all subject to the following: 

The copyright notices in the Software and this entire statement, including 

the above license grant, this restriction and the following disclaimer, 

must be included in all copies of the Software, in whole or in part, and 

all derivative works of the Software, unless such copies or derivative 

works are solely in the form of machine-executable object code generated by 

a source language processor. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE AND NON-INFRINGEMENT. IN NO EVENT 

SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR ANYONE DISTRIBUTING THE SOFTWARE BE LIABLE 

FOR ANY DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, 

ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER 

DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

 

 

付録W power_assertのライセンス文 

 

以下に、power_assert (BSD License) のライセンス文を示します。 

 

 License (BSD): 

 ============== 

 

Copyright (C) 2014 Kazuki Tsujimoto, All rights reserved. 

 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

modification, are permitted provided that the following conditions 

are met: 



1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 

documentation and/or other materials provided with the distribution. 

 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND 

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 

ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 

FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 

DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 

OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 

LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 

OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

SUCH DAMAGE. 

 

 

付録X Eclipse Public License Version 1.0 ("EPL") について 

 

本製品は Eclipse Public License Version 1.0 ("EPL")が適用される以下のオープンソ 

フトを含んでいます。 

なお、弊社はEclipse Public License Version 1.0 ("EPL")が適用される以下のオープ 

ンソフトに関して、一切の保証を行わず、また一切の損害に対する責任を負いません。 

  jar-in-jar-loader 

 

 

以下にライセンスを記述します。 

 

Eclipse Public License - v 1.0 

 

THE ACCOMPANYING PROGRAM IS PROVIDED UNDER THE TERMS OF THIS ECLIPSE PUBLIC  

LICENSE ("AGREEMENT"). ANY USE, REPRODUCTION OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM  

CONSTITUTES RECIPIENT'S ACCEPTANCE OF THIS AGREEMENT. 

 

1. DEFINITIONS 

 

"Contribution" means: 

 

a) in the case of the initial Contributor, the initial code and documentation  

distributed under this Agreement, and 

b) in the case of each subsequent Contributor: 

i) changes to the Program, and 

ii) additions to the Program; 

 

where such changes and/or additions to the Program originate from and are  

distributed by that particular Contributor. A Contribution 'originates'  

from a Contributor if it was added to the Program by such Contributor itself  

or anyone acting on such Contributor's behalf. Contributions do not include  

additions to the Program which: (i) are separate modules of software  

distributed in conjunction with the Program under their own license agreement,  

and (ii) are not derivative works of the Program. 



 

"Contributor" means any person or entity that distributes the Program. 

 

"Licensed Patents" mean patent claims licensable by a Contributor which are  

necessarily infringed by the use or sale of its Contribution alone or when  

combined with the Program. 

 

"Program" means the Contributions distributed in accordance with this  

Agreement. 

 

"Recipient" means anyone who receives the Program under this Agreement,  

including all Contributors. 

 

2. GRANT OF RIGHTS 

 

a) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants  

Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free copyright license to  

reproduce, prepare derivative works of, publicly display, publicly perform,  

distribute and sublicense the Contribution of such Contributor, if any, and  

such derivative works, in source code and object code form. 

b) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants  

Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license under  

Licensed Patents to make, use, sell, offer to sell, import and otherwise  

transfer the Contribution of such Contributor, if any, in source code and  

object code form. This patent license shall apply to the combination of the  

Contribution and the Program if, at the time the Contribution is added by the  

Contributor, such addition of the Contribution causes such combination to be  

covered by the Licensed Patents. The patent license shall not apply to any  

other combinations which include the Contribution. No hardware per se is  

licensed hereunder. 

c) Recipient understands that although each Contributor grants the licenses to  

its Contributions set forth herein, no assurances are provided by any  

Contributor that the Program does not infringe the patent or other intellectual  

property rights of any other entity. Each Contributor disclaims any liability  

to Recipient for claims brought by any other entity based on infringement of  

intellectual property rights or otherwise. As a condition to exercising the  

rights and licenses granted hereunder, each Recipient hereby assumes sole  

responsibility to secure any other intellectual property rights needed, if  

any. For example, if a third party patent license is required to allow  

Recipient to distribute the Program, it is Recipient's responsibility to  

acquire that license before distributing the Program. 

d) Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient  

copyright rights in its Contribution, if any, to grant the copyright license  

set forth in this Agreement. 

 

3. REQUIREMENTS 

 

A Contributor may choose to distribute the Program in object code form under  

its own license agreement, provided that: 

 

a) it complies with the terms and conditions of this Agreement; and 

b) its license agreement: 

i) effectively disclaims on behalf of all Contributors all warranties and  



conditions, express and implied, including warranties or conditions of title  

and non-infringement, and implied warranties or conditions of merchantability  

and fitness for a particular purpose; 

ii) effectively excludes on behalf of all Contributors all liability for  

damages, including direct, indirect, special, incidental and consequential  

damages, such as lost profits; 

iii) states that any provisions which differ from this Agreement are offered  

by that Contributor alone and not by any other party; and 

iv) states that source code for the Program is available from such Contributor, 

 and informs licensees how to obtain it in a reasonable manner on or through  

a medium customarily used for software exchange. 

 

When the Program is made available in source code form: 

 

a) it must be made available under this Agreement; and 

b) a copy of this Agreement must be included with each copy of the Program. 

 

Contributors may not remove or alter any copyright notices contained within  

the Program. 

 

Each Contributor must identify itself as the originator of its Contribution,  

if any, in a manner that reasonably allows subsequent Recipients to identify  

the originator of the Contribution. 

 

4. COMMERCIAL DISTRIBUTION 

 

Commercial distributors of software may accept certain responsibilities with  

respect to end users, business partners and the like. While this license is  

intended to facilitate the commercial use of the Program, the Contributor who  

includes the Program in a commercial product offering should do so in a manner  

which does not create potential liability for other Contributors. Therefore, if 

 a Contributor includes the Program in a commercial product offering, such  

Contributor ("Commercial Contributor") hereby agrees to defend and indemnify  

every other Contributor ("Indemnified Contributor") against any losses, damages 

 and costs (collectively "Losses") arising from claims, lawsuits and other  

legal actions brought by a third party against the Indemnified Contributor to  

the extent caused by the acts or omissions of such Commercial Contributor in  

connection with its distribution of the Program in a commercial product  

offering. The obligations in this section do not apply to any claims or Losses  

relating to any actual or alleged intellectual property infringement. In order  

to qualify, an Indemnified Contributor must: a) promptly notify the Commercial  

Contributor in writing of such claim, and b) allow the Commercial Contributor  

to control, and cooperate with the Commercial Contributor in, the defense and  

any related settlement negotiations. The Indemnified Contributor may  

participate in any such claim at its own expense. 

 

For example, a Contributor might include the Program in a commercial product  

offering, Product X. That Contributor is then a Commercial Contributor. If  

that Commercial Contributor then makes performance claims, or offers warranties 

 related to Product X, those performance claims and warranties are such  

Commercial Contributor's responsibility alone. Under this section, the  

Commercial Contributor would have to defend claims against the other  

Contributors related to those performance claims and warranties, and if a court 



 requires any other Contributor to pay any damages as a result, the Commercial  

Contributor must pay those damages. 

 

5. NO WARRANTY 

 

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, THE PROGRAM IS PROVIDED ON AN  

"AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR  

IMPLIED INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OR CONDITIONS OF TITLE,  

NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. Each  

Recipient is solely responsible for determining the appropriateness of using  

and distributing the Program and assumes all risks associated with its exercise 

 of rights under this Agreement , including but not limited to the risks and  

costs of program errors, compliance with applicable laws, damage to or loss of  

data, programs or equipment, and unavailability or interruption of operations. 

 

6. DISCLAIMER OF LIABILITY 

 

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, NEITHER RECIPIENT NOR ANY  

CONTRIBUTORS SHALL HAVE ANY LIABILITY FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,  

SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING WITHOUT LIMITATION  

LOST PROFITS), HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN  

CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)  

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM OR THE  

EXERCISE OF ANY RIGHTS GRANTED HEREUNDER, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY  

OF SUCH DAMAGES. 

 

7. GENERAL 

 

If any provision of this Agreement is invalid or unenforceable under  

applicable law, it shall not affect the validity or enforceability of the  

remainder of the terms of this Agreement, and without further action by the  

parties hereto, such provision shall be reformed to the minimum extent  

necessary to make such provision valid and enforceable. 

 

If Recipient institutes patent litigation against any entity (including a  

cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Program itself  

(excluding combinations of the Program with other software or hardware)  

infringes such Recipient's patent(s), then such Recipient's rights granted  

under Section 2(b) shall terminate as of the date such litigation is filed. 

 

All Recipient's rights under this Agreement shall terminate if it fails to  

comply with any of the material terms or conditions of this Agreement and does  

not cure such failure in a reasonable period of time after becoming aware of  

such noncompliance. If all Recipient's rights under this Agreement terminate,  

Recipient agrees to cease use and distribution of the Program as soon as  

reasonably practicable. However, Recipient's obligations under this Agreement  

and any licenses granted by Recipient relating to the Program shall continue  

and survive. 

 

Everyone is permitted to copy and distribute copies of this Agreement, but in  

order to avoid inconsistency the Agreement is copyrighted and may only be  

modified in the following manner. The Agreement Steward reserves the right to  

publish new versions (including revisions) of this Agreement from time to time. 



No one other than the Agreement Steward has the right to modify this Agreement. 

The Eclipse Foundation is the initial Agreement Steward. The Eclipse Foundation 

 may assign the responsibility to serve as the Agreement Steward to a suitable 

 separate entity. Each new version of the Agreement will be given a  

distinguishing version number. The Program (including Contributions) may  

always be distributed subject to the version of the Agreement under which it  

was received. In addition, after a new version of the Agreement is published,  

Contributor may elect to distribute the Program (including its Contributions)  

under the new version. Except as expressly stated in Sections 2(a) and 2(b)  

above, Recipient receives no rights or licenses to the intellectual property  

of any Contributor under this Agreement, whether expressly, by implication,  

estoppel or otherwise. All rights in the Program not expressly granted under  

this Agreement are reserved. 

 

This Agreement is governed by the laws of the State of New York and the  

intellectual property laws of the United States of America. No party to this  

Agreement will bring a legal action under this Agreement more than one year  

after the cause of action arose. Each party waives its rights to a jury trial 

 in any resulting litigation. 

 

 

付録Y OpenJDKのライセンス文 

GNU General Public License, version 2, 

with the Classpath Exception 

The GNU General Public License (GPL) 

 

Version 2, June 1991 

 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 

 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 

document, but changing it is not allowed. 

 

Preamble 

 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share 

and change it.  By contrast, the GNU General Public License is intended to 

guarantee your freedom to share and change free software--to make sure the 

software is free for all its users.  This General Public License applies to 

most of the Free Software Foundation's software and to any other program whose 

authors commit to using it.  (Some other Free Software Foundation software is 

covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it to 

your programs, too. 

 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price.  Our 

General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to 

distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 

that you receive source code or can get it if you want it, that you can change 

the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you 

can do these things. 

 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny 



you these rights or to ask you to surrender the rights.  These restrictions 

translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 

software, or if you modify it. 

 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for 

a fee, you must give the recipients all the rights that you have.  You must 

make sure that they, too, receive or can get the source code.  And you must 

show them these terms so they know their rights. 

 

We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and (2) 

offer you this license which gives you legal permission to copy, distribute 

and/or modify the software. 

 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that 

everyone understands that there is no warranty for this free software.  If the 

software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to 

know that what they have is not the original, so that any problems introduced 

by others will not reflect on the original authors' reputations. 

 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents.  We 

wish to avoid the danger that redistributors of a free program will 

individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. 

To prevent this, we have made it clear that any patent must be licensed for 

everyone's free use or not licensed at all. 

 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification 

follow. 

 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice 

placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of 

this General Public License.  The "Program", below, refers to any such program 

or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any 

derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 

Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 

translated into another language.  (Hereinafter, translation is included 

without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as 

"you". 

 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by 

this License; they are outside its scope.  The act of running the Program is 

not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents 

constitute a work based on the Program (independent of having been made by 

running the Program).  Whether that is true depends on what the Program does. 

 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as 

you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 

appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License 

and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the 

Program a copy of this License along with the Program. 

 



You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may 

at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus 

forming a work based on the Program, and copy and distribute such modifications 

or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 

these conditions: 

 

    a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating 

    that you changed the files and the date of any change. 

 

    b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or 

    in part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 

    licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of 

    this License. 

 

    c) If the modified program normally reads commands interactively when run, 

    you must cause it, when started running for such interactive use in the 

    most ordinary way, to print or display an announcement including an 

    appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or 

    else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute 

    the program under these conditions, and telling the user how to view a copy 

    of this License.  (Exception: if the Program itself is interactive but does 

    not normally print such an announcement, your work based on the Program is 

    not required to print an announcement.) 

 

These requirements apply to the modified work as a whole.  If identifiable 

sections of that work are not derived from the Program, and can be reasonably 

considered independent and separate works in themselves, then this License, and 

its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate 

works.  But when you distribute the same sections as part of a whole which is a 

work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms 

of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire 

whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 

rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the 

right to control the distribution of derivative or collective works based on 

the Program. 

 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the 

Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or 

distribution medium does not bring the other work under the scope of this 

License. 

 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under 

Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 

2 above provided that you also do one of the following: 

 

    a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 

    code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 

    on a medium customarily used for software interchange; or, 

 



    b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to 

    give any third party, for a charge no more than your cost of physically 

    performing source distribution, a complete machine-readable copy of the 

    corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 

    and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

 

    c) Accompany it with the information you received as to the offer to 

    distribute corresponding source code.  (This alternative is allowed only 

    for noncommercial distribution and only if you received the program in 

    object code or executable form with such an offer, in accord with 

    Subsection b above.) 

 

The source code for a work means the preferred form of the work for making 

modifications to it.  For an executable work, complete source code means all 

the source code for all modules it contains, plus any associated interface 

definition files, plus the scripts used to control compilation and installation 

of the executable.  However, as a special exception, the source code 

distributed need not include anything that is normally distributed (in either 

source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) 

of the operating system on which the executable runs, unless that component 

itself accompanies the executable. 

 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy 

from a designated place, then offering equivalent access to copy the source 

code from the same place counts as distribution of the source code, even though 

third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as 

expressly provided under this License.  Any attempt otherwise to copy, modify, 

sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 

your rights under this License.  However, parties who have received copies, or 

rights, from you under this License will not have their licenses terminated so 

long as such parties remain in full compliance. 

 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 

However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Program 

or its derivative works.  These actions are prohibited by law if you do not 

accept this License.  Therefore, by modifying or distributing the Program (or 

any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to 

do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 

the Program or works based on it. 

 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), 

the recipient automatically receives a license from the original licensor to 

copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. 

You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the 

rights granted herein.  You are not responsible for enforcing compliance by 

third parties to this License. 

 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 

infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions 

are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that 

contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the 



conditions of this License.  If you cannot distribute so as to satisfy 

simultaneously your obligations under this License and any other pertinent 

obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. 

For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution 

of the Program by all those who receive copies directly or indirectly through 

you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to 

refrain entirely from distribution of the Program. 

 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 

particular circumstance, the balance of the section is intended to apply and 

the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or 

other property right claims or to contest validity of any such claims; this 

section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software 

distribution system, which is implemented by public license practices.  Many 

people have made generous contributions to the wide range of software 

distributed through that system in reliance on consistent application of that 

system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to 

distribute software through any other system and a licensee cannot impose that 

choice. 

 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a 

consequence of the rest of this License. 

 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain 

countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 

copyright holder who places the Program under this License may add an explicit 

geographical distribution limitation excluding those countries, so that 

distribution is permitted only in or among countries not thus excluded.  In 

such case, this License incorporates the limitation as if written in the body 

of this License. 

 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 

General Public License from time to time.  Such new versions will be similar in 

spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems 

or concerns. 

 

Each version is given a distinguishing version number.  If the Program 

specifies a version number of this License which applies to it and "any later 

version", you have the option of following the terms and conditions either of 

that version or of any later version published by the Free Software Foundation. 

If the Program does not specify a version number of this License, you may 

choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs 

whose distribution conditions are different, write to the author to ask for 

permission.  For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 

write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. 

Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of 

all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 

software generally. 

 



NO WARRANTY 

 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR 

THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW.  EXCEPT WHEN OTHERWISE 

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 

PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 

INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 

PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU.  SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, 

YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL 

ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 

PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 

GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 

INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA 

BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 

FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER 

OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible 

use to the public, the best way to achieve this is to make it free software 

which everyone can redistribute and change under these terms. 

 

To do so, attach the following notices to the program.  It is safest to attach 

them to the start of each source file to most effectively convey the exclusion 

of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 

pointer to where the full notice is found. 

 

    One line to give the program's name and a brief idea of what it does. 

 

    Copyright (C) <year> <name of author> 

 

    This program is free software; you can redistribute it and/or modify it 

    under the terms of the GNU General Public License as published by the Free 

    Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) 

    any later version. 

 

    This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT 

    ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 

    FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the GNU General Public License for 

    more details. 

 

    You should have received a copy of the GNU General Public License along 

    with this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 

    51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA. 

 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

 



If the program is interactive, make it output a short notice like this when it 

starts in an interactive mode: 

 

    Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author Gnomovision comes 

    with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'.  This is free 

    software, and you are welcome to redistribute it under certain conditions; 

    type 'show c' for details. 

 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate 

parts of the General Public License.  Of course, the commands you use may be 

called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be 

mouse-clicks or menu items--whatever suits your program. 

 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, 

if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary.  Here 

is a sample; alter the names: 

 

    Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 

    'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

 

    signature of Ty Coon, 1 April 1989 

 

    Ty Coon, President of Vice 

 

This General Public License does not permit incorporating your program into 

proprietary programs.  If your program is a subroutine library, you may 

consider it more useful to permit linking proprietary applications with the 

library.  If this is what you want to do, use the GNU Library General Public 

License instead of this License. 

 

 

"CLASSPATH" EXCEPTION TO THE GPL 

 

Certain source files distributed by Oracle America and/or its affiliates are 

subject to the following clarification and special exception to the GPL, but 

only where Oracle has expressly included in the particular source file's header 

the words "Oracle designates this particular file as subject to the "Classpath" 

exception as provided by Oracle in the LICENSE file that accompanied this code." 

 

    Linking this library statically or dynamically with other modules is making 

    a combined work based on this library.  Thus, the terms and conditions of 

    the GNU General Public License cover the whole combination. 

 

    As a special exception, the copyright holders of this library give you 

    permission to link this library with independent modules to produce an 

    executable, regardless of the license terms of these independent modules, 

    and to copy and distribute the resulting executable under terms of your 

    choice, provided that you also meet, for each linked independent module, 

    the terms and conditions of the license of that module.  An independent 

    module is a module which is not derived from or based on this library.  If 

    you modify this library, you may extend this exception to your version of 

    the library, but you are not obligated to do so.  If you do not wish to do 

    so, delete this exception statement from your version. 



 

------------------------------- 

ADDITIONAL INFORMATION ABOUT LICENSING 

 

Certain files distributed by Oracle America, Inc. and/or its affiliates are 

subject to the following clarification and special exception to the GPLv2, 

based on the GNU Project exception for its Classpath libraries, known as the 

GNU Classpath Exception. 

 

Note that Oracle includes multiple, independent programs in this software 

package.  Some of those programs are provided under licenses deemed 

incompatible with the GPLv2 by the Free Software Foundation and others. 

For example, the package includes programs licensed under the Apache 

License, Version 2.0 and may include FreeType. Such programs are licensed 

to you under their original licenses. 

 

Oracle facilitates your further distribution of this package by adding the 

Classpath Exception to the necessary parts of its GPLv2 code, which permits 

you to use that code in combination with other independent modules not 

licensed under the GPLv2. However, note that this would not permit you to 

commingle code under an incompatible license with Oracle's GPLv2 licensed 

code by, for example, cutting and pasting such code into a file also 

containing Oracle's GPLv2 licensed code and then distributing the result. 

 

Additionally, if you were to remove the Classpath Exception from any of the 

files to which it applies and distribute the result, you would likely be 

required to license some or all of the other code in that distribution under 

the GPLv2 as well, and since the GPLv2 is incompatible with the license terms 

of some items included in the distribution by Oracle, removing the Classpath 

Exception could therefore effectively compromise your ability to further 

distribute the package. 

 

Failing to distribute notices associated with some files may also create 

unexpected legal consequences. 

 

Proceed with caution and we recommend that you obtain the advice of a lawyer 

skilled in open source matters before removing the Classpath Exception or 

making modifications to this package which may subsequently be redistributed 

and/or involve the use of third party software. 

OpenJDK Assembly Exception 

The OpenJDK source code made available by Oracle America, Inc. (Oracle) at 

openjdk.java.net ("OpenJDK Code") is distributed under the terms of the GNU 

General Public License <http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html> version 2 

only ("GPL2"), with the following clarification and special exception. 

 

    Linking this OpenJDK Code statically or dynamically with other code 

    is making a combined work based on this library.  Thus, the terms 

    and conditions of GPL2 cover the whole combination. 

 

    As a special exception, Oracle gives you permission to link this 

    OpenJDK Code with certain code licensed by Oracle as indicated at 

    http://openjdk.java.net/legal/exception-modules-2007-05-08.html 

    ("Designated Exception Modules") to produce an executable, 



    regardless of the license terms of the Designated Exception Modules, 

    and to copy and distribute the resulting executable under GPL2, 

    provided that the Designated Exception Modules continue to be 

    governed by the licenses under which they were offered by Oracle. 

 

As such, it allows licensees and sublicensees of Oracle's GPL2 OpenJDK Code 

to build an executable that includes those portions of necessary code that 

Oracle could not provide under GPL2 (or that Oracle has provided under GPL2 

with the Classpath exception).  If you modify or add to the OpenJDK code, 

that new GPL2 code may still be combined with Designated Exception Modules 

if the new code is made subject to this exception by its copyright holder. 

 

 

オープンソフトウェアについて 

弊社が本製品内で提供するOpenJDKバイナリは、OSSで公開されているOpenJDKの派生物 

であり、クラスパス例外付きGNU General Public License v2（GPLv2+CPE） に基づい 

たソフトウェアです。 

 

ソースコードの配布について 

弊社がOSSのライセンス条件によりソースコードの提供義務を負うプログラムについて 

は、ソースコードを提供する用意があります。提供期間は、本製品の受領日から3年間 

または本製品の保守サポートに関する契約を締結している間のどちらか長い方の期間に 

なります。ソースコードが必要な場合は、弊社技術員へご連絡願います。 

 

使用しているソフトウェア 

● freetype 2.5.3 

      GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

         Version 2, June 1991 

 

 Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

     51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA 

 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 

 of this license document, but changing it is not allowed. 

 

       Preamble 

 

  The licenses for most software are designed to take away your 

freedom to share and change it.  By contrast, the GNU General Public 

License is intended to guarantee your freedom to share and change free 

software--to make sure the software is free for all its users.  This 

General Public License applies to most of the Free Software 

Foundation's software and to any other program whose authors commit to 

using it.  (Some other Free Software Foundation software is covered by 

the GNU Library General Public License instead.)  You can apply it to 

your programs, too. 

 

  When we speak of free software, we are referring to freedom, not 

price.  Our General Public Licenses are designed to make sure that you 

have the freedom to distribute copies of free software (and charge for 

this service if you wish), that you receive source code or can get it 

if you want it, that you can change the software or use pieces of it 

in new free programs; and that you know you can do these things. 

 



  To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 

anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 

These restrictions translate to certain responsibilities for you if you 

distribute copies of the software, or if you modify it. 

 

  For example, if you distribute copies of such a program, whether 

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that 

you have.  You must make sure that they, too, receive or can get the 

source code.  And you must show them these terms so they know their 

rights. 

 

  We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and 

(2) offer you this license which gives you legal permission to copy, 

distribute and/or modify the software. 

 

  Also, for each author's protection and ours, we want to make certain 

that everyone understands that there is no warranty for this free 

software.  If the software is modified by someone else and passed on, we 

want its recipients to know that what they have is not the original, so 

that any problems introduced by others will not reflect on the original 

authors' reputations. 

 

  Finally, any free program is threatened constantly by software 

patents.  We wish to avoid the danger that redistributors of a free 

program will individually obtain patent licenses, in effect making the 

program proprietary.  To prevent this, we have made it clear that any 

patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

 

  The precise terms and conditions for copying, distribution and 

modification follow. 

  

 

      GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

   TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

 

  0. This License applies to any program or other work which contains 

a notice placed by the copyright holder saying it may be distributed 

under the terms of this General Public License.  The "Program", below, 

refers to any such program or work, and a "work based on the Program" 

means either the Program or any derivative work under copyright law: 

that is to say, a work containing the Program or a portion of it, 

either verbatim or with modifications and/or translated into another 

language.  (Hereinafter, translation is included without limitation in 

the term "modification".)  Each licensee is addressed as "you". 

 

Activities other than copying, distribution and modification are not 

covered by this License; they are outside its scope.  The act of 

running the Program is not restricted, and the output from the Program 

is covered only if its contents constitute a work based on the 

Program (independent of having been made by running the Program). 

Whether that is true depends on what the Program does. 

 

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's 



source code as you receive it, in any medium, provided that you 

conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate 

copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the 

notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 

and give any other recipients of the Program a copy of this License 

along with the Program. 

 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and 

you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

 

  2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion 

of it, thus forming a work based on the Program, and copy and 

distribute such modifications or work under the terms of Section 1 

above, provided that you also meet all of these conditions: 

 

    a) You must cause the modified files to carry prominent notices 

    stating that you changed the files and the date of any change. 

 

    b) You must cause any work that you distribute or publish, that in 

    whole or in part contains or is derived from the Program or any 

    part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third 

    parties under the terms of this License. 

 

    c) If the modified program normally reads commands interactively 

    when run, you must cause it, when started running for such 

    interactive use in the most ordinary way, to print or display an 

    announcement including an appropriate copyright notice and a 

    notice that there is no warranty (or else, saying that you provide 

    a warranty) and that users may redistribute the program under 

    these conditions, and telling the user how to view a copy of this 

    License.  (Exception: if the Program itself is interactive but 

    does not normally print such an announcement, your work based on 

    the Program is not required to print an announcement.) 

  

 

These requirements apply to the modified work as a whole.  If 

identifiable sections of that work are not derived from the Program, 

and can be reasonably considered independent and separate works in 

themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 

sections when you distribute them as separate works.  But when you 

distribute the same sections as part of a whole which is a work based 

on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of 

this License, whose permissions for other licensees extend to the 

entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest 

your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to 

exercise the right to control the distribution of derivative or 

collective works based on the Program. 

 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program 

with the Program (or with a work based on the Program) on a volume of 

a storage or distribution medium does not bring the other work under 



the scope of this License. 

 

  3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, 

under Section 2) in object code or executable form under the terms of 

Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

 

    a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable 

    source code, which must be distributed under the terms of Sections 

    1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

 

    b) Accompany it with a written offer, valid for at least three 

    years, to give any third party, for a charge no more than your 

    cost of physically performing source distribution, a complete 

    machine-readable copy of the corresponding source code, to be 

    distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 

    customarily used for software interchange; or, 

 

    c) Accompany it with the information you received as to the offer 

    to distribute corresponding source code.  (This alternative is 

    allowed only for noncommercial distribution and only if you 

    received the program in object code or executable form with such 

    an offer, in accord with Subsection b above.) 

 

The source code for a work means the preferred form of the work for 

making modifications to it.  For an executable work, complete source 

code means all the source code for all modules it contains, plus any 

associated interface definition files, plus the scripts used to 

control compilation and installation of the executable.  However, as a 

special exception, the source code distributed need not include 

anything that is normally distributed (in either source or binary 

form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 

operating system on which the executable runs, unless that component 

itself accompanies the executable. 

 

If distribution of executable or object code is made by offering 

access to copy from a designated place, then offering equivalent 

access to copy the source code from the same place counts as 

distribution of the source code, even though third parties are not 

compelled to copy the source along with the object code. 

  

 

  4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program 

except as expressly provided under this License.  Any attempt 

otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is 

void, and will automatically terminate your rights under this License. 

However, parties who have received copies, or rights, from you under 

this License will not have their licenses terminated so long as such 

parties remain in full compliance. 

 

  5. You are not required to accept this License, since you have not 

signed it.  However, nothing else grants you permission to modify or 

distribute the Program or its derivative works.  These actions are 

prohibited by law if you do not accept this License.  Therefore, by 



modifying or distributing the Program (or any work based on the 

Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and 

all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 

the Program or works based on it. 

 

  6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the 

Program), the recipient automatically receives a license from the 

original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to 

these terms and conditions.  You may not impose any further 

restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by third parties to 

this License. 

 

  7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 

infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 

conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or 

otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 

excuse you from the conditions of this License.  If you cannot 

distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 

License and any other pertinent obligations, then as a consequence you 

may not distribute the Program at all.  For example, if a patent 

license would not permit royalty-free redistribution of the Program by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then 

the only way you could satisfy both it and this License would be to 

refrain entirely from distribution of the Program. 

 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under 

any particular circumstance, the balance of the section is intended to 

apply and the section as a whole is intended to apply in other 

circumstances. 

 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any 

patents or other property right claims or to contest validity of any 

such claims; this section has the sole purpose of protecting the 

integrity of the free software distribution system, which is 

implemented by public license practices.  Many people have made 

generous contributions to the wide range of software distributed 

through that system in reliance on consistent application of that 

system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing 

to distribute software through any other system and a licensee cannot 

impose that choice. 

 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to 

be a consequence of the rest of this License. 

  

 

  8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in 

certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 

original copyright holder who places the Program under this License 

may add an explicit geographical distribution limitation excluding 

those countries, so that distribution is permitted only in or among 

countries not thus excluded.  In such case, this License incorporates 

the limitation as if written in the body of this License. 



 

  9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions 

of the General Public License from time to time.  Such new versions will 

be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 

address new problems or concerns. 

 

Each version is given a distinguishing version number.  If the Program 

specifies a version number of this License which applies to it and "any 

later version", you have the option of following the terms and conditions 

either of that version or of any later version published by the Free 

Software Foundation.  If the Program does not specify a version number of 

this License, you may choose any version ever published by the Free Software 

Foundation. 

 

  10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free 

programs whose distribution conditions are different, write to the author 

to ask for permission.  For software which is copyrighted by the Free 

Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes 

make exceptions for this.  Our decision will be guided by the two goals 

of preserving the free status of all derivatives of our free software and 

of promoting the sharing and reuse of software generally. 

 

       NO WARRANTY 

 

  11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY 

FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW.  EXCEPT WHEN 

OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 

PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED 

OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 

MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS 

TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU.  SHOULD THE 

PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, 

REPAIR OR CORRECTION. 

 

  12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING 

WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 

REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 

INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 

OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED 

TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 

YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER 

PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 

POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

 

       END OF TERMS AND CONDITIONS 

  

 

     How to Apply These Terms to Your New Programs 

 

  If you develop a new program, and you want it to be of the greatest 

possible use to the public, the best way to achieve this is to make it 

free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

 



  To do so, attach the following notices to the program.  It is safest 

to attach them to the start of each source file to most effectively 

convey the exclusion of warranty; and each file should have at least 

the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

 

    <one line to give the program's name and a brief idea of what it does.> 

    Copyright (C) <year>  <name of author> 

 

    This program is free software; you can redistribute it and/or modify 

    it under the terms of the GNU General Public License as published by 

    the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 

    (at your option) any later version. 

 

    This program is distributed in the hope that it will be useful, 

    but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 

    MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the 

    GNU General Public License for more details. 

 

    You should have received a copy of the GNU General Public License 

    along with this program; if not, write to the Free Software 

    Foundation, Inc., 51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA 

 

 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

 

If the program is interactive, make it output a short notice like this 

when it starts in an interactive mode: 

 

    Gnomovision version 69, Copyright (C) year  name of author 

    Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type `show w'. 

    This is free software, and you are welcome to redistribute it 

    under certain conditions; type `show c' for details. 

 

The hypothetical commands `show w' and `show c' should show the appropriate 

parts of the General Public License.  Of course, the commands you use may 

be called something other than `show w' and `show c'; they could even be 

mouse-clicks or menu items--whatever suits your program. 

 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 

school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if 

necessary.  Here is a sample; alter the names: 

 

  Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 

  `Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

 

  <signature of Ty Coon>, 1 April 1989 

  Ty Coon, President of Vice 

 

This General Public License does not permit incorporating your program into 

proprietary programs.  If your program is a subroutine library, you may 

consider it more useful to permit linking proprietary applications with the 

library.  If this is what you want to do, use the GNU Library General 

Public License instead of this License. 



 

● netbeans platform 8.0.2 

 NETBEANS IDE 8.0.2 ("Product") LICENSE AGREEMENT 

 

PLEASE READ THE FOLLOWING LICENSE AGREEMENT TERMS AND 

CONDITIONS CAREFULLY, INCLUDING WITHOUT LIMITATION THOSE 

DISPLAYED ELSEWHERE (AS INDICATED BY LINKS LISTED BELOW), 

BEFORE USING THE SOFTWARE.  THESE TERMS AND CONDITIONS 

CONSTITUTE A LEGAL AGREEMENT BETWEEN YOU, OR THE ENTITY FOR 

WHICH YOU ARE AN AUTHORIZED REPRESENTATIVE WITH FULL 

AUTHORITY TO ENTER INTO THIS AGREEMENT, AND ORACLE.  BY 

CLICKING "ACCEPT" OR THE EQUIVALENT YOU AGREE TO ALL OF 

THE TERMS AND CONDITIONS OF THIS LICENSE AGREEMENT.  IF YOU 

DO NOT AGREE TO THIS LICENSE DO NOT CLICK "ACCEPT" OR 

THE EQUIVALENT AND DO NOT INSTALL OR USE THIS SOFTWARE. 

 

Copyright (c) 1997, 2014, Oracle and/or its affiliates. All 

rights reserved. 

 

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or 

its affiliates. Other names may be trademarks of their 

respective owners. 

 

The Product contains NetBeans IDE, the Glassfish runtime, 

and other components. Review the Product carefully to 

determine which license governs the code you are using. 

 

Oracle separately licenses NetBeans IDE and the Glassfish 

runtime under the CDDL v 1.0 (CDDL) or GNU General Public 

License version 2 with Classpath  Exception ("GPLv2 with 

Classpath Exception"), both of which are identified below. 

You may choose either license to govern your use of NetBeans 

IDE or the Glassfish runtime only upon the condition that 

you accept all of the terms of either the CDDL or GPLv2 with 

Classpath Exception. In addition, the Product also contains 

components which are governed exclusively by the terms of 

the GPLv2 with Classpath Exception (e.g. components from 

OpenJDK) or by the terms of one of the licenses listed below 

(i.e. Oracle JDBC Drivers, and Java Card Development 

Kit 3.0.2). 

 

Third party technology that may be necessary for use with 

the Product is specified in THIRDPARTYLICENSE.txt. Such 

third party technology is licensed to you under the terms of 

the third party technology license agreement specified and 

not under either the CDDL or GPLv2 with Classpath Exception. 

Please review the list of libraries and licenses provided 

for use. 

 

If you redistribute NetBeans IDE, add the following below 

the License Header, with the fields enclosed by brackets [] 

replaced by your own identifying information: "Portions 

Copyrighted [year] [name of copyright  owner]" 



 

Contributor(s): 

 

The original software is NetBeans. The initial developer of 

the original software is Oracle Corporation; portions 

Copyright (c) 1997, 2014 Oracle and/or its affiliates. All 

rights reserved. 

 

LICENSES AND OTHER TERMS AND CONDITIONS 

 

LICENSE #1: GPLv2 with Classpath Exception. 

 

LICENSE #2: CDDL. 

 

OTHER TERMS AND CONDITIONS INCORPORATED IN THIS AGREEMENT: 

 

The use of Oracle JDBC drivers is subject to the terms and 

conditions set forth at 

http://www.oracle.com/technetwork/licenses/distribution-license-152002.html 

 

The use of Java Card Development Kit 3.0.2 is subject to the 

terms and conditions set forth at 

http://download.oracle.com/otn-

pub/java/licenses/OTN_Java_Card_Classic_Connected_SDK_4April2012.pdf 

 

Last updated 16 January 2014 

 

************************************************************ 

 

LICENSE #1: 

 

The GNU General Public License (GPL) Version 2, June 1991 

 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 

of this license document, but changing it is not allowed. 

 

Preamble 

 

The licenses for most software are designed to take away 

your freedom to share and change it. By contrast, the GNU 

General Public License is intended to guarantee your freedom 

to share and change free software--to make sure the software 

is free for all its users. This General Public License 

applies to most of the Free Software Foundation's software 

and to any other program whose authors commit to using it. 

(Some other Free Software Foundation software is covered by 

the GNU Library General Public License instead.) You can 

apply it to your programs, too. When we speak of free 

software, we are referring to freedom, not price. Our 



General Public Licenses are designed to make sure that you 

have the freedom to distribute copies of free software (and 

charge for this service if you wish), that you receive 

source code or can get it if you want it, that you can 

change the software or use pieces of it in new free 

programs; and that you know you can do these things. To 

protect your rights, we need to make restrictions that 

forbid anyone to deny you these rights or to ask you to 

surrender the rights. These restrictions translate to 

certain responsibilities for you if you distribute copies of 

the software, or if you modify it. 

 

For example, if you distribute copies of such a program, 

whether gratis or for a fee, you must give the recipients 

all the rights that you have. You must make sure that they, 

too, receive or can get the source code. And you must show 

them these terms so they know their rights. 

 

We protect your rights with two steps: (1) copyright the 

software, and (2) offer you this license which gives you 

legal permission to copy, distribute and/or modify the 

software. 

 

Also, for each author's protection and ours, we want to make 

certain that everyone understands that there is no warranty 

for this free software. If the software is modified by 

someone else and passed on, we want its recipients to know 

that what they have is not the original, so that any 

problems introduced by others will not reflect on the 

original authors' reputations. 

 

Finally, any free program is threatened constantly by 

software patents. We wish to avoid the danger that 

redistributors of a free program will individually obtain 

patent licenses, in effect making the program proprietary. 

To prevent this, we have made it clear that any patent must 

be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

 

The precise terms and conditions for copying, distribution 

and modification follow. TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 

DISTRIBUTION AND MODIFICATION 0. This License applies to any 

program or other work which contains a notice placed by the 

copyright holder saying it may be distributed under the 

terms of this General Public License. The "Program", below, 

refers to any such program or work, and a "work based on the 

Program" means either the Program or any derivative work 

under copyright law: that is to say, a work containing the 

Program or a portion of it, either verbatim or with 

modifications and/or translated into another language. 

(Hereinafter, translation is included without limitation in 

the term "modification".) Each licensee is addressed as 

"you". 

 



Activities other than copying, distribution and modification 

are not covered by this License; they are outside its scope. 

The act of running the Program is not restricted, and the 

output from the Program is covered only if its contents 

constitute a work based on the Program (independent of 

having been made by running the Program). Whether that is 

true depends on what the Program does. 

 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 

Program's source code as you receive it, in any medium, 

provided that you conspicuously and appropriately publish on 

each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of 

warranty; keep intact all the notices that refer to this 

License and to the absence of any warranty; and give any 

other recipients of the Program a copy of this License along 

with the Program. 

 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 

copy, and you may at your option offer warranty protection 

in exchange for a fee. 

 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any 

portion of it, thus forming a work based on the Program, and 

copy and distribute such modifications or work under the 

terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 

these conditions: 

 

a) You must cause the modified files to carry prominent 

notices stating that you changed the files and the date of 

any change. 

 

b) You must cause any work that you distribute or publish, 

that in whole or in part contains or is derived from the 

Program or any part thereof, to be licensed as a whole at no 

charge to all third parties under the terms of this License. 

 

c) If the modified program normally reads commands 

interactively when run, you must cause it, when started 

running for such interactive use in the most ordinary way, 

to print or display an announcement including an appropriate 

copyright notice and a notice that there is no warranty (or 

else, saying that you provide a warranty) and that users may 

redistribute the program under these conditions, and telling 

the user how to view a copy of this License. (Exception: if 

the Program itself is interactive but does not normally 

print such an announcement, your work based on the Program 

is not required to print an announcement.) 

 

These requirements apply to the modified work as a whole. If 

identifiable sections of that work are not derived from the 

Program, and can be reasonably considered independent and 

separate works in themselves, then this License, and its 

terms, do not apply to those sections when you distribute 



them as separate works. But when you distribute the same 

sections as part of a whole which is a work based on the 

Program, the distribution of the whole must be on the terms 

of this License, whose permissions for other licensees 

extend to the entire whole, and thus to each and every part 

regardless of who wrote it. 

 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 

or contest your rights to work written entirely by you; 

rather, the intent is to exercise the right to control the 

distribution of derivative or collective works based on the 

Program. In addition, mere aggregation of another work not 

based on the Program with the Program (or with a work based 

on the Program) on a volume of a storage or distribution 

medium does not bring the other work under the scope of this 

License. 

 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based 

on it, under Section 2) in object code or executable form 

under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you 

also do one of the following: 

 

a) Accompany it with the complete corresponding 

machine-readable source code, which must be distributed 

under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 

customarily used for software interchange; or, 

 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least 

three years, to give any third party, for a charge no more 

than your cost of physically performing source distribution, 

a complete machine-readable copy of the corresponding source 

code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 

above on a medium customarily used for software interchange; 

or, 

 

c) Accompany it with the information you received as to the 

offer to distribute corresponding source code. (This 

alternative is allowed only for noncommercial distribution 

and only if you received the program in object code or 

executable form with such an offer, in accord with 

Subsection b above.) 

 

The source code for a work means the preferred form of the 

work for making modifications to it. For an executable work, 

complete source code means all the source code for all 

modules it contains, plus any associated interface 

definition files, plus the scripts used to control 

compilation and installation of the executable. However, as 

a special exception, the source code distributed need not 

include anything that is normally distributed (in either 

source or binary form) with the major components (compiler, 

kernel, and so on) of the operating system on which the 

executable runs, unless that component itself accompanies 



the executable. If distribution of executable or object code 

is made by offering access to copy from a designated place, 

then offering equivalent access to copy the source code from 

the same place counts as distribution of the source code, 

even though third parties are not compelled to copy the 

source along with the object code. 

 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the 

Program except as expressly provided under this License. Any 

attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute 

the Program is void, and will automatically terminate your 

rights under this License. However, parties who have 

received copies, or rights, from you under this License will 

not have their licenses terminated so long as such parties 

remain in full compliance. 

 

5. You are not required to accept this License, since you 

have not signed it. However, nothing else grants you 

permission to modify or distribute the Program or its 

derivative works. These actions are prohibited by law if you 

do not accept this License. Therefore, by modifying or 

distributing the Program (or any work based on the Program), 

you indicate your acceptance of this License to do so, and 

all its terms and conditions for copying, distributing or 

modifying the Program or works based on it. 

 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based 

on the Program), the recipient automatically receives a 

license from the original licensor to copy, distribute or 

modify the Program subject to these terms and conditions. 

You may not impose any further restrictions on the 

recipients' exercise of the rights granted herein. You are 

not responsible for enforcing compliance by third parties to 

this License. 

 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of 

patent infringement or for any other reason (not limited to 

patent issues), conditions are imposed on you (whether by 

court order, agreement or otherwise) that contradict the 

conditions of this License, they do not excuse you from the 

conditions of this License. If you cannot distribute so as 

to satisfy simultaneously your obligations under this 

License and any other pertinent obligations, then as a 

consequence you may not distribute the Program at all. For 

example, if a patent license would not permit royalty-free 

redistribution of the Program by all those who receive 

copies directly or indirectly through you, then the only way 

you could satisfy both it and this License would be to 

refrain entirely from distribution of the Program. 

 

If any portion of this section is held invalid or 

unenforceable under any particular circumstance, the balance 

of the section is intended to apply and the section as a 



whole is intended to apply in other circumstances. It is not 

the purpose of this section to induce you to infringe any 

patents or other property right claims or to contest 

validity of any such claims; this section has the sole 

purpose of protecting the integrity of the free software 

distribution system, which is implemented by public license 

practices. Many people have made generous contributions to 

the wide range of software distributed through that system 

in reliance on consistent application of that system; it is 

up to the author/donor to decide if he or she is willing to 

distribute software through any other system and a licensee 

cannot impose that choice. 

 

This section is intended to make thoroughly clear what is 

believed to be a consequence of the rest of this License. 

 

8. If the distribution and/or use of the Program is 

restricted in certain countries either by patents or by 

copyrighted interfaces, the original copyright holder who 

places the Program under this License may add an explicit 

geographical distribution limitation excluding those 

countries, so that distribution is permitted only in or 

among countries not thus excluded. In such case, this 

License incorporates the limitation as if written in the 

body of this License. 

 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or 

new versions of the General Public License from time to 

time. Such new versions will be similar in spirit to the 

present version, but may differ in detail to address new 

problems or concerns. 

 

Each version is given a distinguishing version number. If 

the Program specifies a version number of this License which 

applies to it and "any later version", you have the option 

of following the terms and conditions either of that version 

or of any later version published by the Free Software 

Foundation. If the Program does not specify a version number 

of this License, you may choose any version ever published 

by the Free Software Foundation. 

 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into 

other free programs whose distribution conditions are 

different, write to the author to ask for permission. For 

software which is copyrighted by the Free Software 

Foundation, write to the Free Software Foundation; we 

sometimes make exceptions for this. Our decision will be 

guided by the two goals of preserving the free status of all 

derivatives of our free software and of promoting the 

sharing and reuse of software generally. 

 

NO WARRANTY 

 



11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS 

NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 

APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE 

COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM 

"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 

IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 

PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE 

OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE 

DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, 

REPAIR OR CORRECTION. 

 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED 

TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY 

WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED 

ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, 

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF 

THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT 

LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR 

LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE 

PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH 

HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

SUCH DAMAGES. 

 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

 

If you develop a new program, and you want it to be of the 

greatest possible use to the public, the best way to achieve 

this is to make it free software which everyone can 

redistribute and change under these terms. 

 

To do so, attach the following notices to the program. It is 

safest to attach them to the start of each source file to 

most effectively convey the exclusion of warranty; and each 

file should have at least the "copyright" line and a pointer 

to where the full notice is found. 

 

One line to give the program's name and a brief idea of what 

it does. 

 

Copyright (C) <year> <name of author> 

 

This program is free software; you can redistribute it 

and/or modify it under the terms of the GNU General Public 

License as published by the Free Software Foundation; either 

version 2 of the License, or (at your option) any later 

version. This program is distributed in the hope that it 

will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the 

implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 

PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for 

more details. You should have received a copy of the GNU 



General Public License along with this program; if not, 

write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple 

Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

 

Also add information on how to contact you by electronic and 

paper mail. 

 

If the program is interactive, make it output a short notice 

like this when it starts in an interactive mode: 

 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details 

type `show w'. This is free software, and you are welcome to 

redistribute it under certain conditions; type `show c' for 

details. The hypothetical commands `show w' and `show c' 

should show the appropriate parts of the General Public 

License. Of course, the commands you use may be called 

something other than `show w' and `show c'; they could even 

be mouse-clicks or menu items--whatever suits your program. 

 

You should also get your employer (if you work as a 

programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 

disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; 

alter the names: 

 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in 

the program `Gnomovision' (which makes passes at compilers) 

written by James Hacker. 

 

signature of Ty Coon, 1 April 1989 

Ty Coon, President of Vice 

 

This General Public License does not permit incorporating 

your program into proprietary programs. If your program is a 

subroutine library, you may consider it more useful to 

permit linking proprietary applications with the library. If 

this is what you want to do, use the GNU Library General 

Public License instead of this License. 

 

"CLASSPATH" EXCEPTION TO THE GPL VERSION 2 

 

Certain source files distributed by Oracle America, Inc. 

and/or its affiliates are subject to the following 

clarification and special exception to the GPLv2, based on 

the GNU Project exception for its Classpath libraries, known 

as the GNU Classpath Exception, but only where Oracle has 

expressly included in the particular source file's header 

the words "Oracle designates this particular file as subject 

to the "Classpath" exception as provided by Oracle in the 

LICENSE file that accompanied this code." 

 

You should also note that Oracle includes multiple, 

independent programs in this software package. Some of those 



programs are provided under licenses deemed incompatible 

with the GPLv2 by the Free Software Foundation and others.  

For example, the package includes programs licensed under 

the Apache License, Version 2.0.  Such programs are licensed 

to you under their original licenses. 

 

Oracle facilitates your further distribution of this package 

by adding the Classpath Exception to the necessary parts of 

its GPLv2 code, which permits you to use that code in 

combination with other independent modules not licensed 

under the GPLv2.  However, note that this would not permit 

you to commingle code under an incompatible license with 

Oracle's GPLv2 licensed code by, for example, cutting and 

pasting such code into a file also containing Oracle's GPLv2 

licensed code and then distributing the result. 

 

Additionally, if you were to remove the Classpath Exception 

from any of the files to which it applies and distribute the 

result, you would likely be required to license some or all 

of the other code in that distribution under the GPLv2 as 

well, and since the GPLv2 is incompatible with the license 

terms of some items included in the distribution by Oracle, 

removing the Classpath Exception could therefore effectively 

compromise your ability to further distribute the package. 

 

Proceed with caution and we recommend that you obtain the 

advice of a lawyer skilled in open source matters before 

removing the Classpath Exception or making modifications to 

this package which may subsequently be redistributed and/or 

involve the use of third party software. 

 

CLASSPATH EXCEPTION 

 

Linking this library statically or dynamically with other 

modules is making a combined work based on this library.  

Thus, the terms and conditions of the GNU General Public 

License version 2 cover the whole combination. 

 

As a special exception, the copyright holders of this 

library give you permission to link this library with 

independent modules to produce an executable, regardless of 

the license terms of these independent modules, and to copy 

and distribute the resulting executable under terms of your 

choice, provided that you also meet, for each linked 

independent module, the terms and conditions of the license 

of that module.  An independent module is a module which is 

not derived from or based on this library.  If you modify 

this library, you may extend this exception to your version 

of the library, but you are not obligated to do so.  If you 

do not wish to do so, delete this exception statement from 

your version. 

 

 



************************************************************ 

 

LICENSE #2: 

 

COMMON DEVELOPMENT AND DISTRIBUTION LICENSE (CDDL) 

 Version 1.0 

 

1. Definitions. 

 

1.1. "Contributor" means each individual or entity that 

creates or contributes to the creation of Modifications. 

 

1.2. "Contributor Version" means the combination of the 

Original Software, prior Modifications used by a Contributor 

(if any), and the Modifications made by that particular 

Contributor. 

 

1.3. "Covered Software" means (a) the Original Software, or 

(b) Modifications, or (c) the combination of files 

containing Original Software with files containing 

Modifications, in each case including portions thereof. 

 

1.4. "Executable" means the Covered Software in any form 

other than Source Code. 

 

1.5. "Initial Developer" means the individual or entity that 

first makes Original Software available under this License. 

 

1.6. "Larger Work" means a work which combines Covered 

Software or portions thereof with code not governed by the 

terms of this License. 

 

1.7. "License" means this document. 

 

1.8. "Licensable" means having the right to grant, to the 

maximum extent possible, whether at the time of the initial 

grant or subsequently acquired, any and all of the rights 

conveyed herein. 

 

1.9. "Modifications" means the Source Code and Executable 

form of any of the following: 

 

A. Any file that results from an addition to, deletion from 

or modification of the contents of a file containing 

Original Software or previous Modifications; 

 

B. Any new file that contains any part of the Original 

Software or previous Modification; or 

 

C. Any new file that is contributed or otherwise made 

available under the terms of this License. 

 

1.10. "Original Software" means the Source Code and 



Executable form of computer software code that is originally 

released under this License. 

 

1.11. "Patent Claims" means any patent claim(s), now owned 

or hereafter acquired, including without limitation, method, 

process, and apparatus claims, in any patent Licensable by 

grantor. 

 

1.12. "Source Code" means (a) the common form of computer 

software code in which modifications are made and (b) 

associated documentation included in or with such code. 

 

1.13. "You" (or "Your") means an individual or a legal 

entity exercising rights under, and complying with all of 

the terms of, this License. For legal entities, "You" 

includes any entity which controls, is controlled by, or is 

under common control with You. For purposes of this 

definition, "control" means (a) the power, direct or 

indirect, to cause the direction or management of such 

entity, whether by contract or otherwise, or (b) ownership 

of more than fifty percent (50%) of the outstanding shares 

or beneficial ownership of such entity. 

 

2. License Grants. 

 

2.1. The Initial Developer Grant. Conditioned upon Your 

compliance with Section 3.1 below and subject to third party 

intellectual property claims, the Initial Developer hereby 

grants You a world-wide, royalty-free, non-exclusive 

license: 

 

(a) under intellectual property rights (other than patent or 

trademark) Licensable by Initial Developer, to use, 

reproduce, modify, display, perform, sublicense and 

distribute the Original Software (or portions thereof), with 

or without Modifications, and/or as part of a Larger Work; 

and 

 

(b) under Patent Claims infringed by the making, using or 

selling of Original Software, to make, have made, use, 

practice, sell, and offer for sale, and/or otherwise dispose 

of the Original Software (or portions thereof). 

 

(c) The licenses granted in Sections 2.1(a) and (b) are 

effective on the date Initial Developer first distributes or 

otherwise makes the Original Software available to a third 

party under the terms of this License. 

 

(d) Notwithstanding Section 2.1(b) above, no patent license 

is granted: (1) for code that You delete from the Original 

Software, or (2) for infringements caused by: (i) the 

modification of the Original Software, or (ii) the 

combination of the Original Software with other software or 



devices. 

 

2.2. Contributor Grant. Conditioned upon Your compliance 

with Section 3.1 below and subject to third party 

intellectual property claims, each Contributor hereby grants 

You a world-wide, royalty-free, non-exclusive license: 

 

(a) under intellectual property rights (other than patent or 

trademark) Licensable by Contributor to use, reproduce, 

modify, display, perform, sublicense and distribute the 

Modifications created by such Contributor (or portions 

thereof), either on an unmodified basis, with other 

Modifications, as Covered Software and/or as part of a 

Larger Work; and 

 

(b) under Patent Claims infringed by the making, using, or 

selling of Modifications made by that Contributor either 

alone and/or in combination with its Contributor Version (or 

portions of such combination), to make, use, sell, offer for 

sale, have made, and/or otherwise dispose of: (1) 

Modifications made by that Contributor (or portions 

thereof); and (2) the combination of Modifications made by 

that Contributor with its Contributor Version (or portions 

of such combination). 

 

(c) The licenses granted in Sections 2.2(a) and 2.2(b) are 

effective on the date Contributor first distributes or 

otherwise makes the Modifications available to a third 

party. 

 

(d) Notwithstanding Section 2.2(b) above, no patent license 

is granted: (1) for any code that Contributor has deleted 

from the Contributor Version; (2) for infringements caused 

by: (i) third party modifications of Contributor Version, or 

(ii) the combination of Modifications made by that 

Contributor with other software (except as part of the 

Contributor Version) or other devices; or (3) under Patent 

Claims infringed by Covered Software in the absence of 

Modifications made by that Contributor. 

 

3. Distribution Obligations. 

 

3.1. Availability of Source Code. 

 

Any Covered Software that You distribute or otherwise make 

available in Executable form must also be made available in 

Source Code form and that Source Code form must be 

distributed only under the terms of this License. You must 

include a copy of this License with every copy of the Source 

Code form of the Covered Software You distribute or 

otherwise make available. You must inform recipients of any 

such Covered Software in Executable form as to how they can 

obtain such Covered Software in Source Code form in a 



reasonable manner on or through a medium customarily used 

for software exchange. 

 

3.2. Modifications. 

 

The Modifications that You create or to which You contribute 

are governed by the terms of this License. You represent 

that You believe Your Modifications are Your original 

creation(s) and/or You have sufficient rights to grant the 

rights conveyed by this License. 

 

3.3. Required Notices. 

 

You must include a notice in each of Your Modifications that 

identifies You as the Contributor of the Modification. You 

may not remove or alter any copyright, patent or trademark 

notices contained within the Covered Software, or any 

notices of licensing or any descriptive text giving 

attribution to any Contributor or the Initial Developer. 

 

3.4. Application of Additional Terms. 

 

You may not offer or impose any terms on any Covered 

Software in Source Code form that alters or restricts the 

applicable version of this License or the recipients' rights 

hereunder. You may choose to offer, and to charge a fee for, 

warranty, support, indemnity or liability obligations to one 

or more recipients of Covered Software. However, you may do 

so only on Your own behalf, and not on behalf of the Initial 

Developer or any Contributor. You must make it absolutely 

clear that any such warranty, support, indemnity or 

liability obligation is offered by You alone, and You hereby 

agree to indemnify the Initial Developer and every 

Contributor for any liability incurred by the Initial 

Developer or such Contributor as a result of warranty, 

support, indemnity or liability terms You offer. 

 

3.5. Distribution of Executable Versions. 

 

You may distribute the Executable form of the Covered 

Software under the terms of this License or under the terms 

of a license of Your choice, which may contain terms 

different from this License, provided that You are in 

compliance with the terms of this License and that the 

license for the Executable form does not attempt to limit or 

alter the recipient's rights in the Source Code form from 

the rights set forth in this License. If You distribute the 

Covered Software in Executable form under a different 

license, You must make it absolutely clear that any terms 

which differ from this License are offered by You alone, not 

by the Initial Developer or Contributor. You hereby agree to 

indemnify the Initial Developer and every Contributor for 

any liability incurred by the Initial Developer or such 



Contributor as a result of any such terms You offer. 

 

3.6. Larger Works. 

 

You may create a Larger Work by combining Covered Software 

with other code not governed by the terms of this License 

and distribute the Larger Work as a single product. In such 

a case, You must make sure the requirements of this License 

are fulfilled for the Covered Software. 

 

4. Versions of the License. 

 

4.1. New Versions. 

 

Oracle Corporation is the initial license steward and may 

publish revised and/or new versions of this License from 

time to time. Each version will be given a distinguishing 

version number. Except as provided in Section 4.3, no one 

other than the license steward has the right to modify this 

License. 

 

4.2. Effect of New Versions. 

 

You may always continue to use, distribute or otherwise make 

the Covered Software available under the terms of the 

version of the License under which You originally received 

the Covered Software. If the Initial Developer includes a 

notice in the Original Software prohibiting it from being 

distributed or otherwise made available under any subsequent 

version of the License, You must distribute and make the 

Covered Software available under the terms of the version of 

the License under which You originally received the Covered 

Software. Otherwise, You may also choose to use, distribute 

or otherwise make the Covered Software available under the 

terms of any subsequent version of the License published by 

the license steward. 

 

4.3. Modified Versions. 

 

When You are an Initial Developer and You want to create a 

new license for Your Original Software, You may create and 

use a modified version of this License if You: (a) rename 

the license and remove any references to the name of the 

license steward (except to note that the license differs 

from this License); and (b) otherwise make it clear that the 

license contains terms which differ from this License. 

 

5. DISCLAIMER OF WARRANTY. 

 

COVERED SOFTWARE IS PROVIDED UNDER THIS LICENSE ON AN "AS 

IS" BASIS, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 

IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, WARRANTIES THAT THE 

COVERED SOFTWARE IS FREE OF DEFECTS, MERCHANTABLE, FIT FOR A 



PARTICULAR PURPOSE OR NON-INFRINGING. THE ENTIRE RISK AS TO 

THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE COVERED SOFTWARE IS WITH 

YOU. SHOULD ANY COVERED SOFTWARE PROVE DEFECTIVE IN ANY 

RESPECT, YOU (NOT THE INITIAL DEVELOPER OR ANY OTHER 

CONTRIBUTOR) ASSUME THE COST OF ANY NECESSARY SERVICING, 

REPAIR OR CORRECTION. THIS DISCLAIMER OF WARRANTY 

CONSTITUTES AN ESSENTIAL PART OF THIS LICENSE. NO USE OF ANY 

COVERED SOFTWARE IS AUTHORIZED HEREUNDER EXCEPT UNDER THIS 

DISCLAIMER. 

 

6. TERMINATION. 

 

6.1. This License and the rights granted hereunder will 

terminate automatically if You fail to comply with terms 

herein and fail to cure such breach within 30 days of 

becoming aware of the breach. Provisions which, by their 

nature, must remain in effect beyond the termination of this 

License shall survive. 

 

6.2. If You assert a patent infringement claim (excluding 

declaratory judgment actions) against Initial Developer or a 

Contributor (the Initial Developer or Contributor against 

whom You assert such claim is referred to as "Participant") 

alleging that the Participant Software (meaning the 

Contributor Version where the Participant is a Contributor 

or the Original Software where the Participant is the 

Initial Developer) directly or indirectly infringes any 

patent, then any and all rights granted directly or 

indirectly to You by such Participant, the Initial Developer 

(if the Initial Developer is not the Participant) and all 

Contributors under Sections 2.1 and/or 2.2 of this License 

shall, upon 60 days notice from Participant terminate 

prospectively and automatically at the expiration of such 60 

day notice period, unless if within such 60 day period You 

withdraw Your claim with respect to the Participant Software 

against such Participant either unilaterally or pursuant to 

a written agreement with Participant. 

 

6.3. In the event of termination under Sections 6.1 or 6.2 

above, all end user licenses that have been validly granted 

by You or any distributor hereunder prior to termination 

(excluding licenses granted to You by any distributor) shall 

survive termination. 

 

7. LIMITATION OF LIABILITY. 

 

UNDER NO CIRCUMSTANCES AND UNDER NO LEGAL THEORY, WHETHER 

TORT (INCLUDING NEGLIGENCE), CONTRACT, OR OTHERWISE, SHALL 

YOU, THE INITIAL DEVELOPER, ANY OTHER CONTRIBUTOR, OR ANY 

DISTRIBUTOR OF COVERED SOFTWARE, OR ANY SUPPLIER OF ANY OF 

SUCH PARTIES, BE LIABLE TO ANY PERSON FOR ANY INDIRECT, 

SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY 

CHARACTER INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, DAMAGES FOR LOST 



PROFITS, LOSS OF GOODWILL, WORK STOPPAGE, COMPUTER FAILURE 

OR MALFUNCTION, OR ANY AND ALL OTHER COMMERCIAL DAMAGES OR 

LOSSES, EVEN IF SUCH PARTY SHALL HAVE BEEN INFORMED OF THE 

POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. THIS LIMITATION OF LIABILITY 

SHALL NOT APPLY TO LIABILITY FOR DEATH OR PERSONAL INJURY 

RESULTING FROM SUCH PARTY'S NEGLIGENCE TO THE EXTENT 

APPLICABLE LAW PROHIBITS SUCH LIMITATION. SOME JURISDICTIONS 

DO NOT ALLOW THE EXCLUSION OR LIMITATION OF INCIDENTAL OR 

CONSEQUENTIAL DAMAGES, SO THIS EXCLUSION AND LIMITATION MAY 

NOT APPLY TO YOU. 

 

8. U.S. GOVERNMENT END USERS. 

 

The Covered Software is a "commercial item," as that term is 

defined in 48 C.F.R. 2.101 (Oct. 1995), consisting of 

"commercial computer software" (as that term is defined at 

48 C.F.R. 252.227-7014(a)(1)) and "commercial computer 

software documentation" as such terms are used in 48 C.F.R. 

12.212 (Sept. 1995). Consistent with 48 C.F.R. 12.212 and 48 

C.F.R. 227.7202-1 through 227.7202-4 (June 1995), all U.S. 

Government End Users acquire Covered Software with only 

those rights set forth herein. This U.S. Government Rights 

clause is in lieu of, and supersedes, any other FAR, DFAR, 

or other clause or provision that addresses Government 

rights in computer software under this License. 

 

9. MISCELLANEOUS. 

 

This License represents the complete agreement concerning 

subject matter hereof. If any provision of this License is 

held to be unenforceable, such provision shall be reformed 

only to the extent necessary to make it enforceable. This 

License shall be governed by the law of the jurisdiction 

specified in a notice contained within the Original Software 

(except to the extent applicable law, if any, provides 

otherwise), excluding such jurisdiction's conflict-of-law 

provisions. Any litigation relating to this License shall be 

subject to the jurisdiction of the courts located in the 

jurisdiction and venue specified in a notice contained 

within the Original Software, with the losing party 

responsible for costs, including, without limitation, court 

costs and reasonable attorneys' fees and expenses. The 

application of the United Nations Convention on Contracts 

for the International Sale of Goods is expressly excluded. 

Any law or regulation which provides that the language of a 

contract shall be construed against the drafter shall not 

apply to this License. You agree that You alone are 

responsible for compliance with the United States export 

administration regulations (and the export control laws and 

regulation of any other countries) when You use, distribute 

or otherwise make available any Covered Software. 

 

10. RESPONSIBILITY FOR CLAIMS. 



 

As between Initial Developer and the Contributors, each 

party is responsible for claims and damages arising, 

directly or indirectly, out of its utilization of rights 

under this License and You agree to work with Initial 

Developer and Contributors to distribute such responsibility 

on an equitable basis. Nothing herein is intended or shall 

be deemed to constitute any admission of liability. 

● jakarta regexp 1.2 

 

/* 

 * $Header: /home/cvs/jakarta-regexp/LICENSE,v 1.3 2000/04/27 01:21:00 jon Exp $ 

 * $Revision: 1.3 $ 

 * $Date: 2000/04/27 01:21:00 $ 

 * 

 * ==================================================================== 

 *  

 * The Apache Software License, Version 1.1 

 * 

 * Copyright (c) 1999 The Apache Software Foundation.  All rights  

 * reserved. 

 * 

 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without 

 * modification, are permitted provided that the following conditions 

 * are met: 

 * 

 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.  

 * 

 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

 *    the documentation and/or other materials provided with the 

 *    distribution. 

 * 

 * 3. The end-user documentation included with the redistribution, if 

 *    any, must include the following acknowlegement:   

 *       "This product includes software developed by the  

 *        Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)." 

 *    Alternately, this acknowlegement may appear in the software itself, 

 *    if and wherever such third-party acknowlegements normally appear. 

 * 

 * 4. The names "The Jakarta Project", "Jakarta-Regexp", and "Apache Software 

 *    Foundation" must not be used to endorse or promote products derived 

 *    from this software without prior written permission. For written  

 *    permission, please contact apache@apache.org. 

 * 

 * 5. Products derived from this software may not be called "Apache" 

 *    nor may "Apache" appear in their names without prior written 

 *    permission of the Apache Group. 

 * 

 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 

 * WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 

 * OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 



 * DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR 

 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

 * LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 

 * USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

 * ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

 * OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 

 * OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

 * SUCH DAMAGE. 

 * ==================================================================== 

 * 

 * This software consists of voluntary contributions made by many 

 * individuals on behalf of the Apache Software Foundation.  For more 

 * information on the Apache Software Foundation, please see 

 * <http://www.apache.org/>. 

 * 

 */  

 

 

● TestNG 6.8.1 

Parts of this work are licensed: 

 

The MIT License (MIT) 

 

Copyright 2011, John Resig 

Dual licensed under the MIT or GPL Version 2 licenses. 

http://jquery.org/license 

 

Includes Sizzle.js 

http://sizzlejs.com/ 

Copyright 2011, The Dojo Foundation 

Released under the MIT, BSD, and GPL Licenses. 

 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 

this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in 

the Software without restriction, including without limitation the rights to 

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of 

the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, 

subject to the following conditions: 

 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 

copies or substantial portions of the Software. 

 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 

FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR 

COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 

IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN 

CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

 

 

Parts of this work are licensed: 

 



                                Apache License 

                           Version 2.0, January 2004 

                        http://www.apache.org/licenses/ 

 

   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION 

 

   1. Definitions. 

 

      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, 

      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document. 

 

      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by 

      the copyright owner that is granting the License. 

 

      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all 

      other entities that control, are controlled by, or are under common 

      control with that entity. For the purposes of this definition, 

      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the 

      direction or management of such entity, whether by contract or 

      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 

      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity. 

 

      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity 

      exercising permissions granted by this License. 

 

      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications, 

      including but not limited to software source code, documentation 

      source, and configuration files. 

 

      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical 

      transformation or translation of a Source form, including but 

      not limited to compiled object code, generated documentation, 

      and conversions to other media types. 

 

      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or 

      Object form, made available under the License, as indicated by a 

      copyright notice that is included in or attached to the work 

      (an example is provided in the Appendix below). 

 

      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object 

      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the 

      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications 

      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes 

      of this License, Derivative Works shall not include works that remain 

      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, 

      the Work and Derivative Works thereof. 

 

      "Contribution" shall mean any work of authorship, including 

      the original version of the Work and any modifications or additions 

      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally 

      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner 

      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of 

      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted" 



      means any form of electronic, verbal, or written communication sent 

      to the Licensor or its representatives, including but not limited to 

      communication on electronic mailing lists, source code control systems, 

      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the 

      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but 

      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise 

      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution." 

 

      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity 

      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and 

      subsequently incorporated within the Work. 

 

   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, 

      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the 

      Work and such Derivative Works in Source or Object form. 

 

   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      (except as stated in this section) patent license to make, have made, 

      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, 

      where such license applies only to those patent claims licensable 

      by such Contributor that are necessarily infringed by their 

      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) 

      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You 

      institute patent litigation against any entity (including a 

      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work 

      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct 

      or contributory patent infringement, then any patent licenses 

      granted to You under this License for that Work shall terminate 

      as of the date such litigation is filed. 

 

   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the 

      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without 

      modifications, and in Source or Object form, provided that You 

      meet the following conditions: 

 

      (a) You must give any other recipients of the Work or 

          Derivative Works a copy of this License; and 

 

      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices 

          stating that You changed the files; and 

 

      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works 

          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and 

          attribution notices from the Source form of the Work, 

          excluding those notices that do not pertain to any part of 

          the Derivative Works; and 

 

      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its 



          distribution, then any Derivative Works that You distribute must 

          include a readable copy of the attribution notices contained 

          within such NOTICE file, excluding those notices that do not 

          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one 

          of the following places: within a NOTICE text file distributed 

          as part of the Derivative Works; within the Source form or 

          documentation, if provided along with the Derivative Works; or, 

          within a display generated by the Derivative Works, if and 

          wherever such third-party notices normally appear. The contents 

          of the NOTICE file are for informational purposes only and 

          do not modify the License. You may add Your own attribution 

          notices within Derivative Works that You distribute, alongside 

          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided 

          that such additional attribution notices cannot be construed 

          as modifying the License. 

 

      You may add Your own copyright statement to Your modifications and 

      may provide additional or different license terms and conditions 

      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or 

      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, 

      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with 

      the conditions stated in this License. 

 

   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, 

      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work 

      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of 

      this License, without any additional terms or conditions. 

      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify 

      the terms of any separate license agreement you may have executed 

      with Licensor regarding such Contributions. 

 

   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade 

      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, 

      except as required for reasonable and customary use in describing the 

      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file. 

 

   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or 

      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each 

      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, 

      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or 

      implied, including, without limitation, any warranties or conditions 

      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A 

      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the 

      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any 

      risks associated with Your exercise of permissions under this License. 

 

   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, 

      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, 

      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly 

      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be 

      liable to You for damages, including any direct, indirect, special, 

      incidental, or consequential damages of any character arising as a 

      result of this License or out of the use or inability to use the 



      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, 

      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all 

      other commercial damages or losses), even if such Contributor 

      has been advised of the possibility of such damages. 

 

   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing 

      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, 

      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, 

      or other liability obligations and/or rights consistent with this 

      License. However, in accepting such obligations, You may act only 

      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf 

      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, 

      defend, and hold each Contributor harmless for any liability 

      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason 

      of your accepting any such warranty or additional liability. 

 

   END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

   APPENDIX: How to apply the Apache License to your work. 

 

      To apply the Apache License to your work, attach the following 

      boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]" 

      replaced with your own identifying information. (Don't include 

      the brackets!)  The text should be enclosed in the appropriate 

      comment syntax for the file format. We also recommend that a 

      file or class name and description of purpose be included on the 

      same "printed page" as the copyright notice for easier 

      identification within third-party archives. 

 

   Copyright [yyyy] [name of copyright owner] 

 

   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); 

   you may not use this file except in compliance with the License. 

   You may obtain a copy of the License at 

 

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0 

 

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software 

   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, 

   WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. 

   See the License for the specific language governing permissions and 

   limitations under the License. 
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The GNU General Public License (GPL) 

 

Version 2, June 1991 

 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 

 



Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 

document, but changing it is not allowed. 

 

Preamble 

 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share 

and change it.  By contrast, the GNU General Public License is intended to 

guarantee your freedom to share and change free software--to make sure the 

software is free for all its users.  This General Public License applies to 

most of the Free Software Foundation's software and to any other program whose 

authors commit to using it.  (Some other Free Software Foundation software is 

covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it to 

your programs, too. 

 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price.  Our 

General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to 

distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 

that you receive source code or can get it if you want it, that you can change 

the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you 

can do these things. 

 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny 

you these rights or to ask you to surrender the rights.  These restrictions 

translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 

software, or if you modify it. 

 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for 

a fee, you must give the recipients all the rights that you have.  You must 

make sure that they, too, receive or can get the source code.  And you must 

show them these terms so they know their rights. 

 

We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and (2) 

offer you this license which gives you legal permission to copy, distribute 

and/or modify the software. 

 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that 

everyone understands that there is no warranty for this free software.  If the 

software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to 

know that what they have is not the original, so that any problems introduced 

by others will not reflect on the original authors' reputations. 

 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents.  We 

wish to avoid the danger that redistributors of a free program will 

individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. 

To prevent this, we have made it clear that any patent must be licensed for 

everyone's free use or not licensed at all. 

 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification 

follow. 

 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice 



placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of 

this General Public License.  The "Program", below, refers to any such program 

or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any 

derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 

Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 

translated into another language.  (Hereinafter, translation is included 

without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as 

"you". 

 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by 

this License; they are outside its scope.  The act of running the Program is 

not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents 

constitute a work based on the Program (independent of having been made by 

running the Program).  Whether that is true depends on what the Program does. 

 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as 

you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 

appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License 

and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the 

Program a copy of this License along with the Program. 

 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may 

at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus 

forming a work based on the Program, and copy and distribute such modifications 

or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of 

these conditions: 

 

    a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating 

    that you changed the files and the date of any change. 

 

    b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or 

    in part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 

    licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of 

    this License. 

 

    c) If the modified program normally reads commands interactively when run, 

    you must cause it, when started running for such interactive use in the 

    most ordinary way, to print or display an announcement including an 

    appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or 

    else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute 

    the program under these conditions, and telling the user how to view a copy 

    of this License.  (Exception: if the Program itself is interactive but does 

    not normally print such an announcement, your work based on the Program is 

    not required to print an announcement.) 

 

These requirements apply to the modified work as a whole.  If identifiable 

sections of that work are not derived from the Program, and can be reasonably 

considered independent and separate works in themselves, then this License, and 

its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate 

works.  But when you distribute the same sections as part of a whole which is a 



work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms 

of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire 

whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 

rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the 

right to control the distribution of derivative or collective works based on 

the Program. 

 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the 

Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or 

distribution medium does not bring the other work under the scope of this 

License. 

 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under 

Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 

2 above provided that you also do one of the following: 

 

    a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 

    code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 

    on a medium customarily used for software interchange; or, 

 

    b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to 

    give any third party, for a charge no more than your cost of physically 

    performing source distribution, a complete machine-readable copy of the 

    corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 

    and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

 

    c) Accompany it with the information you received as to the offer to 

    distribute corresponding source code.  (This alternative is allowed only 

    for noncommercial distribution and only if you received the program in 

    object code or executable form with such an offer, in accord with 

    Subsection b above.) 

 

The source code for a work means the preferred form of the work for making 

modifications to it.  For an executable work, complete source code means all 

the source code for all modules it contains, plus any associated interface 

definition files, plus the scripts used to control compilation and installation 

of the executable.  However, as a special exception, the source code 

distributed need not include anything that is normally distributed (in either 

source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) 

of the operating system on which the executable runs, unless that component 

itself accompanies the executable. 

 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy 

from a designated place, then offering equivalent access to copy the source 

code from the same place counts as distribution of the source code, even though 

third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as 

expressly provided under this License.  Any attempt otherwise to copy, modify, 

sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 

your rights under this License.  However, parties who have received copies, or 



rights, from you under this License will not have their licenses terminated so 

long as such parties remain in full compliance. 

 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 

However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Program 

or its derivative works.  These actions are prohibited by law if you do not 

accept this License.  Therefore, by modifying or distributing the Program (or 

any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to 

do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 

the Program or works based on it. 

 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), 

the recipient automatically receives a license from the original licensor to 

copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. 

You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the 

rights granted herein.  You are not responsible for enforcing compliance by 

third parties to this License. 

 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 

infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions 

are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that 

contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the 

conditions of this License.  If you cannot distribute so as to satisfy 

simultaneously your obligations under this License and any other pertinent 

obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. 

For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution 

of the Program by all those who receive copies directly or indirectly through 

you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to 

refrain entirely from distribution of the Program. 

 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 

particular circumstance, the balance of the section is intended to apply and 

the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or 

other property right claims or to contest validity of any such claims; this 

section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software 

distribution system, which is implemented by public license practices.  Many 

people have made generous contributions to the wide range of software 

distributed through that system in reliance on consistent application of that 

system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to 

distribute software through any other system and a licensee cannot impose that 

choice. 

 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a 

consequence of the rest of this License. 

 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain 

countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 

copyright holder who places the Program under this License may add an explicit 

geographical distribution limitation excluding those countries, so that 

distribution is permitted only in or among countries not thus excluded.  In 

such case, this License incorporates the limitation as if written in the body 



of this License. 

 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 

General Public License from time to time.  Such new versions will be similar in 

spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems 

or concerns. 

 

Each version is given a distinguishing version number.  If the Program 

specifies a version number of this License which applies to it and "any later 

version", you have the option of following the terms and conditions either of 

that version or of any later version published by the Free Software Foundation. 

If the Program does not specify a version number of this License, you may 

choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs 

whose distribution conditions are different, write to the author to ask for 

permission.  For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 

write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. 

Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of 

all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 

software generally. 

 

NO WARRANTY 

 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR 

THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW.  EXCEPT WHEN OTHERWISE 

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 

PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 

INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 

PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU.  SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, 

YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL 

ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 

PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 

GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 

INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA 

BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 

FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER 

OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible 

use to the public, the best way to achieve this is to make it free software 

which everyone can redistribute and change under these terms. 

 

To do so, attach the following notices to the program.  It is safest to attach 

them to the start of each source file to most effectively convey the exclusion 

of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 



pointer to where the full notice is found. 

 

    One line to give the program's name and a brief idea of what it does. 

 

    Copyright (C) <year> <name of author> 

 

    This program is free software; you can redistribute it and/or modify it 

    under the terms of the GNU General Public License as published by the Free 

    Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) 

    any later version. 

 

    This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT 

    ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 

    FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the GNU General Public License for 

    more details. 

 

    You should have received a copy of the GNU General Public License along 

    with this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 

    51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA. 

 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it 

starts in an interactive mode: 

 

    Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author Gnomovision comes 

    with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'.  This is free 

    software, and you are welcome to redistribute it under certain conditions; 

    type 'show c' for details. 

 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate 

parts of the General Public License.  Of course, the commands you use may be 

called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be 

mouse-clicks or menu items--whatever suits your program. 

 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, 

if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary.  Here 

is a sample; alter the names: 

 

    Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 

    'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

 

    signature of Ty Coon, 1 April 1989 

 

    Ty Coon, President of Vice 

 

This General Public License does not permit incorporating your program into 

proprietary programs.  If your program is a subroutine library, you may 

consider it more useful to permit linking proprietary applications with the 

library.  If this is what you want to do, use the GNU Library General Public 

License instead of this License. 

 

 



"CLASSPATH" EXCEPTION TO THE GPL 

 

Certain source files distributed by Oracle America and/or its affiliates are 

subject to the following clarification and special exception to the GPL, but 

only where Oracle has expressly included in the particular source file's header 

the words "Oracle designates this particular file as subject to the "Classpath" 

exception as provided by Oracle in the LICENSE file that accompanied this code." 

 

    Linking this library statically or dynamically with other modules is making 

    a combined work based on this library.  Thus, the terms and conditions of 

    the GNU General Public License cover the whole combination. 

 

    As a special exception, the copyright holders of this library give you 

    permission to link this library with independent modules to produce an 

    executable, regardless of the license terms of these independent modules, 

    and to copy and distribute the resulting executable under terms of your 

    choice, provided that you also meet, for each linked independent module, 

    the terms and conditions of the license of that module.  An independent 

    module is a module which is not derived from or based on this library.  If 

    you modify this library, you may extend this exception to your version of 

    the library, but you are not obligated to do so.  If you do not wish to do 

    so, delete this exception statement from your version. 

 

 

● Swing Layout Extensions 1.0.4 

 

    GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

         Version 2.1, February 1999 

 

 Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

     51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA 

 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 

 of this license document, but changing it is not allowed. 

 

[This is the first released version of the Lesser GPL.  It also counts 

 as the successor of the GNU Library Public License, version 2, hence 

 the version number 2.1.] 

 

       Preamble 

 

  The licenses for most software are designed to take away your 

freedom to share and change it.  By contrast, the GNU General Public 

Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change 

free software--to make sure the software is free for all its users. 

 

  This license, the Lesser General Public License, applies to some 

specially designated software packages--typically libraries--of the 

Free Software Foundation and other authors who decide to use it.  You 

can use it too, but we suggest you first think carefully about whether 

this license or the ordinary General Public License is the better 

strategy to use in any particular case, based on the explanations below. 

 

  When we speak of free software, we are referring to freedom of use, 



not price.  Our General Public Licenses are designed to make sure that 

you have the freedom to distribute copies of free software (and charge 

for this service if you wish); that you receive source code or can get 

it if you want it; that you can change the software and use pieces of 

it in new free programs; and that you are informed that you can do 

these things. 

 

  To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 

distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 

rights.  These restrictions translate to certain responsibilities for 

you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

 

  For example, if you distribute copies of the library, whether gratis 

or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave 

you.  You must make sure that they, too, receive or can get the source 

code.  If you link other code with the library, you must provide 

complete object files to the recipients, so that they can relink them 

with the library after making changes to the library and recompiling 

it.  And you must show them these terms so they know their rights. 

 

  We protect your rights with a two-step method: (1) we copyright the 

library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 

permission to copy, distribute and/or modify the library. 

 

  To protect each distributor, we want to make it very clear that 

there is no warranty for the free library.  Also, if the library is 

modified by someone else and passed on, the recipients should know 

that what they have is not the original version, so that the original 

author's reputation will not be affected by problems that might be 

introduced by others. 

 

  Finally, software patents pose a constant threat to the existence of 

any free program.  We wish to make sure that a company cannot 

effectively restrict the users of a free program by obtaining a 

restrictive license from a patent holder.  Therefore, we insist that 

any patent license obtained for a version of the library must be 

consistent with the full freedom of use specified in this license. 

 

  Most GNU software, including some libraries, is covered by the 

ordinary GNU General Public License.  This license, the GNU Lesser 

General Public License, applies to certain designated libraries, and 

is quite different from the ordinary General Public License.  We use 

this license for certain libraries in order to permit linking those 

libraries into non-free programs. 

 

  When a program is linked with a library, whether statically or using 

a shared library, the combination of the two is legally speaking a 

combined work, a derivative of the original library.  The ordinary 

General Public License therefore permits such linking only if the 

entire combination fits its criteria of freedom.  The Lesser General 

Public License permits more lax criteria for linking other code with 

the library. 

 



  We call this license the "Lesser" General Public License because it 

does Less to protect the user's freedom than the ordinary General 

Public License.  It also provides other free software developers Less 

of an advantage over competing non-free programs.  These disadvantages 

are the reason we use the ordinary General Public License for many 

libraries.  However, the Lesser license provides advantages in certain 

special circumstances. 

 

  For example, on rare occasions, there may be a special need to 

encourage the widest possible use of a certain library, so that it becomes 

a de-facto standard.  To achieve this, non-free programs must be 

allowed to use the library.  A more frequent case is that a free 

library does the same job as widely used non-free libraries.  In this 

case, there is little to gain by limiting the free library to free 

software only, so we use the Lesser General Public License. 

 

  In other cases, permission to use a particular library in non-free 

programs enables a greater number of people to use a large body of 

free software.  For example, permission to use the GNU C Library in 

non-free programs enables many more people to use the whole GNU 

operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating 

system. 

 

  Although the Lesser General Public License is Less protective of the 

users' freedom, it does ensure that the user of a program that is 

linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run 

that program using a modified version of the Library. 

 

  The precise terms and conditions for copying, distribution and 

modification follow.  Pay close attention to the difference between a 

"work based on the library" and a "work that uses the library".  The 

former contains code derived from the library, whereas the latter must 

be combined with the library in order to run. 

 

    GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

   TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

 

  0. This License Agreement applies to any software library or other 

program which contains a notice placed by the copyright holder or 

other authorized party saying it may be distributed under the terms of 

this Lesser General Public License (also called "this License"). 

Each licensee is addressed as "you". 

 

  A "library" means a collection of software functions and/or data 

prepared so as to be conveniently linked with application programs 

(which use some of those functions and data) to form executables. 

 

  The "Library", below, refers to any such software library or work 

which has been distributed under these terms.  A "work based on the 

Library" means either the Library or any derivative work under 

copyright law: that is to say, a work containing the Library or a 

portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated 

straightforwardly into another language.  (Hereinafter, translation is 



included without limitation in the term "modification".) 

 

  "Source code" for a work means the preferred form of the work for 

making modifications to it.  For a library, complete source code means 

all the source code for all modules it contains, plus any associated 

interface definition files, plus the scripts used to control compilation 

and installation of the library. 

 

  Activities other than copying, distribution and modification are not 

covered by this License; they are outside its scope.  The act of 

running a program using the Library is not restricted, and output from 

such a program is covered only if its contents constitute a work based 

on the Library (independent of the use of the Library in a tool for 

writing it).  Whether that is true depends on what the Library does 

and what the program that uses the Library does. 

 

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's 

complete source code as you receive it, in any medium, provided that 

you conspicuously and appropriately publish on each copy an 

appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact 

all the notices that refer to this License and to the absence of any 

warranty; and distribute a copy of this License along with the 

Library. 

 

  You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, 

and you may at your option offer warranty protection in exchange for a 

fee. 

 

  2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion 

of it, thus forming a work based on the Library, and copy and 

distribute such modifications or work under the terms of Section 1 

above, provided that you also meet all of these conditions: 

 

    a) The modified work must itself be a software library. 

 

    b) You must cause the files modified to carry prominent notices 

    stating that you changed the files and the date of any change. 

 

    c) You must cause the whole of the work to be licensed at no 

    charge to all third parties under the terms of this License. 

 

    d) If a facility in the modified Library refers to a function or a 

    table of data to be supplied by an application program that uses 

    the facility, other than as an argument passed when the facility 

    is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, 

    in the event an application does not supply such function or 

    table, the facility still operates, and performs whatever part of 

    its purpose remains meaningful. 

 

    (For example, a function in a library to compute square roots has 

    a purpose that is entirely well-defined independent of the 

    application.  Therefore, Subsection 2d requires that any 

    application-supplied function or table used by this function must 



    be optional: if the application does not supply it, the square 

    root function must still compute square roots.) 

 

These requirements apply to the modified work as a whole.  If 

identifiable sections of that work are not derived from the Library, 

and can be reasonably considered independent and separate works in 

themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 

sections when you distribute them as separate works.  But when you 

distribute the same sections as part of a whole which is a work based 

on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of 

this License, whose permissions for other licensees extend to the 

entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote 

it. 

 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest 

your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to 

exercise the right to control the distribution of derivative or 

collective works based on the Library. 

 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library 

with the Library (or with a work based on the Library) on a volume of 

a storage or distribution medium does not bring the other work under 

the scope of this License. 

 

  3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public 

License instead of this License to a given copy of the Library.  To do 

this, you must alter all the notices that refer to this License, so 

that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, 

instead of to this License.  (If a newer version than version 2 of the 

ordinary GNU General Public License has appeared, then you can specify 

that version instead if you wish.)  Do not make any other change in 

these notices. 

 

  Once this change is made in a given copy, it is irreversible for 

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all 

subsequent copies and derivative works made from that copy. 

 

  This option is useful when you wish to copy part of the code of 

the Library into a program that is not a library. 

 

  4. You may copy and distribute the Library (or a portion or 

derivative of it, under Section 2) in object code or executable form 

under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany 

it with the complete corresponding machine-readable source code, which 

must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a 

medium customarily used for software interchange. 

 

  If distribution of object code is made by offering access to copy 

from a designated place, then offering equivalent access to copy the 

source code from the same place satisfies the requirement to 

distribute the source code, even though third parties are not 

compelled to copy the source along with the object code. 

 



  5. A program that contains no derivative of any portion of the 

Library, but is designed to work with the Library by being compiled or 

linked with it, is called a "work that uses the Library".  Such a 

work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and 

therefore falls outside the scope of this License. 

 

  However, linking a "work that uses the Library" with the Library 

creates an executable that is a derivative of the Library (because it 

contains portions of the Library), rather than a "work that uses the 

library".  The executable is therefore covered by this License. 

Section 6 states terms for distribution of such executables. 

 

  When a "work that uses the Library" uses material from a header file 

that is part of the Library, the object code for the work may be a 

derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be 

linked without the Library, or if the work is itself a library.  The 

threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

 

  If such an object file uses only numerical parameters, data 

structure layouts and accessors, and small macros and small inline 

functions (ten lines or less in length), then the use of the object 

file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative 

work.  (Executables containing this object code plus portions of the 

Library will still fall under Section 6.) 

 

  Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may 

distribute the object code for the work under the terms of Section 6. 

Any executables containing that work also fall under Section 6, 

whether or not they are linked directly with the Library itself. 

 

  6. As an exception to the Sections above, you may also combine or 

link a "work that uses the Library" with the Library to produce a 

work containing portions of the Library, and distribute that work 

under terms of your choice, provided that the terms permit 

modification of the work for the customer's own use and reverse 

engineering for debugging such modifications. 

 

  You must give prominent notice with each copy of the work that the 

Library is used in it and that the Library and its use are covered by 

this License.  You must supply a copy of this License.  If the work 

during execution displays copyright notices, you must include the 

copyright notice for the Library among them, as well as a reference 

directing the user to the copy of this License.  Also, you must do one 

of these things: 

 

    a) Accompany the work with the complete corresponding 

    machine-readable source code for the Library including whatever 

    changes were used in the work (which must be distributed under 

    Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked 

    with the Library, with the complete machine-readable "work that 

    uses the Library", as object code and/or source code, so that the 

    user can modify the Library and then relink to produce a modified 



    executable containing the modified Library.  (It is understood 

    that the user who changes the contents of definitions files in the 

    Library will not necessarily be able to recompile the application 

    to use the modified definitions.) 

 

    b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the 

    Library.  A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a 

    copy of the library already present on the user's computer system, 

    rather than copying library functions into the executable, and (2) 

    will operate properly with a modified version of the library, if 

    the user installs one, as long as the modified version is 

    interface-compatible with the version that the work was made with. 

 

    c) Accompany the work with a written offer, valid for at 

    least three years, to give the same user the materials 

    specified in Subsection 6a, above, for a charge no more 

    than the cost of performing this distribution. 

 

    d) If distribution of the work is made by offering access to copy 

    from a designated place, offer equivalent access to copy the above 

    specified materials from the same place. 

 

    e) Verify that the user has already received a copy of these 

    materials or that you have already sent this user a copy. 

 

  For an executable, the required form of the "work that uses the 

Library" must include any data and utility programs needed for 

reproducing the executable from it.  However, as a special exception, 

the materials to be distributed need not include anything that is 

normally distributed (in either source or binary form) with the major 

components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on 

which the executable runs, unless that component itself accompanies 

the executable. 

 

  It may happen that this requirement contradicts the license 

restrictions of other proprietary libraries that do not normally 

accompany the operating system.  Such a contradiction means you cannot 

use both them and the Library together in an executable that you 

distribute. 

 

  7. You may place library facilities that are a work based on the 

Library side-by-side in a single library together with other library 

facilities not covered by this License, and distribute such a combined 

library, provided that the separate distribution of the work based on 

the Library and of the other library facilities is otherwise 

permitted, and provided that you do these two things: 

 

    a) Accompany the combined library with a copy of the same work 

    based on the Library, uncombined with any other library 

    facilities.  This must be distributed under the terms of the 

    Sections above. 

 

    b) Give prominent notice with the combined library of the fact 



    that part of it is a work based on the Library, and explaining 

    where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

 

  8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute 

the Library except as expressly provided under this License.  Any 

attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or 

distribute the Library is void, and will automatically terminate your 

rights under this License.  However, parties who have received copies, 

or rights, from you under this License will not have their licenses 

terminated so long as such parties remain in full compliance. 

 

  9. You are not required to accept this License, since you have not 

signed it.  However, nothing else grants you permission to modify or 

distribute the Library or its derivative works.  These actions are 

prohibited by law if you do not accept this License.  Therefore, by 

modifying or distributing the Library (or any work based on the 

Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and 

all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 

the Library or works based on it. 

 

  10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the 

Library), the recipient automatically receives a license from the 

original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library 

subject to these terms and conditions.  You may not impose any further 

restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by third parties with 

this License. 

 

  11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 

infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 

conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or 

otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 

excuse you from the conditions of this License.  If you cannot 

distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 

License and any other pertinent obligations, then as a consequence you 

may not distribute the Library at all.  For example, if a patent 

license would not permit royalty-free redistribution of the Library by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then 

the only way you could satisfy both it and this License would be to 

refrain entirely from distribution of the Library. 

 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 

particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, 

and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any 

patents or other property right claims or to contest validity of any 

such claims; this section has the sole purpose of protecting the 

integrity of the free software distribution system which is 

implemented by public license practices.  Many people have made 

generous contributions to the wide range of software distributed 

through that system in reliance on consistent application of that 

system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing 



to distribute software through any other system and a licensee cannot 

impose that choice. 

 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to 

be a consequence of the rest of this License. 

 

  12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in 

certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 

original copyright holder who places the Library under this License may add 

an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, 

so that distribution is permitted only in or among countries not thus 

excluded.  In such case, this License incorporates the limitation as if 

written in the body of this License. 

 

  13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new 

versions of the Lesser General Public License from time to time. 

Such new versions will be similar in spirit to the present version, 

but may differ in detail to address new problems or concerns. 

 

Each version is given a distinguishing version number.  If the Library 

specifies a version number of this License which applies to it and 

"any later version", you have the option of following the terms and 

conditions either of that version or of any later version published by 

the Free Software Foundation.  If the Library does not specify a 

license version number, you may choose any version ever published by 

the Free Software Foundation. 

 

  14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free 

programs whose distribution conditions are incompatible with these, 

write to the author to ask for permission.  For software which is 

copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 

Software Foundation; we sometimes make exceptions for this.  Our 

decision will be guided by the two goals of preserving the free status 

of all derivatives of our free software and of promoting the sharing 

and reuse of software generally. 

 

       NO WARRANTY 

 

  15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO 

WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. 

EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR 

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY 

KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 

PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 

LIBRARY IS WITH YOU.  SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME 

THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

 

  16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN 

WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY 

AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU 

FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR 

CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 



LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING 

RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 

FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF 

SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 

DAMAGES. 

 

 

● Felix 4.2.1 

● Java Native Access 4.1.0 

● OSGi 4.2 

● JCommander 1.78 

 

                                 Apache License 

                           Version 2.0, January 2004 

                        http://www.apache.org/licenses/ 

 

   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION 

 

   1. Definitions. 

 

      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, 

      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document. 

 

      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by 

      the copyright owner that is granting the License. 

 

      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all 

      other entities that control, are controlled by, or are under common 

      control with that entity. For the purposes of this definition, 

      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the 

      direction or management of such entity, whether by contract or 

      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 

      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity. 

 

      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity 

      exercising permissions granted by this License. 

 

      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications, 

      including but not limited to software source code, documentation 

      source, and configuration files. 

 

      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical 

      transformation or translation of a Source form, including but 

      not limited to compiled object code, generated documentation, 

      and conversions to other media types. 

 

      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or 

      Object form, made available under the License, as indicated by a 

      copyright notice that is included in or attached to the work 

      (an example is provided in the Appendix below). 

 

      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object 

      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the 



      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications 

      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes 

      of this License, Derivative Works shall not include works that remain 

      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, 

      the Work and Derivative Works thereof. 

 

      "Contribution" shall mean any work of authorship, including 

      the original version of the Work and any modifications or additions 

      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally 

      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner 

      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of 

      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted" 

      means any form of electronic, verbal, or written communication sent 

      to the Licensor or its representatives, including but not limited to 

      communication on electronic mailing lists, source code control systems, 

      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the 

      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but 

      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise 

      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution." 

 

      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity 

      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and 

      subsequently incorporated within the Work. 

 

   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, 

      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the 

      Work and such Derivative Works in Source or Object form. 

 

   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of 

      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, 

      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable 

      (except as stated in this section) patent license to make, have made, 

      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, 

      where such license applies only to those patent claims licensable 

      by such Contributor that are necessarily infringed by their 

      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) 

      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You 

      institute patent litigation against any entity (including a 

      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work 

      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct 

      or contributory patent infringement, then any patent licenses 

      granted to You under this License for that Work shall terminate 

      as of the date such litigation is filed. 

 

   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the 

      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without 

      modifications, and in Source or Object form, provided that You 

      meet the following conditions: 

 

      (a) You must give any other recipients of the Work or 



          Derivative Works a copy of this License; and 

 

      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices 

          stating that You changed the files; and 

 

      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works 

          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and 

          attribution notices from the Source form of the Work, 

          excluding those notices that do not pertain to any part of 

          the Derivative Works; and 

 

      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its 

          distribution, then any Derivative Works that You distribute must 

          include a readable copy of the attribution notices contained 

          within such NOTICE file, excluding those notices that do not 

          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one 

          of the following places: within a NOTICE text file distributed 

          as part of the Derivative Works; within the Source form or 

          documentation, if provided along with the Derivative Works; or, 

          within a display generated by the Derivative Works, if and 

          wherever such third-party notices normally appear. The contents 

          of the NOTICE file are for informational purposes only and 

          do not modify the License. You may add Your own attribution 

          notices within Derivative Works that You distribute, alongside 

          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided 

          that such additional attribution notices cannot be construed 

          as modifying the License. 

 

      You may add Your own copyright statement to Your modifications and 

      may provide additional or different license terms and conditions 

      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or 

      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, 

      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with 

      the conditions stated in this License. 

 

   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, 

      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work 

      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of 

      this License, without any additional terms or conditions. 

      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify 

      the terms of any separate license agreement you may have executed 

      with Licensor regarding such Contributions. 

 

   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade 

      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, 

      except as required for reasonable and customary use in describing the 

      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file. 

 

   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or 

      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each 

      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, 

      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or 

      implied, including, without limitation, any warranties or conditions 



      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A 

      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the 

      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any 

      risks associated with Your exercise of permissions under this License. 

 

   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, 

      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, 

      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly 

      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be 

      liable to You for damages, including any direct, indirect, special, 

      incidental, or consequential damages of any character arising as a 

      result of this License or out of the use or inability to use the 

      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, 

      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all 

      other commercial damages or losses), even if such Contributor 

      has been advised of the possibility of such damages. 

 

   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing 

      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, 

      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, 

      or other liability obligations and/or rights consistent with this 

      License. However, in accepting such obligations, You may act only 

      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf 

      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, 

      defend, and hold each Contributor harmless for any liability 

      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason 

      of your accepting any such warranty or additional liability. 

 

   END OF TERMS AND CONDITIONS 

 

   APPENDIX: How to apply the Apache License to your work. 

 

      To apply the Apache License to your work, attach the following 

      boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]" 

      replaced with your own identifying information. (Don't include 

      the brackets!)  The text should be enclosed in the appropriate 

      comment syntax for the file format. We also recommend that a 

      file or class name and description of purpose be included on the 

      same "printed page" as the copyright notice for easier 

      identification within third-party archives. 

 

   Copyright [yyyy] [name of copyright owner] 

 

   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); 

   you may not use this file except in compliance with the License. 

   You may obtain a copy of the License at 

 

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0 

 

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software 

   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, 

   WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. 

   See the License for the specific language governing permissions and 



   limitations under the License. 

 

 

                                                                       - 以上 - 
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